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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







クラウ「祖母殿、今日はたくさん家事をしたのでお駄賃を多めにいただきたい」

祖母「おやおや、スウェーデン人はしっかりしてるね。ほら〝ご褒ほう美びチケット〟だよ」

クラウ「それでは今回も、三枚使って例のものを……」









　──ピンぼンパンポン

『──ザザッ、ガピー……平へい家け町ちよう役場地域振しん興こう課よりお知らせです。現在、町役場では〝町おこしイベント〟のアイデアを募集しております。ご応募の方は総合窓口の──』




　俺が自宅の居間にいると、町内放送用の室内スピーカーがアナウンスをがなりたてた。大したことのない用件なのに音だけは無意味にでかい。

（……町おこし、か）

　個人的な見解ではあるが──この言葉について、都会の人間は誤解しがちだ。

　住民が真に求めているのは『観光客の金』ではなく、『町に活気が出ること』ですらない。無論それらもほしくはあるが最終的な目的ではなかった。そこには田舎の人間特有の複雑な心理がある。

　それは『町（と自分たち）の価値を認めてほしい』という気持ち。

　今まで通りの暮らしをしていると、どこかよその町からふらりと〝お客様〟が来てくれて、『いい場所だ』と褒めてくれながら、お土産でお金を使ってくれ、邪魔になる前に帰ってくれる。それこそが本当の望みだった。虫のいい願いではあるのだろうが、これは町おこし・村おこしをする多くの地方自治体の本音なのではなかろうか。

　俺──瀬せ田た麟りん一いち郎ろうは、二年と六か月前までこの町おこしというものが嫌いだった。自分の住んでいる町が、おこす必要のある田舎だと再確認させられるからだ。

　今でもキーワードとしては決して好きではなかったが、しかし──、

（また、お祭りはやるのかな？　二年半前の祭りで、俺は……）

『町おこしのお祭り』については、ちょっとした思い出がある。嫌いじゃなかった。

　……と、それはそれとして。




「──クラウ！　ちょいと、クラウ！」




　最近、俺んちには女騎士が居い候そうろうしている。

　彼女の名を呼ぶ祖ば母あちゃんの声が、アナウンス以上の音量で家中に響きわたった。

「クラウ、掃除はまだ終わらないのかい？　ちゃんとタタミにお茶がらを撒まいてホウキで掃くんだよ。終わったら洗濯物を取り込んで買い物に行っておいで。野菜はちょいと遠回りになるけれど、坂を上がったところにある無人販売所でお買い。こないだみたいに横着してミヤヤマートで買うんじゃないよ。そのあとは夕飯の支度の手伝いをおし」

「はっ、祖母殿。かしこまりました」

　女騎士は二〇日ほど前に来て以来、こんな調子でうちの祖母ちゃんにコキ使われていた。

　彼女の名は、クラウ。

　フルネームだと、クラウゼラ・ルー・コトヴィック。俺と同じく一六歳。

　異世界《魔法地平シーズベツド》のイース神聖連合王国から来た亡命者であり、一騎当千の〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟として名を知らしめた騎士ローズバドだ。

　くすんだ金髪に白い肌、整った顔立ち。背は一七〇弱とやや高めで、すらりと伸びた四肢は競走馬かしなやかな鞭むちのよう。常にきりりとした表情と相まって、抜き身の剣を連想させた。ちなみに胸はアスリー乳にゆう（女性アスリート特有の筋肉質な貧乳）。

　彼女は今日も、ミスリル銀の鎧よろいの上から割かつ烹ぽう着ぎ、腰には戦剣ローゼウムという姿で家事をする。俺の家──田舎のボロい日本家屋で。

　ちなみに彼女の主あるじであるイース神聖連合王国王位継承権第二位ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン略してポー姫（八歳）も我が家に居い候そうろうし、クラウと二人で王国の亡命臨時政府を作っていた。ただし同じ居候でも、こちらの方は──、

「我が騎士ローズバドクラウゼラよ、掃除の合間に冷蔵庫から麦茶を持ってくるのじゃ。あと、買い物に行くのなら、火曜日なのでついでにジャンプを買ってくるがよい。間違えて月刊や増刊号を買うでないぞ」

　と働きもせず、居間でテレビを見ながら畳でゴロゴロとしているだけだ。姫、麦茶くらい自分で取ってこい。なんでもクラウにやらせるな。

「はっ。かしこまりました、姫殿下」

　かしこまるな。お前クラウも甘やかすんじゃない。そういうちょろさはどうかと思うぞ。

　それと異世界人といえば、居候ではないのだが、もう一人──。

「えー、こんにちは……ブゴーフゴー。たまたま仕事で近くを通りかかったもので、ちょっと寄らせてもらいました。これ、お土産です。錦きん松しよう梅ばいの詰め合わせセット」

　同じく《魔法地平シーズベツド》出身のオーク、ダイナマイトジョニー。彼は二〇〇〇人のオーク兵を率いる部族長にして、少し離れた町にあるいわゆるジャスコの社長でもある。さすが社長だけあって三みつ揃ぞろいの高級スーツ姿だ。お土産も渋い。

「おやジョニーよ、最近よく来るのじゃな？　さては妾わらわの美び貌ぼうが見たくて来ておるのじゃろう？　それともオークらしく女騎士を凌りよう辱じよくしに来たか？」

「ははは姫様、ご冗談を。……ブゴーフゴー」

　ポー姫の言う通り、ダイナマイトジョニーは最近よくうちに遊びに来る。このところ毎日のように、わざわざ五つ離れた町から運転手つきの高級外車（オーク仕様）でやって来ていた。やはり、姫やクラウといった同郷人がいるからだろうか？

「くふふっ、冗談じゃ。本当は祖母殿が目当てじゃろう？　知っておるのじゃ」

「ブゴーフゴー!!　姫様、しーっ！　しーっ！」

　……なんだと!?　おいっ、今の話は聞き捨てならないぞ！

「やれやれ、ポー助ったら年寄りをからかうもんじゃないよ。クラウや、一番いいお茶を出しておあげ」

「はっ、祖母殿」

　ババア、まんざらでもないって顔してるんじゃない。クラウもお茶なんか出すな。塩持ってこい。

「リンイチローよ、汝なんじの祖母殿はエロスじゃのう？　まさか、あの歳としでオークに凌辱されたいとは。まるでサッパリ売れない同人エロＣＧ集のようじゃ」

　いいから、姫も黙ってろ！







　こんな具合に最近の我が家は、割かつ烹ぽう着ぎの女騎士や、テレビを見る姫、ババアに色目を使うオークといった連中で騒がしい。

　だが──これは日常。普通の出来事。俺たちの住むこの町では、それほど珍しくない光景だった。

　この町の名は、平へい家け町ちよう。

　岐ぎ阜ふ県東端の山間部にある小さな町で、岐阜と長なが野のと愛あい知ち、三つの県の県境近く──つまりは三つの県から辺境扱いされている、ザ・田舎とでも言うべき土地だ。

　総人口はたったの八七五人。面積も四一・六七平方キロメートルと狭い上に、そのほとんどが山だの山林だの川だので、人間が住んだり農地にしたりできる場所はさらに少ない。当然ながらおしゃれな店や遊ぶところなどはなく、ショッピングモールの進出計画はこないだ自分たちの手で阻止したばかり。テレビはＮＨＫ以外は局数二つ。携帯電話も使えない。そんな、ないないづくしの田舎町。

　──その一方、亡命政府は八つもあった。






第一章







ポー姫「ちなみに祖母殿とジョニーの件は、今回の話と関係ないのじゃ。もうサッパリ」

麟りん一いち郎ろう「なんだと？　じゃあ、なんでこんな話をした!?」

ポー姫「ただ、なんとなくじゃ。──さあ、それでは今回も田舎情緒たっぷりの話をお送りするのじゃ！　汝なんじらは田舎といえば、いったいなにを連想する？　今回のテーマは、隠れた田舎の象徴とでも言うべきアレじゃ。都会ではもう失われた、あの……」










　　１






　夜の九時過ぎ。

　平家町中心部のほど近く。小ぶりなスーパーマーケット〝ミヤヤマート〟のすぐ隣に、一軒の民家がある。

　豪邸というほどではないが、この地域の土地代の安さを考えても、かなり立派な部類であるのは間違いない。大きめの和風建築二階建てで、トイレは各階に一つ。庭も広く、植木や石いし灯どう籠ろうが並んでおり、池では安物ながらも錦にしき鯉ごいを飼っていた。──とはいえ、この庭には数年前から宇宙船が不時着しており、以前ほど広くは使えていない。

　ここは宮みや籐とう家。

　ミヤヤマート社長、宮籐浩こう二じ（五二歳）の自宅であり、地球に亡命してきた銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府の居い候そうろう先でもある。

「ファウ、チャンネル変えてよ。ドラマの時間なんだから」

「……ミヤちゃんの観みる番組はセンスがない。それより動物特集を観る」

「「キュピー、キュピー!!」」

　一二畳あるリビングで、この家の娘である宮籐みや（高二、一六歳）は、居候──銀河帝国ハーストウールのファウ第八皇女やタコ型の多脚型歩兵種マーシアンたち──とテレビのチャンネル争いをしていると、

「うむむむむ……」

　という父親の唸うなり声ごえが聞こえ、壁際のソファへと視線を向けた。

「なによお父さん、へんな声出して」

　見ればステテコ姿の父は、ソファに深く腰かけたまま眉み間けんに皺しわを寄せ、帳簿らしき大学ノートを睨にらんでいた。

「もしかして、赤字なの？　お父さん、ここんとこいっつも難しい顔してるじゃない。うちの店ってピンチなわけ？」

「い……いや、そんなはずがないだろう！　うちは独占企業だぞ？　赤字になるはずないじゃないか。は……ははは」

　不自然なほど強気な言葉。しかも、みやがノートを覗のぞき込こんだら、見られないよう慌てて閉じた。

　たしかにミヤヤマートはこの町唯一のスーパーで、ある意味独占企業と言える。それに銀河帝国ハーストウールを居候させるようになってから、砂糖水だけで働く多脚型歩兵種マーシアンのおかげで人件費が格段に安くなっていた。

　だが、その一方、平へい家け町ちようは小さな町で、たとえ全員が買い物しても総人口である八七五人分の商品しか売れることはない。非常に紙一重の商売と言えよう。

　みやは、言った。

「あのね、お父さん……私、大学行かなくても平気だから……」

　そんな彼女の言葉を受けて、ファウ皇女と歩兵たちも、

「……私も、明日からおやついらない」

「「キュピー、キュピー」」

　と口々に気遣いの言葉をかけるのだが──。

「子供が余計なこと気にするんじゃないっ！　私が平気と言ったら平気なんだ！」












　滅めつ多たに怒らない父が声を荒らげているのを見て、みやの不安は確信に変わった。

「とにかく、みやは心配しなくていいんだ……。ファウちゃんたちもだよ」

「う、うん……分かった……」

「……分かった、パパさん」

「「キュピー……」」

「それより、もっと楽しい話をしよう。お前たち、町おこしイベントの話はもう聞いているかな？　うちの店もイベントに協賛しているんだが、また二年半前のようにお祭りをする予定で──」

　こうして強引に話題は変わる。みやはイベントごともお祭りも大好きだったが、さすがに心は晴れなかった。一応『わーい』と子供っぽくはしゃいだが、これは父親の顔を立てたにすぎない。その後も父は、娘たちに対して、なにかを隠したままだった。

　そして、翌日──。





　　２






　午後一時半、学校のグラウンド。

　空は空色。六月に入ってはいるが、まだ梅雨どき前なので、見上げれば一面澄んだ昼のブルー。山や田畑の緑が対比となって、その色合いを一層鮮やかなものにしていた。

　美しい田舎の景色だ。スローライフな気分になれる。

　俺──高校二年生の瀬せ田た麟りん一いち郎ろう（一六歳）は、田舎がそれほど好きじゃない。田舎の問題点というのは、まさにその『スローライフな気分』を選択肢なしで強要されるという点にあるのだから。この澄み切った空も、俺には〝蓋ふた〟に見えていた。

　町がぐつぐつ煮える鍋なべならば、あの青空は土鍋の分厚い蓋の裏。若者たちが出ていけないよう、ずしりと覆おおいかぶさっている。この綺き麗れいな景色の中に、俺たちは監禁されているのだ。──そんな風に思っていた。以前は。

　過去形だ。今は、それほどまでじゃない。

（……なぜだろう？　最近、そんなに嫌でもないな）

　相変わらずこの土地を好きなわけではないし、閉へい塞そく的な状況もなにひとつ変わっていない。しかし二〇日ほど前からは、気楽に空を見上げられるようになっていた。

　理由は、きっとあいつらだ。

「姫殿下、いけません！　そんな恰かつ好こう、はしたない！」

「ええい、我が騎士ローズバドよ、しつこいのじゃ！」

　グラウンドに、素すっ頓とん狂きような声が木霊こだまする。

　相変わらず、うちの居い候そうろうたちはやかましい。本来なら一六歳で高二のクラウと八歳で小二のポー姫は別々の校舎で勉強するのだが、今日の午後は小・中・高の合同体育授業。騒がしい主従が揃そろってしまった。

　しかし、どうでもいいんだが……、

「いいから姫殿下、ジャージのズボンをお穿はきください！」

「だから、なにを言っておるのじゃクラウゼラよ。これはブルマーじゃ。『ブルマーだから平気だもんっ』『パンツじゃないから恥ずかしくないもんっ』のキャッチフレーズで超有名なブツである。体育というのは、この姿で受けるのが普通なのじゃ」

　……お前ら、なんの話をしてるんだ？

　クラウとポー姫、この二人は『だれより田舎を愛する女騎士』と『だれより田舎が嫌いな姫』だ。

　両極端な意見を持つ二人に挟まれていると、今まで悩んでいたことがバカバカしく思えてくる。そもそも主従二人揃って騒々しいので、俺に悩むヒマを与えなかった。

「お前ら、持久走サボってなに騒いでるんだ？」

　俺が声をかけると、ジャージ姿のクラウが答えた。正確には『上半身体操シャツ、下半身ジャージズボン、腰には戦剣ローゼウム』という姿のクラウが。

「リンイチローよ、お前からも姫殿下を説得してくれ。その『ぶるまー』とやらはやめてくれとな」

「ブルマー？」

　ポー姫はバカではあるものの、その愛らしさゆえに〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれた美び貌ぼうの持ち主だ。見事な金髪と白い肌、くりんとした大きな瞳ひとみ、まさしく可か憐れんそのものの美幼女だったが──それが、ブルマー姿。

　上半身は体操シャツ、下半身は黒ブルマーという姿だった。

「ああ、姫殿下のなんと破は廉れん恥ちなお姿！　このような恰かつ好こう、下着丸出しで歩いてるのと同じではないか。下着の上から下着と同じ形状のものを穿はいて運動着と言い張るなど、全くもって正気の沙さ汰たではない！」

　なるほど、クラウの言うことは理解できる。

　ブルマーは、全国的には『絶滅した』と言われて久しい。すでに漫画やアニメといった、フィクション内のみの存在と化していた。クラウと同じ感想を持った女性たちの手で、廃止されてしまったためだ。──しかし、ポー姫がこんなものを穿いていたのは、彼女がバカなこととは関係なかった。

　俺は、この忠誠心篤あつき女騎士に言ってやる。

「クラウ、なに言ってるんだ？　別におかしくないだろ」

「なんだと!?」

　俺の返事を聞き、クラウは驚きの色を露あらわにした。

「そんな……リンイチローまでもが、そんなことを!?　ま……まさか姫殿下もリンイチローも、何者かの精神攻撃によって洗脳されてしまったというのか!?　私がいながら、なんという不覚……クッ殺せ！　姫殿下を守れなかった以上、生きていても仕方ない！」

「クラウ、落ち着け。あと、その『クッ殺せ』って口くち癖ぐせやめろ」

　お前がいわゆる『くっころ系女騎士』なのは知ってるが、諦あきらめるのが早すぎだ。

　クラウの反応は理解できないわけでもない。だが、これには理由があった。

　なぜ俺がブルマーに疑問を抱かないのか、それは──。

「くふふっ、洗脳などではないのじゃぞ。むしろ間違っているのは汝なんじの方じゃ。汝は今、ジャージのズボンを穿いておるが──しかし、周りを見てみよ！　皆、ブルマーを穿いておるのじゃ！」

　そうっ！　ポー姫以外も、女子はブルマー!!

　この町の学校は小・中・高とも男女比が偏っていて、女子の方が七：三くらいで多いのだが、その女子たちはクラウ以外は皆ブルマーだった。ちなみに男子は短パンだ。

「言われてみれば、私以外は皆、破廉恥な姿を！　いったい、なにゆえに？」

「分からぬか、クラウゼラよ？　このヘイケ町の学校では、正式な体操着はブルマーなのじゃ！　最近まで涼しかったから皆ジャージで体育をしておったが、これこそが本来の姿。まだ青く固い果実のようなＪＳ（女子小学生）も、性徴の兆しが見え始めたばかりのＪＣ（女子中学生）も、表情に少女としてのあどけなさを残しながらもその肢体からだからは大人顔負けの色気を漂ただよわせているＪＫ（女子高校生）も、こうしてブルマー姿で体育を受ける。マイノリティで恥ずかしいのは、むしろ汝なんじの方なのじゃ！」

「そ、そんなバカな……!!」

　ポー姫、なんで官能小説風の言い回しをする？

　だが、姫の言った通りだ。この町の学校では女子の体操着はブルマーだった。これまで高校ではずっとジャージで体育をしていたが、それもこの季節にしてはたまたま涼しかったからにすぎない。

「というか、妾わらわに言われるまで、他の女子もブルマーと気づかなかったとは、なんと迂う闊かつな騎士ローズバドなのじゃ。おおかた男子の短パン姿に目を奪われておったに違いあるまい。季節が変わり衣替えが終わったばかりの、まだ白くまぶしい男子たちの太ももを」

「ま……まさか、そんなはずは！　違うのです、姫殿下……!!」

　そうだぞ姫、そんなことする女はいないって。なあ、クラウ？

「…………」

　クラウ？　どうした、なぜ黙る？

「くふふっ、まあよい。とにかくそういったわけなのじゃ。どちらが正しいか分かったであろう？　ブルマーこそが正式、ブルマーこそが正義なのじゃ」

　世間では絶滅したはずのブルマーが、なぜ平へい家け町ちようでは未いまだに採用されているのか？　それについて説明を要するだろう。実は──、

「グフフフ……ブルマーはよいのう。田舎も悪いことばかりではないのじゃな。すでに伝説上の存在となって久しいブルマーがまだ生き残っておるとは」

　そう。つまりは、そういうことだ。

　ポー姫の言うように『この町が田舎だから、余よ所そでは失われたものがまだ生き残っている』というわけだった。三つの県から辺境扱いされているこの町ならば、そのくらい残っていても不思議はあるまい。

　可か憐れんな〝金きん鳳ぽう花げの君〟ことポー姫は、グラウンドを走り回る女子たちを眺めつつ『グフフフ』と下卑た笑いを浮かべる。

「ヘイケ町の女子たちは皆、子供のときからこの姿で体育をしていたため、そもそも『ブルマーが恥ずかしい』という感覚自体がないのじゃろう。それゆえブルマー姿で元気に走り回っておる。なんと美しい光景であろうか。まさしく黒いダイヤモンド。視線を吸い込むブラック・バミューダトライアングルじゃ」

　なんだ、その褒め方は。

　だが姫の言葉に、クラウは狼ろう狽ばいの色を隠せない。

「そ……そんなはずが！　チーキュの田舎というものは、綺き麗れいな景色と温かい人情に満みち溢あふれた、そんな素晴らしい理想郷であるはずなのです！　ブルマーなどという猥わい褻せつ物が存在していていいはずがない！」

「否いな！　我が騎士ローズバドクラウゼラよ、これも田舎の一部なのじゃ！　──いや、むしろ、これこそが田舎じゃ。妾わらわはこの町に来て、初めてリアルな田舎を知った。世間では、山や森や田畑が田舎の象徴と思われておる。しかし、そんなのは本当の田舎を知らぬ者どもの思い込みにすぎん。リアルな田舎の象徴──それはブルマーだったのじゃ！　即すなわち、田舎＝イコールブルマー、ブルマー＝イコール田舎。そう言っても過言ではあるまい」

　いいや、過言だ。言い過ぎだ。さすがに、そんなことはない。

　こうして田舎嫌いだったポー姫は、

「グフフフ……ビバ田舎じゃのう」

　と田舎を受け入れ始めており、一方田舎大好きだったはずのクラウは、

「い……田舎怖い田舎怖い田舎怖い田舎怖い田舎怖い田舎怖い田舎怖い田舎怖い……」

　と体育座りでブルブル震えていた。なんだよ、この逆転現象は。

　ともあれだ。この町の女子にとって、ブルマーはごく普通の存在であったため──、

「麟一郎リン、クラウゼラ、ポー姫！　あんたら、サボってんじゃないわよ！」

「キシャー、シュルルルル」

　このように、俺のクラスメイトたち──学級委員でやたら怒りっぽい宮みや籐とうみやも、アトランティスの守護女神で学校のマドンナでもある水神ミナカミハイドォラさんも、みんなブルマーを穿はいていた。

「あんたら、サボってないで走りなさいよ。特にポー姫、あんたさっきから全然走ってないじゃない。持久走なんだから真面目まじめに走りなさい」

「やれやれ宮籐ミヤめ、なぜ妾にばかり厳しいのじゃ？　走るのなんて超メンドいというのに……。さては先日のショッピングモールの件をまだ根に持っておるのか？　それともリンイチローが我が騎士ローズバドクラウゼラに取られそうじゃから、主あるじである妾に八つ当たりをしておるのか？　当て馬系幼なじみヒロインのくせに鬼のような女なのじゃ」

「ち……違うわよ！　なにが当て馬系よ！　麟一郎リンなんか好きじゃないし、あんたにばっか厳しいわけじゃないってば！　合同体育なんだから、高校生が小中学生を指導する決まりなの！」

「キシャー、シュルルルルルル？」

「だから、違うってば！　水神ミナカミさんまでなに言ってんのよ！」

　まったくだ。なぜみんな、俺とクラウと宮ミ籐ヤのことを色恋沙ざ汰たにしたがる。

　そういえば、合同体育についての説明をまだしていなかったな。ブルマーの話のせいで忘れていた。──この町の学校は生徒数が極めて少ないため、グラウンドが小中高で共用だ。そして、せっかく人数が少なくグラウンドが共用なのだからと、月に一度、今日のように合同で体育の授業をするというわけだった。

　こうやって年長の生徒たちに子供の面倒を見させて、教師はひと休みする気なのだろう。学校の規模が小さい田舎ならではの手抜きと言える。

　ちなみに学校の生徒数がどのくらい少ないかというと、小学校約一六〇名、中学校四名、高校一〇名。小学生は一見多いように見えるが、そのうち約四〇名は銀河帝国ハーストウールのクローン歩兵種で気まぐれに増えたり減ったりするし、約一〇〇名はまだ卵──主にアトランティスのイクラだった。どちらも都会の学校では生徒数に入れないはずだ。（ちなみに役場の戸こ籍せき制度的には、町の人口としてカウントされていない）

「とにかく、ポー姫はさっさと走る！　それからクラウゼラ、あんたも姫を甘やかすんじゃないわよ。騎士なんでしょ？　姫が怠けてたら、ちゃんと叱しかっておかないと」

「う、うむ……。面目ない」

　宮ミ籐ヤは怒りっぽいが、こういうところは常識人だ。

　そして、さらに宮ミ籐ヤは『（この町の）常識人』として、クラウに訊たずねた。

「それとね、気になってたんだけど……なんであんたクラウゼラ、ジャージのズボン穿はいてるの？」

「そ、それは……!!」

「そうそう、言ってやるのじゃ宮みや籐とうミヤよ。クラウゼラのやつめ、騎士ローズバドでありながらジャージズボンとは、けしからぬ！」












　ポー姫、ここぞとばかりに尻しり馬うまに乗るな？　その怒り方もワケ分からないし。

「べつに、けしからんってことはないけど……。でも、なんで？　今日はけっこう暑いんだし、脱いでブルマーになればいいのに」

「い、いや……それはその、つまり……」

　ブルマーを恥ずかしいと思っていない平へい家け町ちよう生まれの宮ミ籐ヤならではの発言だ。

　クラウは、ブルマー姿のクラスメイトに追い詰められた挙句──、

「……クッ殺せ！　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟と呼ばれしクラウゼラ、ブルマーを穿はくくらいならば死を選ぶ！」

　はいはい、またいつもの。

　さすがに、そんな理由で死ぬのはどうかと思うぞ？
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　さて、その後。

「……ゼエゼエ、ホヒーホヒー」

「姫殿下、ファイトです！」

　息切れで『ホヒーホヒー』と面白い声を出しながらトラックを走らされるポー姫と、応援しながら並走するジャージのクラウ。クラウの額は汗ばんでいたが、これは疲れではなく暑さのせいであるらしい。そう本人が言っていた。

（それでもブルマー姿にならないということは、本当に恥ずかしいんだな……）

　これも、女騎士らしい貞淑さと言えなくもない。俺はそんな二人の姿を、グラウンドの隅に座って眺めていた。さっきまで走っていたから休憩だ。

「さて、俺も走るか」

　そう言って俺が立ち上がろうとすると──、

「あっ……、待って……」

　横に座っていた宮ミ籐ヤが、体操シャツの裾すそを摑つかんで止める。

「まだいいじゃない……。もうちょっと休んでなさいよ」

「でも、俺がサボってたらポー姫に示しがつかないじゃないか」

「いいから座ってなさいってば！　ねえ……こうして二人で話すのって、なんだかひさしぶりだよね……」

「二人じゃないだろ」

　すぐ近くに水神ミナカミさんが座ってひと休みしながら『キシャー、シュルルル』と言ってるし、そもそも合同体育の最中なんだから、そこいら中に小・中・高の生徒たちがウロウロしてる。とても二人っきりとは言いがたい。

「いいのよ！　だから、つまり──クラウゼラのいないところであんたと話すのが、ってことよ！　邪魔の入らないところで話すのが！」

「お、おう……。まあ、そうかもな」

　クラウはべつに邪魔じゃないだろ。ポー姫の方ならともかく。

　宮ミ籐ヤとクラウは、そんなに仲が良くない。『仲が悪い』とまでは言いたくないが、とにかく妙な緊張感があった。俺としては、仲良くしてほしいと思っているが……。

「どうでもいいが、宮ミ籐ヤ──お前、どっか具合悪いのか？　朝から元気ないように見えるぞ」

「！　なんで分かるの──じゃなくって、なんでそう思うのよ!?」

「いや、なんとなくそう思っただけだ。なにか無理してるみたいというか、心配ごとがあるみたいというか……。調子悪いなら、今日はもう見学しとけよ」

「キシャーシュルル……？」

　ほら、水神ミナカミさんもこう言ってる。

「ち、違うわよ！　元気なくなんかないわよ！　妙な勘違いしないでよ！」

　そうか。ただの勘違いならそれに越したことはない。

「とにかく、元気なくないし、無理だってしてないんだから……。それより麟一郎リン……ええと、ええと、その──」

「キシャーシュルルルルルルル？　キシャー？」

「う、うるさいってば！　いいから、あっち行ってて！」

　ん？　水神ミナカミさん、今のどういう意味だ？　その『強引に二人になったのに、話すことなにもないの？』って。

「と、とにかく、その……あっ、そうだ！　町おこしの話って聞いた？」

「町おこし？　ああ、町内放送で聞いた」

　と、そこで、ちょうど近くを走っていたポー姫がホヒーホヒーと口を挟む。

「ホヒーホヒー……町おこしなら、こないだのショッピングモールの進出計画を潰つぶさねばよかったのじゃ。そうすれば町は繁はん盛じようして、妾わらわも住みやすくなったというのに……ホヒーホヒーホヒー」

「うるさい！　今はそんな話どうでもいいの！」

「宮みや籐とうミヤめ、怖いのじゃ……ホヒーホヒー」

　まったくだ。怖い。怒鳴るな。あとポー姫、お前の喋しやべり方かた、ダイナマイトジョニーの『ブゴーフゴー』みたいになってるぞ。

「とにかく！　昨夜お父さんに聞いたんだけど、町おこしのイベントで、またお祭りやるかもしれないんだって！　他の町からも人が来るように、いつもの年より大きな規模でお祭りを！　夜店出したり、花火やったり、女の子はみんな浴衣着て……」

「二年半前の巨大いなりずし祭りみたいなもんだろ？」

「そうそう、あれよ！」

　前回の町おこしは『世界一大きないなりずしを作ろう』という趣旨のはっきりしない謎なぞイベントだったのだが（町おこしイベントにありがちだ）あのときも夜は縁日や花火をやっていた。

「それでね麟一郎リン、それで、あの……よかったら、一緒に──」

「ああ……。そうだな、みんなで一緒に回るか」

　クラウやポー姫も喜ぶだろうな。日本のお祭りなんて見たことないだろう。姫が夜店で大はしゃぎする光景が、今からでも目に浮かぶ。それに、この機会にクラウと宮ミ籐ヤが仲良くなってくれれば、なおのこと──。

「楽しみだな。きっと、あいつらも喜ぶぞ」

「う、うん……。そうよね……みんなで行きましょう……」

　そのとき急に、背中にぺちぺちという感触が！

「キシャーシュルルル！　キシャーッ！　キシャーッ！」

「な……なんだよ水神ミナカミさん!?　なぜ怒る？　どうして触手で俺の背中をぺちぺち叩たたく!?」

　ブルマー姿の水神ミナカミさんにペチペチ叩かれるのは、嬉うれしくないわけでもなかったが。

　あと、宮ミ籐ヤが急にガッカリした顔になったのも気になった。どうした？　やっぱり具合悪いのか？

「キシャーッ！」

　──ともあれだ。

　このときまで、俺たちは日常の中にいた。騒がしくも平凡な時間の中に。

『事件』が起こるのは、これからほんの三分後。

　もうすぐそれは、鍋なべ蓋ぶたの空をぶち破りながら現れる……。
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「姫殿下、ペースが落ちています！　ほら、もっと足を上げて！」

「ホヒーホヒー……鬼のような騎士ローズバドじゃ。妾わらわはもう疲れたのじゃ」

　クラウとポー姫は、持久走を続けていた。

　一見すると『加減を知らない体育会系が幼児を虐ぎやく待たいしている光景』に見えるが、ポー姫はまだ一〇〇メートルも走っていないので、実はそこまでひどいことはしていない。姫が簡単に弱音を吐きすぎるだけだ。

「ウウウ、ホヒーホヒー……なんとか逃げる方法はないものじゃろうか……。一瞬でも隙すきを作ることができれば………………あっ、空飛ぶ円えん盤ばんなのじゃ！」

　おいおい、ポー姫。いくらなんでも、そんな強引なごまかし方があるか。

　──姫の言葉を聞いた者は、一斉に心の中でそうツッコミを入れたことだろう。すぐ近くを走っていた昆虫人間のバッタ田さん（小四、女子）などは、すれ違いざまに口から黒い汁を吐きつつ実際にツッコんでいた。だが──。

「ち、違うのじゃ、ウソではない！　いいから、あっちを見てみるのじゃ！　ほれ！」

　ポー姫が指さす方向に目を向けると、そこには……、




　──ポワワワワワワワワワワワワワ……




　なんと、本当に飛んでいた！

　円えん盤ばんが。いつの間にやら。

　いわゆるアダムスキー型。大きさは直径約五メートル。それが空に、ポワワワワという謎なぞの飛行音を鳴らしながら浮かんでいた。

　しかも、だんだんとこっちに近づいてきている。

　やがて円盤はグラウンドの真上に静止すると、地上に向けて大音量で、機械めいた声を響かせた。




「──ワ・レ・ワ・レ・ハ・宇宙人・ダ」




　……なるほど。

　まあ、そうだろうな円盤だし。

　急に出現したので驚いたが、これは余よ所その町の住民にとっての『珍しい外車が走っていた』とか『校庭に犬が入ってきた』とか、そのレベルの驚きよう愕がくにすぎない。

　宇宙人なんてこの平へい家け町ちようでは珍しくはない。宮ミ籐ヤの家にも銀河帝国の亡命政府が居い候そうろうしているくらいだ。とは言っても──、




「──我ガ名ハ、宇宙スペースイトイシ・ゲサト。地球ヲ侵略シニ来タ」




　今回は、特に妙なのが来た。
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「なんだよ、イトイシ・ゲサトって？」

「なんじゃとリンイチロー、知らぬのか？　イトイシ・ゲサトといえばチーキュのコピーライターであると同時にテレビタレント、作詞家、作家、エッセイスト、そのほか各種プロデューサーとしてもマルチな才能を発はつ揮きしておる有名な人物ではないか」

　って、そのイトイシかよ!?　妙なアクセントで言うから分からなかった！　あと、どうでもいいが姫、詳しいな？　《魔法地平シーズベツド》でも有名なのか？

　俺はそんなによく知っているわけではないが、それでも名前くらいは聞いたことがあるし、テレビで顔を見たこともある。しかし、『宇宙スペース』とはいったい……？

　──というか、根本的にネタが古い！　その人、最近あんまりテレビ出てないだろ？　いくら田舎だからって、古いものがなんでも残ってるわけじゃないんだからな。

　ともあれ、こんなトンチキな状況下でありながら──、

「姫殿下、危険です！　お下がりください！」

　クラウはさすが女騎士。主あるじを守るべく、ポー姫の前に立ちはだかった。

「大丈夫じゃクラウゼラ。せっかく最初に見つけたのだから、妾わらわがあやつと交渉するのじゃ。目立てるし、それに面白そうじゃからのう」

　野や次じ馬うまか！　そんな理由で宇宙人と交渉したらダメだろ。さっきまでホヒホヒ言ってたくせに、いきなり元気になりやがって。

「ですが姫殿下、宇宙人のことは同じ宇宙人に任せるべきでは？」

　そうだな。クラウの言う通り、こんなときこそ宮ミ籐ヤんとこの宇宙人の出番だ。

　宮みや籐とう家の居い候そうろうである銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府は、この町でも屈くつ指しの軍事力を持つ勢力。亡命政府とはいえ銀河帝国だけあって、宇宙的にもそれなりの影響力を持っていた。

　しかも、その指導者であるファウ第八皇女は平へい家け町ちよう小学校の一年生。ちょうど今、配下の多脚式歩兵種マーシアンたちと一緒にこのグラウンドにいる。侵略宇宙人と対話するには、これ以上の人材はいまい。

「いやいや、宇宙人のことだから宇宙人に任せるというのは無責任すぎるじゃろう。これはチーキュ人の問題──青く美しきチーキュに生まれた我らの義務なのじゃ」

　異世界人がなにか言ってるぞ。ただの面白半分のくせに。

「それにファウっちはムリじゃろう。ほれ、あれを見よ」

　ポー姫に言われて、グラウンドの片かた隅すみを見ると──。

「……ホヒーホヒーホヒー」

「「キュピー、キュピー、キュピー……」」

　第八皇女はタコ型の歩兵生物たちと一緒に地べたに伏して、死にそうな顔でホヒホヒと言っていた。

「……ウウウ、つい五〇メートルも走ってしまった。……ホヒーホヒーホヒー」

「「キュピー、キュピー、キュピー……」」

　お前ら、ずいぶんとひ弱だったんだな？　皇女はともかく歩兵の方は問題だろ。そんなんで軍人務まるのか？

「というわけで、ファウっちがこんなザマだから妾わらわが交渉役を引き受けるのじゃ」

　はいはい、分かったよ。好きにしろ。

「汝なんじ、円えん盤ばんから降りてくるのじゃ。地元民と対話せよ。侵略者にも道理というものがあろう？　こないだオークのダイナマイトジョニーがいわゆるジャスコを建てようとしたときも、地元向けの説明会をやっておった。汝もそのくらいするがよい」

　妙な理屈だが、相手は納得したらしい。

　上空に浮かんでいた円盤はポワワワワとグラウンドに着陸。それと同時にハッチが開き、中から銀色のマントを羽織った男（？）が現れる。

　背丈はおよそ一七五センチ。マントで隠れてよく分からないものの、どうやら地球人と似た体型をしているらしい。頭部は西洋騎士を連想させる兜かぶとで覆おおわれており、顔の上半分も仮面マスク──不透明な素材のバイザーで隠れていた。

　素顔の分からないところが不安を誘う。気味の悪い、謎なぞの男だ。

　そして仮面の向こうから、彼は曰いわく。

「──我ガ名ハ、宇宙騎士せしみりる。宇宙スペースイトイシ・ゲサトデアル」

　セシミリル？　宇宙騎士だと？

「ほう？　ということは『宇宙イトイシ・ゲサト』は本名でないのじゃな」












「──ソレハ称号デアル。きゃっちこぴーヲ自由ニ操リ、まるちナ才能ヲ発はつ揮きスル者ダケニ許ゆるサレル、名誉アル称号ナノダ。──コノ天ノ川銀河デハ、私ダケデアル」

　じゃあ地球のイトイシ・ゲサトはなんなんだよ!?

「──用件ヲ告ゲル前ニ、諸君ラニ質問ガアル」

「うむ、なんでも訊きくがよい」

　そして、仮面の宇宙人は我々に問うた──。

「あのぉ、普通に喋しやべってもいいでしょうか～？」

　って、おいっ！

「なんじゃ、さっきまでのは作り声であったのか？」

「はい～、うふふっ。マントの下で、胸のところをトントンって叩たたきながら喋ってたんですよぉ。機械っぽい声が出て、いかにも宇宙人って感じでしょう～？」

　むしろ本当の声は、のんびりおっとりとしたものだった。とろんと耳に絡みつく。『のんきで優しいお姉さん風』とでも言えばいいのだろうか。

　というか、この人、女だ。マントで体型隠れてたから分からなかった。

　彼女はそのまま、とろんとした調子で話を進める。なぜだか妙に楽し気だ。

「うふふ～、ちなみに胸トントンしながらの『ワレワレハ宇宙人ダ』は、私がこないだ考えたオリジナルキャッチコピーなんですよぉ～」

「さすがは宇宙のコピーライターじゃな」

　パクリじゃないのか？　それ、昔っからあるぞ。

「気に入っているコピーなので、今回のように一人で来たときでも『ワレワレハ～』と使っているんです。ただコレ、けっこう疲れるんですよねぇ。私、胸元に脂肪がいっぱいついてまして～。そのせいで、だいぶ強く叩かないといけないんですよ、ほら～」

「それは脂肪よりもむしろ鎧よろいのせいじゃろう。装甲の上から叩いておるからじゃ。しかし、フム……なるほど脂肪がついておるな。いわゆる巨乳というやつじゃ」

　……ああ、本当だ。巨乳だな。

　宇宙から来た騎士セシミリルは『ほら～』と銀色マントをめくって胸元を見せてくれたのだが──見たところ、ざっと九五センチ以上はあった。

「地球のメートル法だと、たしか九七センチＧカップでしたっけ～？」

　Ｇカップ！

　さすがは宇宙レベル。地球の規格外──宇宙規格だ。Ｇは銀河（ＧＡＬＡＸＹ）のＧと言ってもいい。

　しかも、ただ胸が大きいだけじゃない。スタイル全体が優れていた。

　マントの下は宇宙服を兼ねているとおぼしき装甲服だったが、一瞬ボディペイントかと見まごうほど体のラインがよく分かるデザインをしており、これほどの巨乳でありながらウェストは細く締まり、手足もすらりと長く伸びている。それはまるで洋物のヌードモデルかハリウッド女優のようでもあった。エロい。とてもエロい。うん、よし。

　とろんとした喋しやべり方かたも相まって、アメリカンジョークに出てきそうな『頭の弱いブロンド美人』を連想させる。そんな女の人だった。

「うふふ～。よければ、ちょっと触ってみます？」

「うむ。どれ、いっちょ揉もんでやるのじゃ」

　ポー姫はそう言うと、迷わずＧカップをガッと鷲わし摑づかむ。おい姫、ちょっと交代しろ。

「いかがでしょう～？」

「ふむ……鎧よろいの上からだから硬いだけじゃな。とはいえ、こうしてパイ揉んでおると、なんとなくじゃが嬉うれしいような気も少しするのじゃ。癒いやされる」

「でしょう～？　私も鎧の上からだから恥ずかしくありませんし、こうして女の子に揉まれてると楽しいです。私、実はそっちの趣味の人ですので～。つまりはＷｉｎ－ｗｉｎの関係というやつになりますか」

「はっはっは、卑ひ猥わいな擬音じゃのう。しかも無む暗やみにいろいろエロスじゃ」

　姫、いいから早く変われって。俺にも癒しが必要なんだ。

「ちょっと、麟一郎リン！　なんで、羨うらやましそうな顔してんの！　このっ！」

「そうだリンイチロー、よくないぞ」

「キシャー」

　痛い。なんか知らないが宮ミ籐ヤとクラウと水神ミナカミさんに、順番にポカッ、ガツッ、ピシッと殴られた。クラウ、お前のが特に痛かったぞ。加減しろ。実際羨ましいんだから仕方ないだろ。

「これっ。汝なんじら、いったいなにを騒いでおる。妾わらわが宇宙人と話しておるのじゃ。もっと真面目まじめに見ておるがよい」

　ああ、悪かったよ。急に常識的なこと言うな。

「それでは、話を続けるのじゃ。ええと……宇宙騎士セシミリルじゃったな？」

「は～い。あ、でも宇宙騎士でなく『スペース女騎士』という言い方でもいいですよぉ？　個人的にはそっちの方が気に入っていますので～」

「うむ、妾もその方が好きなのじゃ。今後はそっちで呼ぶとしよう」

　なにやら、いっそうバカっぽい称号だ。

「それで、スペース女騎士セシミリルよ、汝はどうしてチーキュを侵略しようというのじゃ？　──いや、それよりも、チーキュを侵略しに来たのに、どうしてこのヘイケ町にやってきたのじゃ？　ここは辺境の田舎町じゃぞ。侵略しにきたのならチーキュの首都たるトーキョーに行くのが筋というものじゃろうに」

　東京は地球の首都じゃないけどな。だが、姫の言うことはもっともだ。

　そんな姫の疑問を受け、宇宙から来た巨乳イトイシ・ゲサト女騎士は高笑いをする。

「あらあらまあ～、こんな宇宙ジャスコもない田舎惑星に住んでいるわりに、なかなか聡そう明めいなんですねぇ？　いいところにお気づきです」

　……今、またヘンなキーワードを口にしたな？　宇宙ジャスコ？

「実は私、地球全土を侵略しに来たのではないのです。この町──それも、このグラウンドのあたりだけを侵略しに来たのですよ。ここだけの話、このグラウンドの地下には埋まい蔵ぞう金きんが埋まっていまして～」

「なにっ、埋蔵金じゃと!?」

「は～い、いわゆるスペース徳とく川がわ埋蔵金です。その埋蔵金を狙ねらい、こうして宇宙からはるばるやってきました。──あるとしか言えない！」

　この宇宙人、『スペース○○』とか『宇宙○○』とかってフレーズ使いすぎだ。そんなんでコピーライター務まるのか？

　だが、それはともかく、まさか埋蔵金だとは！

「うむむ……宇宙スペースイトイシ・ゲサトだけあって、スペース埋蔵金を狙っているというわけなのじゃな？　地球のイトイシ・ゲサトもいきなり『埋蔵金を発はつ掘くつする』とか言い出して、各方面に迷惑をかけまくったことがあると聞く。いや、一部の世代にはコピーライターの仕事よりもむしろ埋蔵金の方で有名という話じゃ。汝なんじはそれを宇宙規模でしようというのか!?」

　ポー姫、相変わらずイトイシ・ゲサトに詳しい。今さらだが、お前、やっぱり本当は異世界人じゃないだろ。

「いかにも、その通り～。貴方あなたはもの分かりがいいので話が早い。私は埋蔵金を持って都会の星に帰り、くうねるあそぶのおいしい生活を送る予定なのです」

「なるほど……。なぜイトイシ・ゲサトネタをこんなに深追いするのかと思っておったが、つまりは『今回は埋蔵金発掘ネタでいきます』という伏線だったのじゃな。納得じゃ。全すべての謎なぞが解けた。うむうむ、ちゃんと必然性があったんじゃのう」

　ネタとか伏線とか言うな。マンガ脳か。

「そういったわけでこの周辺一帯を占せん領りようしようと思いま～す。あ、そうそう。私の計画を知ってしまった以上、グラウンドにいる皆さんをただで返すわけにはいきません～」

　自分で喋しやべっておいて理不尽な!?

「うふふ～、とりあえず皆さんは全員奴隷にして強制労働～。埋蔵金の発掘作業をさせるとしましょうか。ただし女性のうち見目麗しい人たちだけはハーレム要員として特別扱いしてもかまいませんよぉ？　さっきも言いましたが私、そっちの趣味の人ですから」

「まったく、巨乳の無駄遣いじゃな」

「は～い、よく言われます。ちなみに埋蔵金を発掘したら、こんな星はもう用済みです。超中性子爆弾でドカーンとやってしまう予定ですので～。住民を生かしておいて万が一にも仕返しされたら嫌ですからねぇ。キッチリ絶滅させちゃいます～」

『ちゃいます』って……。コイツ、いろいろとんでもないな。

「言っておきますが、この私は裏アンドロメダ戦争で名を馳はせたスペース女騎士。抵抗は無意味ですよぉ？」

「ほほう、大きく出たのう？」

「だって地球人の戦闘力は事前に調べてきましたもの～。ただの学生たちなんて、私一人でチョチョイのチョイとひとひねりです。我が銀河無双流剣術と、最近中古屋で買ったこのレーザー剣でね」

　まあ、そうだろうな。宇宙を移動するほどの科学力の持ち主だ。たまたま学校のグラウンドにいただけの学生なんてチョチョイのチョイでひとひねりだろう。

　もちろん、ここにいるのが『ただの地球人の学生』だったらだけどな！

「我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウゼラよ、どうやら汝なんじの出番のようじゃぞ」

「はっ、姫殿下。──封印よ、退けブローサム！」

　彼女ほどの騎士ローズバドならば、たとえジャージ姿でも剣を手放すことはない。

　クラウは腰から下げた戦剣ローゼウム〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟に手をかける──。






第二章







クラウ「馬鹿な!?　我が一撃を受け止めただと？」

セシミリル「あらあらまあ……まさか地球で戦剣ローゼウムの使い手に出会うなんてぇ。しかも、この剣、この太刀筋──もしかして貴方あなた、クラウゼラ～？」

クラウ「──ッ!?　なぜ私の名を知っている！」

ファウ皇女「……今がチャンス。……全軍、総攻撃。ホヒー」










　　１






　五分後──。

「──くそ～、憶おぼえてやがれぇ～。今のは、この私、セシミリルが最近考案したオリジナルキャッチコピーなのですが～」

　いいや、絶対ウソだ。地球じゃ昔から使ってる。

　ともあれスペース女騎士セシミリルは捨すて台詞ぜりふと共に、円えん盤ばんに乗って去っていく。

「くふふっ、逃げるとはだらしのないやつなのじゃ。たった五分前にはあれほど大きな口を叩たたいておったのに」

　ポー姫は笑うが、しかし逃げるのも無理はあるまい。このグラウンドにいたのは、《魔法地平シーズベツド》の騎士ローズバドクラウのほかにも──、

「……全軍、戦闘終了。ホヒー」

「「キュピー、キュピー」」

　銀河広域軍事帝国ハーストゥールの歩兵部隊。さらには、

「キシャー、シュルルルル」

「モグー」

「チキチキチキチキチキチキ」

「ピポポポポ」

「オンドリャー」

　アトランティスの守護女神に、地底民族の戦士、昆虫人間、ロボット、番長、その他いろいろ。これだけの戦力による総攻撃を受けたのだ。セシミリルはむしろ、よく五分も耐えたと言うべきだろう。

　クラウは、何処いずこかへと飛び去っていく円えん盤ばんを見つめながら、

「ふう……」

　と額に流れる汗を、手でぬぐった。

「どうした、クラウ？　大丈夫か？」

「いいや、リンイチロー……ただ暑いだけだ。なんでもない」

　なんでもないならいいのだが。

　たしかに、今日は気温も高い。ジャージズボン姿では暑かろう。

（だが……きっと、それだけじゃないのだろうな）

　セシミリルは大口を叩くだけあってかなりの手て練だれ。レーザー剣一本でクラウと互角に渡り合っていた。あれほどの敵てきと戦ったのだ。汗くらいはかくだろう。

　しかも鍔つば迫ぜり合あいの最中、二人はなにか話していたようだったが……。

（いったい、クラウはなにを話していたんだ……？）

　そんなことを考えていると、ポー姫がくいっと俺の体操シャツの裾すそを引っ張った。

「これ、リンイチローよ」

「ん？　なんだよ？」

「ちょっと訊ききたいのじゃが、さっきのセシミリルの話は本当か？　グラウンドにスペース徳とく川がわ埋まい蔵ぞう金きんが埋まっておるとか……。それは地元民的には有名な話であるのか？」

「いいや、俺も初めて聞いた。──というか、あれって本当なのか？」

　そもそも、なんなんだよスペース徳川って？

　──と、そこに銀河帝国ハーストウールのファウ第八皇女が話に入ってきた。

「……ポーちゃん、ポーちゃん」

「おや、ファウっち。汝なんじらもうホヒホヒ言わぬでよいのか？」

「……平気。戦闘は楽しいから疲れない。……生物学的にそうできている」

「「キュピー」」

　どんな適当生物だ。いいから本題に入れ。

「……さっきの埋まい蔵ぞう金きんの話。……たぶん、あれは間違いかウソ」

「なんじゃと？」

「……何年か前、我々がこの町に住むと決めたとき、宇宙船のセンサーで町一帯をサーチした。危険物とかあったら困るので。……しかし、未発見の埋蔵金なんてなかった」

「むむっ、そうであるのか？　い……いや、しかしファウっちはそう言うが、万が一ということもあろう？」

　すると、今度は水神ミナカミさんが話に加わる。

「キシャー、シュルルル？」

　だよな。さすがは水神ミナカミさん、冷静だ。本当に埋蔵金があるのなら、グラウンドを造成するときに見つかっているはずだろう。さらには──、

「学校の地下は詳しいけど、金なんて知らないモグー」

「埋蔵金伝説なんて聞いたことないわねえ。ねえ、だれかキュウリ持ってない？」

　地底民族や河童かつぱも、このような意見だった。どちらも代々このあたりに住む種族。かなり信しん憑ぴよう性せいは高い。

「ぐぬぬぬ……。では、やはりデマということかのう？　スペース女騎士セシミリルめ、いいかげんなことを言いおって。あやうく騙だまされるところじゃった」

「……そう、ない。……埋蔵金なんてウソ」

「「キュピー」」

「キシャー、シュルルル」

「そうそう、ないモグよ」

「ないわねえ。ねえ、ホントにだれもキュウリ持ってないの？」

　宇宙人（人間型）と宇宙人（タコ型）と女神（海系）と地底民族と河童に全員一致で否定され、強欲なポー姫もさすがに事実を受け入れる。

「そうじゃったか……。うむむ、残念じゃ。埋蔵金があれば、おやつもオモチャも買い放題じゃったのに。なんだ、ちぇーっなのじゃ」

　ポー姫の子供らしいウッカリチャッカリぶりに、一同はハハハと笑った。

　気がつけば、もう授業終わりの時間だ。

　キーンコーンとチャイムが鳴り響く中、高二の学級委員であり実質的な生徒会長でもある宮ミ籐ヤが、ぱんっぱんっと手を鳴らす。

「はーい、注目ー。全員こっち見なさい。埋まい蔵ぞう金きんの話はもうおしまい。そもそも学校の敷地内で宝が見つかった場合、それは町だか国だかのものになるんだしね」

　まあ、それもそうだな。

「それじゃ、これで本日の合同体育授業は終了よ。それぞれ教室に戻って、帰りのホームルームに出るように。サボってそのまま帰っちゃダメだからね？　ホームルームが終わってからが放課後なんだから。なので──サボった人は〝厳罰〟です。返事は？」

「「はーい」」

　本当は、ホームルームを面倒臭いと思っている者は多い。

　だが田舎の学校だけあって真面目まじめな生徒ばかりだったのと、宮ミ籐ヤの〝厳罰〟の非情さは有名だったこともあり、皆『はーい』と返事をして、ぞろぞろ教室に戻っていった。

　そして──。
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『帰りのホームルーム』とやらの間、クラウゼラ・ルー・コトヴィックは思い出す。

　つい先ほど、剣を交わした相手のことを。

（セシミリル……。あの女、何者なのだ？）

〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟の一撃を、剣一本で受け止めるとは。

　戦剣ローゼウムはただの剣ではない。《魔法地平シーズベツド》の魔法文明が生んだ芸術にして最強の戦術兵器。科学文明が作った光の剣でも、真正面から受け止めるなど簡単にできることではなかった。

　なのに、あの女はそれをした。渾こん身しんの一撃であったというのに。

（優れた技量をもってすれば、通常武器で戦剣ローゼウムを受け止めることは可能であろうが……。しかし、それは素手での白刃取り同様、曲芸にも等しい荒業。実戦で簡単にできることではあるまい）

　思い出すだけで、クラウゼラの背筋はぞくっと冷える。セシミリルの動きは、まさしく神速──のんびりとした口調からは想像もつかぬ超々スピードで、かつ外科手術のように精密な動作でもあった。

（あの女は──私より強い……）

　少なくとも、剣の技術では。もし一対一で同じ武器を用いていたなら、自分は負けていただろう。戦剣ローゼウムを受けられたときの感触が、まだ両手にじいんと残っていた。

　しかも──、

『──もしかして貴方あなた、クラウゼラ～？』

　あのとき、たしかに自分の名を呼んだ。

（あの剣技、あの体捌さばき……。あやつは果たして何者なのだ……？）

　宇宙から来たという、あの仮面の女騎士は──。







　町立平へい家け高校には『クラス』という概念はない。便宜上『クラスメイト』や『学級委員』といった言葉は使うが、各学年ごとに生徒が二～五人しかいないため、Ａ組、Ｂ組、という分け方はしていなかった。

　教室は各学年に一つずつ。今、俺たちがいるのは『二年生用の教室』だ。




　──キーンコーンカーンコーン、キーンコーンカーンコーン




「それでは、本日はこれまで」

「きりーつ、れいー」

　グラウンドから教室に戻って一〇分後。帰りのホームルームも終わり、これにて学校は放課後となる。

「さて……私は帰る」

　隣の席で、がたり、とクラウが席を立った。

「クラウ、もう帰るのか？　そんなに急がなくてもいいだろ」

「いいや、祖母殿から草むしりをするよう言いつけられているのだ。それに、掃除と買い物と夕飯の支度もしなければ」

「だから、祖ば母あちゃんの言うこと全部聞くなって。キリがないぞ」

「ふふっ、リンイチローよ、気にすることはない。私も好きでやっていることだ」

　知っている。そういう言葉は、本当は好きでやってない人間が言うことだ。でも、お前クラウの場合は本当に『好きでやっている』んだろ。

「より正確に言えば、祖母殿の〝ご褒ほう美びチケット〟欲しさでやっていることだ」

　だから、知ってるって。こないだのダイナマイトジョニー進出騒動のときに聞いた。俺んちの中で独自の貨か幣へい制度を発展させるな。

　と、俺たちがそんな話をしていると……、




　──どたたたたたたたたたたたた、がらがらぱーんっ！




「クラウゼラ！　我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ！」

　高二の教室に、ポー姫が血相を変えて飛び込んできた。ちなみに『どたたたたた』は廊下を走る足音、『がらがらぱーんっ』は教室の戸を勢いよく開ける音だ。やかましい。

「姫殿下、どうなさいましたか？」

　ほんとに『どうなさいました』だよ。姫のやつ、こんなに騒々しく登場して。

「ええい汝なんじ、なぜ帰ろうとしておるのじゃ！　しかも、どうして制服に着替えておる!?　すぐ体操着に着替えて来るがよい！」

「し……しかし、本日は祖母殿から草むしりをするようにと……」

「いいから、今すぐグラウンドに行くのじゃ。リンイチロー、汝も一緒じゃぞ」

　俺もかよ!?

「ですが姫殿下、なにゆえグラウンド行かねばならぬのです？」

「そんなの決まっておる！　ほかの連中が行っておるからじゃ！」

　なんだと？

　あたりを見渡せば、さっきまでいたはずのクラスメイトたち──具体的には、宮ミ籐ヤと水神ミナカミさんがいない。

　しかも窓から外を見てみれば、学校中の生徒たちがグラウンドに向かって走っている！　小・中・高、全部の学校の生徒たちが！

「あれは……皆、いったいなにをするつもりなのでしょう？」

「そんなの聞くまでもないじゃろう!?　皆、埋まい蔵ぞう金きんを掘り出しに行ったのじゃ！」

　埋蔵金を!?
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　俺たちがグラウンドに着いたときには、すでに小・中・高の全生徒たちがそこいら中を掘り返している最中だった。

「キュピー、キュピー」

「キシャー、シュルルルル」

「モグー」

「チキチキチキチキチキチキ」

「ピポポポポ」

　銀河帝国の歩兵に、アトランティスの守護女神、地底民族の戦士、昆虫人間、怪獣の孫、河童かつぱ、ロボット、番長、戦車兵、その他いろいろ。もちろん普通の人間も。

　そんな連中が、みんなスコップで穴を掘っていた。合同体育の直後だから、ほとんどの者が体操着姿で。

「……全軍、もっとがんばる。……埋蔵金は我らハーストゥール臨時正統政府のもの」

「「キュピー、キュピー」」

　──って、おい！

　とりあえず、近くにいた銀河帝国ハーストウールの連中に言ってやる。

「お前ら『埋まい蔵ぞう金きんなんて間違いかウソ』って言ってたじゃないか。なのに、なんでスコップで穴掘ってるんだ？」

「……これは、違う」

「どう違う？」

「……これは、その──園芸係なので花壇を作っている」

「強引な言い訳するな」

　さっき『……埋蔵金は我らのもの』って言ってたじゃないか。

「なんなんだよ、みんなして。グラウンドに埋蔵金なんてないんだろ。それとも、あれはウソだったのか？」

「……ウソではない。……センサーでサーチしても、なにも見つからなかったし、そもそも埋蔵金なんてあればグラウンドを造成するときに分かるはず」

「じゃあ、なんで掘ってる？」

「……一応、念のため。……もし本当にあったら嬉うれしい。お金ほしい」

　それはもっともだが、だからといって……。

　──と、そこに宮ミ籐ヤがスコップをかついで現れる。

「ちょっと、麟一郎リン！　なんで、うちの子たちの邪魔してるわけよ！」

　まだ発はつ掘くつ開始から間もないというのに、顔も体操シャツもブルマーもすっかり土と汗まみれだった。こいつ、かなりの本気ぶりだな？

「いや、宮ミ籐ヤこそなんだよ？　お前、体育終わったあと着替えないで体操着のままホームルーム出てたから、どうもおかしいとは思ってたが……そうか、こうやって埋蔵金掘るためだったんだな？　みんなに『教室に戻ってホームルーム出ろ』とか言っといて」

「ま……まあね。ああやって、みんなをグラウンドから教室に帰らせて、あとで出し抜いてやろうと思ってたのよ。結局、麟一郎リンとクラウゼラしか出し抜けなかったけど。ほかの人たちにはすぐに見抜かれたから」

　お前、意外と腹黒いな!?　あと、俺とクラウだけバカみたいだ。

「学校の敷地内で宝が見つかった場合、それは町だか国だかのものになるんじゃなかったのか？　お前がそう言ってたんだぞ」

「ほら、そこはそれ、いろいろ上う手まくやる感じで……。どうせ、少しくらい減ってても分かりゃしないでしょ？」

　やっぱり腹黒い。

「麟一郎リン……だますようなことをしてしまってごめんなさい。こんなこと、本当はしたくなかった……。でも、これは仕方のないことなの。なんというか、その……とにかくお金がほしかったから！」

「そんなストレートな理由があるか！」

　ちょっとは言い訳しろ。正当化するための努力をしろ。

　宮ミ籐ヤのやつ、いつもはもっと常識人なんだが……。金が絡むと人が変わるのか？　商売人の娘だから？　けっこう長いつきあいなのに、こんな姿は初めて見た。

「べ……べつに、ミヤヤマートが赤字だからやってるわけじゃないんだからねっ！　わたしが好きでやってるんだから！」

　なんでツンデレ風に言うんだよ。そんなの疑ってもいなかったぞ。

「とにかく、埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつはスピードが勝負なのよ。時間が経たったら大人たちが騒ぎに気づくわ。そうしたら町役場や国に全部持っていかれちゃう。先生たちは上う手まくまるめこんだけど、それだって限界があるもの」

　そういや、先生たち見当たらないな。いったい、どうやってまるめこんだんだ？

「巨大スカラベフンコロガシの太陽神ケプリ先輩（高三、古代エジプトからの亡命者）に頼んでまるめこんでもらったけど、もって三時間くらいでしょうね」

　物理的かよ!?　無む茶ちやすんな！

「だから銀河帝国ハーストウールのみんな、なんとしても夕方までには埋蔵金を見つけて、ひそかに我が家に持ち帰るのよ！　ファイッ、オーッ！」

「……分かった、ミヤちゃん」












「「キュピー、キュピー……」」

　宮ミ籐ヤのやつ、やはり本気だ。必死と言ってもいいくらいだ。

　だが、本気なのは宮ミ籐ヤだけではない。たとえば美人な上に上品で優しいと評判の我らがマドンナ水神ミナカミさんも──、

「キシャー、シュルルルルル」

　と、彼女らしからぬ態度。

　ただ彼女は、アトランティスの亡命政府でやっている旅館兼料亭の経営が最近上う手まくいっていないという噂うわさなので、それで必死なのだろう。若わか女将おかみとしての責任感だ。がんばれ水神ミナカミさん。

　ともかくもそんな調子で、本気で埋まい蔵ぞう金きんを探している者は多かった。

　もちろん、我が家の居い候そうろう（ちびの方）もそんな一人だ。

「ええいクラウゼラよ、なにをボヤッとしておるのじゃ！　ほれ、スコップ！　リンイチロー、汝なんじも一緒に掘るがよい！」

　はいはい、ポー姫。分かったよ。
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　地底民族が『穴掘りは得意モグー』と嬉き々きとしてグラウンドを掘り返している一方、アトランティスの水神ミナカミさんや河童かつぱのキザクラ（中学二年、不良少女）といった『水属性住民』は、早くもぜえぜえと息を切らしていた。

「キシャー……キシャーシュルル……」

「ゼェゼェ、ちょっと休憩……。だれかマジでキュウリ持ってない？　こんなんキュウリキメないとやってらんないってえの。──そこ！　キュウリ持ってるでしょ！　匂においで分かるんだからね！」

　キザクラは近くにいた上級生からサブバッグをひったくると、中に入っていた弁当箱から食べ残しのキュウリを──正確には、食べ残されていたのは『チクワの穴にチーズとキュウリが入ってるアレ』（よくある名前のハッキリしない料理）だったのだが、そこからキュウリだけを強ごう奪だつする。

　ちなみに河童式キュウリの食べ方。

①まず平らなところにキュウリを置きます。

②キュウリをクレジットカードなどで細かく砕いて粉状にします。（カードを縦にしてトントンと切るように砕きます）

③お札さつを巻いてストロー状にし、鼻の穴から吸引します。

④シャッキリ！

「よしっ、キュウリパワーで元気出た！　作業再開！」

　よい子は真ま似ねしないように。人類がやっても鼻が痛くなるだけなので（そもそも、普通は生のキュウリを粉状にできない）。

　ともあれ、こうして宇宙人も地底民族も女神も不良も皆スコップを手に、分け隔てなく泥まみれになっていた。土と汗の混じった泥だ。ある意味、このグラウンドは究極の平等社会とも言えよう。──それに混じって、俺とクラウも地面を掘る。

「クラウ、穴掘り上う手まいな？」

「当然だ。我ら騎士ローズバドは軍人でもある。塹ざん壕ごう掘りに道造り──土木作業は軍人の基礎だ」

　どうりで、やたらと手際がいい。見事なスコップ捌さばきで、穴の深さは既に一メートルを超えていた。

　ちなみに、クラウの主あるじたるポー姫だが──、

「ほれ汝なんじら、がんばれがんばれなのじゃ」

　コイツはブレない。自分では一切肉体労働はせず、ただ応援だけしていやがった。

「はっ、もったいなや……。姫殿下自ら応援していただけるとは、このクラウゼラ光栄の極みでございます」

「うむうむ、そうじゃろう、そうじゃろう」

　クラウ、甘やかすな。もったいなやがるんじゃない。お前がそんなだから姫がいい気になるんだよ。

「おいクラウ、そういうのよくないぞ」

「う、うむ、気をつける……。しかしリンイチローよ、祖母殿は困っていないだろうか？　早く帰って家事をする予定であったのに……」

「なあに、心配いらないだろ。あの祖ば母あちゃんはごうつくババアだからな。埋まい蔵ぞう金きん探しをしないで家事なんてやろうとしたら、逆にギャーギャー叱しかられる」

「そうか……。それならよいのだが」

「それよりクラウ、疲れてるんじゃないのか？　顔が赤いし、やたらと汗もかいてるぞ」

「いいや、問題ない……。疲れているわけではなく、ただ……暑いだけだ。我々《魔法地平シーズベツド》の人間は皆、ニホン人より暑がりだからな」

　そうなのか。言われてみればクラウもポー姫も、普段の格好はかなりの薄着だ。ノースリーブとミニスカートだ。

「だったら脱いでブルマーになったらどうだ？　いや、特に他意はなく言うんだが──暑いんだったら、みんなみたいにジャージのズボン脱ぐのもいいと思うぞ」

「い、いや……それは恥ずかしいから駄目だ」

「そうか」

　恥ずかしがるのも分からなくはない。だってブルマーだ。しかし、それを言うなら普段着代わりの鎧よろいだってミニスカートであるというのに……。どうやらクラウには日本人とは異なる、異世界人独自の価値観があるらしい。

　ただ、彼女が顔を赤らめて汗ばむ姿には、なんとも言えない独特の色気がある。それはブルマーでないことを補ってなお余りあるものだった。見ているとドキドキする。これは一般論であり、俺がそう思っているわけではないということを先に明言した上で言うのだが──つらい目に合ってる美人というものは、ただそれだけでちょっとエロい！

　なので、アスリー乳ながらも美人でいつもひどい目に合っているこのクラウは、常に強烈なエロスの香りを放っていると言っても過言ではなかったのだ。……いや、今のはあくまでも一般論なのだが。うん。

「汝なんじら、なにをしておる？　ほれ、スコップを動かすのじゃ」

　お、おう、そうだな……。けどポー姫、お前も少しは手伝え。

「しかし周囲を見渡せば、なんとも素晴らしい光景じゃのう。見よ！　ブルマー姿の女子たちが、泥だらけになって穴掘りをしておる！　ブルマー少女たちが不慣れな土木作業で息を荒くし、土と汗が混ざった泥で汚れていく──いわば、〝泥んこブルマー〟！　まさに絶景じゃ。超エロス！」

　どんな上級者向けのエロスだ。なんとなく理解できてしまうのが悔しいが。

「なんという贅ぜい沢たく──いわゆる『おおばんブルマい』というやつじゃな」

　なんか上う手まいこと言った!?　ポー姫、今日はダジャレ多い！

「クラウゼラにリンイチローよ、妾わらわはこの絶景を眺めておるから、汝らはそのまま作業を続けておれ。うむうむ、眼福眼福……むむっ、あれはどうしたことじゃ？」

　ん？　どうした？

　姫の見ている方向を見ると、そこでは──、

「ちょっと、なに勝手に掘ってんの！　そこはアタイの場所なんだから！　あとアンタ、キュウリ一本持ってない!?」

「おっと、ごめんなさいモグー。貴方あなたがあんまりモタモタしてるから、ついでに掘ってしまったモグー」

「なんですって！　アンタ、ホントにキュウリ持ってないの!?」

「キシャー、シュルルル」

　河童かつぱのキザクラと地底民族の千チ佳カ先輩（高三、眼鏡っ子）が喧けん嘩かしてて、それを水神ミナカミさんが仲裁していた。

「うるさいよ、ハイドォラ！　地底人の味方してんじゃない！　あと、アンタもキュウリ持ってないの!?」

「キシャー」

　キザクラ、キュウリ欲しがりすぎだ。ちゃんとカウンセリング出てるのか？

　キザクラも千チ佳カ先輩も気が短いから、近くで作業していたらこうなるような予感はしていた。さらには、これがきっかけとなったのか──、

「キュピー、キュピー!!」

「チキチキチキチキチキチキ！」

「グルルルルルル……!!」

「ウガー!!」

　と、あちこちで喧けん嘩かが起こる！

　皆、慣れない土木作業でイライラしていたのだろう。しかも持久走をやらされた直後で、埋まい蔵ぞう金きんも見つかる様子がない。喧嘩の一つや二つ起こっても当然だ。

「……今こそ好機。……いつもスカートめくりをする隣の席のヤマダを、ドサクサに紛れて抹殺する。総員、光線銃デラメーター用意」

「「キュピーキュピー!!」」

　ヤマダくん（小一、人間）、逃げろ！　ファウ第八皇女も物騒な真ま似ねはよせ。小学生らしい理由で殺人はよすんだ。もしかするとお前に気があるのかもしれないし。

　とにかく、これは急いで止めなければ。大変なことになりかねない。

「クラウ、手伝え！　みんなを止めるぞ！」

「う……うむ、分かった！」

　と、そこでポー姫が割って入る。

「待つがよい、リンイチローよ。ここはひとまず放ほうっておくのじゃ」

「なんでだ、姫？　ライバルが減るからか？」

「それもある。しかし、それだけではないのじゃ。見よ、この光景！　大勢の泥んこブルマー女子たちが、泥んこまみれのまま喧嘩をしておる。これぞ泥んこブルマーファイト！　貴重なブルマーを泥んこにするだけでも至高じゃというのに、さらに大喧嘩とは……。あの女子中学生なぞ、つかみ合いで服が乱れてヘソやブラ紐ひもが見えておったぞ。うまくいけばパンツくらいは見れるかもしれぬ。ムヒョー、タダでこんなの見てもよいのかのう？」

「なにが『ムヒョー』だ」

　姫、いいかげんにしろ。河童かつぱのヘソ見て喜んでるんじゃない。

「とにかく止めるぞ！　──おいっ、みんなやめろ！　喧嘩するな！　あるかどうかも怪しい埋蔵金のことなんかで争うなんて馬鹿げてる。歴史の授業で習わなかったか？　『アメリカのゴールドラッシュでは儲もうかったのはスコップ屋だけ』って。人間、欲張ってもいいことなんかないんだからな」

　一九世紀のカリフォルニアでは、金を掘り当てて一山当てようとアメリカ中から何十万人もの人が集まってきた。これがいわゆるゴールドラッシュ。だが、そのほとんどは無一文になって故郷に帰っていったという。『儲かったのはスコップ屋だけ』というのは、その様子を揶や揄ゆした言い回しだ。

　このままでは我々平へい家け町ちようの子供たちも、同じように全すべてを失ってしまう……。俺、なかなかいいこと言ってるな？　我ながら名演説だ。

「リンイチローよ、今の話で思い出したのじゃが──」

　ん？　なんだ、ポー姫？

「スコップ屋にスコップ代を払ってほしいのじゃ。妾わらわは金など持っておらぬからのう。リンイチローが来たら代金を払うと約束しておったのじゃ」

　なんだお前、こんなときに！　そんなの今する話じゃないだろ。

「今、ちょうどスコップ屋がそこに来ておる。払ってやるがよい」

「あのぉ、スコップ屋です～。スコップ二本分の料金をもらいに来ましたぁ～」

　って、おいっ！

　俺たちの前に現れたスコップ屋は、銀のマントと仮面つきの兜かぶと、それに、とろんとした喋しやべり方かた。もちろん胸は九七センチのＧカップだった。

「お前、さっきのスペース女騎士じゃないか！」

　どう見てもセシミリルだ。間違いない。

「あらあらまあ～、なんのことでしょう？　私は通りすがりのスコップ屋。その美人で上品で賢いと評判のセシミリルとかいうスペース女騎士とは、よく間違えられますが別人なのですよ。その証拠に、ほら～──見てください！　ひげが生えているでしょう？　そのスペース女騎士は、こんな立派なカイゼルひげを生やしてましたか～？」

　いいや、それ絶対つけひげだろ？　明らかに仮面の上から生えてるし。そんな強引な変装をしていること自体が本人の証拠じゃないか。だまされるわけがない。

「リンイチローよ、別人と言っておるぞ？」

　姫、だまされるな！

　というか、みんなも気づけ！　なんでだれも気づかない!?

「ふむ……言われてみれば、このスコップ屋はさっきの巨乳スペース女騎士に似ておるかもしれぬのう？　さっきは埋まい蔵ぞう金きんのことで夢中になっていて気づかなかったのじゃ。皆も騒いでおらぬということは、他の者たちも全員妾と同様であったのじゃろうな。なるほど、まさしく『欲に目が眩くらむ』という状態じゃったか」

　さすがに眩みすぎだ。みんな、どんだけ欲深いんだよ。

「とにかく、お前はスペース女騎士セシミリルだろ。なんでスコップなんか売る？」

「いえいえ～、誤解ですってば。とにかく私は本物のスコップ屋──いわゆる宇宙スコップ屋なのです。宇宙ジャスコの販売部門に頼まれて、仕入れミスで大量発注してしまったスコップの在庫処理をしようと良心価格で販売してるのですよ。ほら～、ここに宇宙ジャスコのロゴマークが！」

　だから、その宇宙ジャスコってなんなんだよ！　気になって仕方ないだろ！

　だが──なんとなく、事件の全ぜん貌ぼうが見えてきたぞ。

　これは、ひょっとすると、もしかして……。

「リンイチローよ、喧けん嘩かを止めなくていいのか？」

「お、おう、そうだなクラウ……。まずは、みんなを止めるぞ！」
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　俺とクラウは、なんとか皆の喧嘩を止める。ちなみにセシミリルは、いつの間にやら逃げていた。

　その後、小・中・高の生徒一同はそのまま発はつ掘くつ作業を再開するが──夕方になるころには教師たちがスカラベフンコロガシの玉から脱出。さらには騒ぎに気がついた近所の人が警察や町役場に通報したらしく、大勢の大人たちが駆けつけてきたので、叱しかられる前に生徒全員で一斉に逃走した。蜘く蛛もの子を散らすように全速力で、それぞれの家へと帰っていく。

　俺とクラウとポー姫も、夕焼けの空の下をさんざん走り回り──。

「姫殿下、もうすぐ家でございます」

「うむクラウゼラよ、おんぶご苦労じゃった。フー、家に帰ればもう安心じゃろう。教師どもに捕まって叱られなくてよかったのじゃ」

　相変わらずクラウは体力あるな。体育で持久走して、穴掘りして、そのあと姫をおんぶしたまま走って家に帰るだなんて。一緒に走っていた俺は死にそうだ。

　だが、なんにせよ、今日はこれで一段落といったところか……。

「それでは家でひと休みして、夜になったら、またグラウンドに戻るのじゃ」

「はっ、御意に」

　なんだと？

「おいポー姫、今日はもうやめようぜ？　さっき町内放送のアナウンスで、役場の人たちがグラウンドを立ち入り禁止にしたって言ってたし」

　明日になってから、改めて役場主導で発掘調査をするということになったらしい。わざわざアナウンスしたのは『近づくな』と町民たちに釘くぎを刺したつもりなのだろう。

「分かっておる。だから夜よ闇やみに紛れて侵入するのじゃ。どうせ町の連中も同じようにするに決まっておる。役人が立ち入り禁止にしたくらいで埋まい蔵ぞう金きんを諦あきらめるはずないからのう。くふふっ、昼は子供たちだけじゃったが、夜は大人どもも参加するので、いっそう醜い争いを繰り広げることじゃろう。──しかし、武力ならばクラウゼラのいる我らが有利！」

　お前、なんでそんなに楽しそうなんだよ？

「クラウゼラよ、汝なんじは物もの陰かげに隠れて待機し、別の者が埋蔵金を掘り出したら、すぐさまそれを強ごう奪だつするのじゃ。……いや待て、どうせ争いになるのが分かっておるのじゃから、いっそ最初から他の者たちを全員叩たたきのめしてしまうのもよいかもしれぬ。ライバルを全員排除してから、我らはのんびり発はつ掘くつするという算段じゃ。どうであろう？」

「い……いえ、さすがにそれは……」

　ポー姫、よくそんな卑ひ怯きようなことを口に出せるな？　クラウも、もっとはっきり断れ。

　それに──俺が思うに、やはり埋まい蔵ぞう金きんは実在しないぞ？

　あれは、たぶんスペース女騎士のセシミリルが……。

「それより姫殿下、祖母殿に家事を休んだことを謝りませんと」

「おお、そうじゃったな。祖母殿の機嫌が悪くなっていなければよいが」

　──そんな話をしながら、俺たちは玄関の戸を開ける。

「祖ば母あちゃん、ただいまー」

「祖母殿、ただいま戻りました」

「ただいまなのじゃ。……おや、またダイナマイトジョニーが来ておるようじゃな？」

　あっ、本当だ！　玄関に、五〇センチサイズの革靴が！

　家に上がると、居間ではジョニーと祖母ちゃんがお茶を飲みながら談笑していた。

　ジョニーは俺たちに気づいて、慌てて座布団から立ち上がる。

「お……おや、これは皆さん、お揃そろいで。それではトメ子さん、ワタクシはそろそろおいとまいたします。……ブゴーフゴー」

「おや、そうかい？　うふふっ、また遊びに来ておくれよ。──みんな、ジョニーさんからケーキとデパ地下のお惣そう菜ざいをいただいたよ。ちゃんとお礼をお言い」

　祖母ちゃんも、なにニコニコしてやがる。さりげなく普段よりいい着物着ているし。

　ポー姫はウヒャヒヒヒと下卑た笑いを浮かべつつ、俺にヒソッと囁ささやいた。

「ウヒャヒヒヒ……どうやら祖母殿、機嫌は悪くないようじゃぞ？」

　姫、うるせえよ。黙ってろ。






第三章







ポー姫「そう言えば、ファウっちのところの脳のう味み噌そカプセルの大臣じいやを見かけぬな？」

ファウ「……ゐー戦争大臣は、しばらく宇宙に出かけている。……口調がセシミリル初登場時の『ワレワレハ～』とカブるから、今回は出番なし」

ポー姫「せちがらい話じゃ」
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　さて、それからしばらくして夕飯の時間。

　おかずは、ジョニーがくれたデパ地下のお惣そう菜ざい。本格シュウマイと紅芋コロッケだ。

　ポー姫が満面の笑みで口の周りをシュウマイの辛子だらけにする一方──、

「リンイチローよ……」

「？　なんだよ、クラウ？」

　祖ば母あちゃんが席を離れた隙すきを突き、クラウが小声で俺に言った。

「気持ちは分かるが、そう苦々しい顔をするものではない……。戦いしか知らぬ私が口を出すのは気が引けるが──祖母殿は未亡人で、ダイナマイトジョニーめも独身。年齢も近いと聞いている。ならば恋愛は自由ではないか？　なんというか、その……異種族間だからといって反対するのは差別的な考え方だ。異世界の者でも、人を好きになる気持ちは変わりはあるまい。少なくとも、私はそう思うのだ……」

「……まあ、そうだな」

　なるほど、もっともだ。

　身内の色恋話が嫌だったというだけで、俺には反対する理由なんてないし、ましてや相手が異種族間だからどうこうという気持ちはもっとない。クラウの言葉のおかげで俺は冷静さを取り戻せた。……ありがとう。クラウ、お前はいいやつだな。

「そうじゃぞ、リンイチローよ。ジョニーのやつめは金持ちじゃし、なんというか『上う手まいことやりおったな』という感じじゃ」

　ポー姫、お前はダメなやつだな！

「姫殿下、さすがにその言い方は祖母殿に対して礼を失するかと……」

「いやいや、キレイごとを言うでない。どうせ近所の者たちも、似たようなことをヒソヒソ言うに決まっておるのじゃ。田舎の人々は噂うわさ話ばなしが大好きじゃからな。妾わらわは一足先に言っているにすぎん」

　そりゃ、そうかもしれないが。

「だがクラウゼラよ、汝なんじがそう主張する理由も分かっておるぞ。リンイチローが『異世界人との恋愛はアリ』と思ってくれなければ困るのじゃろう？」

「い……いえ、そんなことは……!!」

　ん？　それって、どういう意味だ？　急によく分からないこと言うな。

「しかしジョニーのやつめ、あやつの美意識はよく分からぬのじゃ。以前『オークにも種族特有の美意識があるので、人間の女騎士は凌りよう辱じよくしません』的なことを言っておったのに、祖母殿はオッケーとは。しかも年齢が近いといっても、オークの寿命が人間の二～三倍であることを考えれば、それほど似たような歳としでもなかろうに」

　……もういい、別の話をしよう。

　俺たちの抱えている問題は、祖ば母あちゃんとジョニーのことだけじゃない。もっとデカくて目立つのが目の前に転がっているんだ。

　俺は、クラウとポーに言った。

「そんなことより埋まい蔵ぞう金きんの話をするぞ！　埋蔵金と、スペース女騎士のセシミリルの話だ！　俺、だいたい事件の真相分かったぞ！」

「ほほう？　言ってみよ」

「埋蔵金の話はウソだ。宇宙ジャスコが仕入れミスでスコップを大量発注したって話をしてたろ？　セシミリルはそのスコップを売りさばくために、埋蔵金があるってウソをついていたんだよ。わざわざ侵略者のフリまでして」

　思い返してみれば、セシミリルはあっさり退却しすぎていたようにも思える。たしかに退くべき局面ではあったろうが、しかし彼女はクラウと互角の技量の持ち主。本気を出せば、もう少しは粘れたはずだ。

　その点を考えても、この地にゴールドラッシュを起こすべく一芝居打ったと考えるのが自然だろう。

「ふむ、なるほど……。そのような考え方もあるかもしれぬのう。うむむ、判断に迷うが──そういうことならファウっちたち銀河帝国ハーストウールの連中に相談してみるのじゃ。宇宙人のことだから宇宙人に任せるのが一番じゃからな」

　お前、前に『宇宙人のことだから宇宙人に任せるというのは無責任』とか言ってなかったか？
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　夜の七時半。宮みや籐とう家の子供部屋。

「ねえ、私たちももう一度グラウンドに行って、埋蔵金探さない？」

　宮みや籐とうみやのその問いに、ファウ第八皇女はいつものぽそぽそ口調で答えた。

「……行かなくて平気。……どうせ、埋まい蔵ぞう金きんなんてない。たぶん」

「でも、もし他の人が見つけたら──」

「……心配ない。念のため多脚型歩兵種マーシアンの偵察兵を張り込ませている。埋蔵金が発見されたら、全軍で出撃して強ごう奪だつする予定。……だから、今はゆっくり休む」

「うん……。分かった、そうしましょう」

　確かに、みやは疲れていた。ファウ皇女や歩兵たちも同じだ。持久走の直後に発はつ掘くつ作業をして、そのあと走って家まで逃げたのだ。体力の怪物とでもいうべき《魔法地平シーズベツド》の騎士ローズバドでもなければ、このハードスケジュールは堪こたえよう。

　彼女たちは子供部屋で、あるいは庭の宇宙船内にある歩兵用の私室カプセルで、ゆっくりと時を過ごす──。







　その一方。宮籐家のリビングでは、ちょっとした会合が開かれていた。

　その名も〝平へい家け町ちようむつみ会〟。

　地主一族の当主に、役場の助役や町会議員、ＰＴＡ会長に狸たぬきの親分、お寺の住職など一〇数名。いずれも、押しも押されぬこの町の名士たちだ。ある意味、平家町を陰から動かしている男たちと言っても過言ではあるまい。

　ミヤヤマート社長の宮籐浩こう二じはそんな名士たちの一員であり、『今月の代表者』でもあった。今夜は月に一度の定例集会となる。

「それでは皆さん、平家町の繁栄と町民各位の健康を祈って……乾杯」

　会場提供者でもある宮籐の音頭によって、居並ぶ面々はグラスのビールを飲のみ乾ほした。

「さて今夜の議題は、本来なら『町おこしイベントの開催』についてでしたが──しかしご存じの事態が起きましたので、まずは緊急の議題『学校グラウンドの埋蔵金について』からです。それでは、えー、助役さん、詳しいお話を」

　話を振られ、町役場の助役が皆に状況の説明を始める。

「はい。現在、役場の職員を総動員して鉄てつ条じよう網もうを張り、グラウンドを立ち入り禁止にしております。ただ、大勢の町民が押しかけているため、このままでは暴動になりかねないとの報告も……。そもそも埋蔵金など実在するのですか？　実在するのでしたら、私も発掘に加わりたいくらいですが──」

　そんな助役の言葉を聞き、

「ははは、埋蔵金なんてありませんよ」

　そう笑ったのは、この五、六〇代ばかりの会合で、ただ一人（見た目だけは）若い姿をした出席者だった。この落ち武者姿の青年こそは平たいらの景かげ清きよ。〝悪あく七しち兵びよう衛え〟の異名を持つ勇ゆう猛もうな武士であり、かつてこの町を創った平へい家け残党の一人でもある。

「ずいぶんと確信を持って言われますな？」

「ええ、だって見てきましたから。僕は徳とく川がわ幕府なんかよりずっと前の『一い一い九く二につくろう』の時代からこのへんに住んでいるのですよ？　埋まい蔵ぞう金きんの話なんて、聞いたこともありません」

「なるほど、確かに……」

　さすがは町史の生き証人といったところか。言葉に説得力がある。

　こうして景かげ清きよの発言によって意見がまとまろうとしていた、そんなとき──。

「──えー、ごめんくださいなのじゃ」

　玄関先で、少女の甲高い声が響いた。







　俺の家から徒歩十五分。

　俺たちは、ミヤヤマートの裏──宮ミ籐ヤんちの前に到着する。

「クラウゼラよ、おんぶご苦労なのじゃ。それでは妾わらわをここで降ろし、汝なんじだけ当初の予定通り、学校のグラウンドに向かうがよい」

「はっ、行ってまいります」

　お前、ほんとにクラウを気軽に使うな？　タクシーか。

　クラウは普段着がわりの鎧よろい姿で学校に向かう。もちろん腰には戦剣ローゼウム。一応肩にスコップをかついではいたが、発はつ掘くつよりもむしろ『他人が掘り出した宝を奪う』という点に重きを置いているようだ。

　クラウが駆け足で去った後、ポー姫は宮ミ籐ヤんちの玄関の戸に手をかけて──、

「えー、ごめんくださいなのじゃ」

　がらがらっ、と呼び鈴なしで戸を開ける。──姫がやるから一見非常識に見えるが、実はそこまでおかしい行為でもない。プライベートの概念が薄いこの平へい家け町ちようでは、わりと普通のことだった。おなじみの『田舎あるある』だ。

　人が来たことに気がついて、宮ミ籐ヤが奥から顔を出す。

「はーい……って、麟一郎リン！　どうしたの、こんな時間に？　どうぞ、上がって。居間にはお客さんたちが来てるから、その……わ、わたしの部屋に来なさいよ！」

「お客？」

「町の大人たちの寄り合いよ。たぶん、今は埋蔵金の話をしてるんじゃないかしら」

　そうなのか。宮ミ籐ヤのおじさんたちも大変だな。

「と……とにかく、わたしの部屋来なさいってば！　あっ、そうだ、ブルーレイで映画観みる？　ロード・オブ・ザ・リングの特典映像つき限定版でも観ていきなさいよ！」

　それ、特典だけで八時間以上あるやつか？　そんな長いの見てらんねえよ。

「宮みや籐とうミヤよ、張り切っておるところ悪いのじゃが、今夜は汝なんじに用ではないのじゃ」

「あらポー姫、いたの？」

　いたに決まってるだろ。だれが玄関で声かけたと思ってる。

「いいからファウっちたち銀河帝国ハーストウールの者どもを呼ぶがよい。このスペース埋まい蔵ぞう金きん騒動の真相を、この妾が見抜いたのじゃ」

　さりげなく手柄を横取りするな。

「それではリンイチローよ、皆に説明してやるのじゃ」







　さて五分後──。

「──というのがセシミリルの目的だと思うんだ」

　俺は宮ミ籐ヤの部屋で、銀河帝国ハーストウールの連中──ファウ第八皇女とタコ型歩兵のうち何体か（士官級の歩タ兵コだそうだ）に仮説を語る。

　ちなみに宮ミ籐ヤはなぜか『ふん』とスネていた。なんで機嫌悪いんだ？

　俺の話を聞き、ファウ第八皇女は小さく頷うなずく。

「……話は理解した。……たしかに、宇宙スコップ屋はセシミリルに似ていた気もする」

「「キュピー」」

　そうだろう、そうだろう。

　というか、お前ら最初っから気づけ。あんな見え見えの変装なんだから。

「……ついでに、セシミリルの潜伏先にも心当たりがある」

「なにっ、本当か!?」

「……本当。……ミヤヤマートの駐車場に、今朝から勝手に駐車している車がある。あの駐車場は広いので、そんなに困っていなかったが──」

　車だと？　田舎のスーパーは駐車場がやたら広いのが普通なので、無断駐車はよくあることだ。だが、なぜ急に車の話をする？

「……そこの窓から見る」

　俺が窓から駐車場を覗のぞくと──そこにあったのは、なんと円えん盤ばん！　昼間見たのと同じ、約五メートルサイズのアダムスキー型円盤だった！

「おいっ、あれセシミリルの宇宙船じゃないか!?」

　しかも、よく見れば円盤の丸窓に、あの巨乳スペース女騎士の影シルエツトがチラッチラッと映っている。これはもう間違いない。

「……なんとなく、そんな気はしていた。……どこかで見たような車と思っていた」

　だから、もっと早く気づけ。車じゃない。一目で分かれ。

　なんにしても、俺の思った通りだったか。

「……陰いん謀ぼうを知ってしまった以上は放ほうっておけない。……ハーストゥール軍、全軍出動。今からセシミリルに攻撃を仕掛ける」

「「キュピー、キュピー!!」」

　ファウ第八皇女、やってくれるか。

　こうなると、軍事国家だけあって話は早い。第八皇女はタコ型の多脚型歩兵種マーシアン約四〇体全員を完全武装で、宮みや籐とう家の庭に集合させる。

「……三脚式戦車ウオーマシーンも二両用意。……準備が整い次第、総攻撃をかける」

「「キュピー!!」」

　──と、そこでポー姫が訊たずねた。

「のう、我が騎士ローズバドクラウゼラも呼び戻してはどうじゃ？　リンイチローの足ならば、一五分程度で呼べるはずじゃぞ」

　さりげなく俺が走ることを前提にするんじゃない。いや、こういう事態だから走るくらいは仕方ないが。

　だが、これはポー姫の言う通りだ。スペース女騎士セシミリルは手て強ごわい相手。戦力は少しでも多い方がいい。しかし──、

「……心配ない。……ポーちゃんたちに我らハーストゥールの軍事力を見せる」

　心強いセリフだな。

　ファウ第八皇女たちは、なぜかは知らないが、やたらと張り切っていた。

「……ミヤちゃんとリンイチローは、お部屋で映画でも見ながら待っている」

　いいや、そういうわけにもいかないだろ。なんで俺と宮ミ籐ヤだけ。

「……ポーちゃんちの女騎士には悪いが、私はミヤちゃんを応援する。……地球人が〝交接〟に要する平均時間は四五分。奇くしくもそのくらいで戦闘終了する予定。偶然にも」

　コウセツ？　コウセツってなんだ？　なんの話をしてる？　クラウに悪いってのも意味不明だぞ。

「ちょ……ちょっとファウ！　あんた、なにわけわかんないこと言ってんのよ、まったくもう！　……はい、これ、おこづかい。大事に使いなさい」

「……イエーイ」

　なにがイエーイだ。宮ミ籐ヤ、どうして急にこづかいをやる？

「いいや、俺たちも行く。小学生だけ戦わせて自分たちは部屋で待ってるなんて、そんなことできるわけないだろ。なあ、宮ミ籐ヤ？」

「え……っ？　う、うんっ、そうね！　もちろんよ！　わたしたちも一緒に行くに決まってるでしょ！　……ファウ、お金返して」

「……ちぇっ」

　お前ら、なんでさっきから金をやりとりしてるんだ？

「……とにかく準備もできたし総攻撃する。……全軍、出撃」

「「キュピーキュピーキュピー!!」」
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「フム、なかなかの軍容じゃのう。銀河広域軍事帝国ハーストゥール臨時正統政府……敵てきにすると恐ろしいが、味方にすると頼りになるのじゃ」

　そうだなポー姫、俺もそう思う。

　銀河広域軍事帝国ハーストゥール。

　それは強大な軍事力を持つ宇宙の列強国家であり、我々の住む天の川銀河の実に六七・五％をその版図としている。ちなみに当然ながら、地球は残りの三二・五％側だ。

　ファウ第八皇女たちハーストゥール臨時正統政府は、その帝国内での権力闘争に敗れた一派。人数こそは少ないものの、さすが宇宙の軍事帝国だけあって、平へい家け町ちようでも屈くつ指しの戦力を保持していた。

　その軍団が、駐車場のアダムスキー型円えん盤ばんを包囲する！

「……全軍、照準。……『撃て』と合図したら射撃する」

「「キュピー」」

　第八皇女の指揮のもと、タコ型の多脚型歩兵種マーシアンたちは一斉に光線銃デラメーターを向け、そして……、

「ごめんください、おじゃましますなのじゃ！」




　──ガラガラパ───ン！




　と、ポー姫が、勢いよく円盤のドアを開けた。

「巨乳スペース女騎士セシミリルよ！　埋まい蔵ぞう金きんがあると騙だましてスコップを売りつけようとする汝なんじの陰いん謀ぼう、妾わらわは全すべてお見通しじゃ！」

「いや、ポー姫、なんでお前が突入するんだよ？」

　どう考えても、お前が真っ先に入る理由はないだろ。

「リンイチローよ、汝の疑問はもっともじゃ。妾とて今がファウっちの見せ場じゃとは理解しておる。とはいえ……話題の中心にいないのが、なにやら少々寂さみしくてのう」

　寂しがり屋か！　無理して目立とうとするんじゃない！　あと、このアダムスキー型円盤、なんで『ガラガラパーン』って和風のガラス戸みたいにドアが開く!?　宇宙飛ぶんだから、もっとしっかりした扉をつけろ！　と、俺が言うよりも早く──、

「……撃て」

「「キュピー」」




　──ズビッ




「フンギャーなのじゃー!?」

　いきなり光線でズビと一斉射撃され、姫は妙ちきりんな悲鳴を上げた。

「……今のは光線ツッコミ。……宇宙的には超メジャーな笑い」

　宇宙は乱暴だな。

「……ないがしろにされた気がしてイラッとしたので、つい撃ってしまったという一面もある。……いわゆる〝ただ痛いだけ光線〟なので怪け我がはしない」

　怪我しないならいいか。そりゃ、イラッとくらいはするだろう。

　そしてファウ第八皇女たちは、改めて円えん盤ばんの奥へと向かって告げる。

「……スペース女騎士セシミリル、お前の企たくらみは我々銀河広域軍事帝国ハーストゥールが許ゆるさない」

「「キュピーキュピー！」」

　やっと話が進展しそうだ。

「……埋まい蔵ぞう金きんがあると騙だましてスコップを売りつけようという、その計画──我らミヤヤマートがいただく。……ちょうどスコップとネコ車が余っていた。ネコ車は、こないだ私と歩兵一九号がうっかり注文数を間違えた」

「キュピー」

　おい、タコ型歩兵たち、皇女も撃て。横にいる一九号もだ。

「……『ネコ車』という言葉が可愛かわいかったので、つい無意識で多めに注文してしまった。……なのに来たのは土木作業用の一輪車。がっかりした」

「キュピー」

　二発撃て、二発。一人二発ずつ一斉射撃しとけ。

「……もちろん、今となっては責任を感じている。……まさか経営があんなことになっていたとは。……だから、全軍突入。スコップ利権は我々が独占する」

「「キュピー!!　キュピー!!　キュピー!!」」

　ファウ第八皇女の命令一下、完全武装のタコ型歩兵たちは一斉に円盤内へと突入する。

　だが当然ながら円盤内には、かのスペース女騎士セシミリルが待ち構えていた。一騎当千の〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラと互角に渡り合う、あの仮面の女騎士が。

　セシミリルは、自分に武器を向けるハーストゥール軍に対して言った──。

「あらあらまあ～、スコップですってぇ？　え～い、こんなものタダで持ってけ～っ！」

　……はい？

　なんだか意外な発言が飛び出したぞ？　どういうことだ？

　セシミリルはスコップの在庫処分をしに来たんじゃなかったのか？

「……スコップ利権はいらない？」

「は～い、もういりません。これには深いわけがあるのです。実は～……」

　その理由とは、なんと……。

「なんかいろいろあって～、スコップなんかどうでもよくなるくらい儲もうかってしまったのです～！」

　なんだって!?
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　ファウ第八皇女は部下たちに銃口を向けさせたまま、セシミリルを問い詰める。

「……それでは、その『なんかいろいろあって』を聞かせる。……我々は最近、儲け話を求めている」

「「キュピー、キュピー」」

　宮ミ籐ヤといいお前といい、最近はみんな金にうるさい。

「話すから落ち着いて～。そうだ、鎧よろいの上からおっぱい触ります？　リラックスできますよぉ？」

「……いらない。いいから話す」

「「キュピー」」

　もったいない！　触ればいいのに！

　ともあれスペース女騎士セシミリルは、ファウ第八皇女の問いに答える。彼女の語った内容は、驚くべきものであった。

「実は私、スペース女騎士をする傍らテレビ関係のお仕事をしておりまして～。宇宙のテレビ局に企画を持ち込んで、なおかつタレントとして出演もするというお仕事なのですが……一応、プロデュース業ということになるのでしょうか？」

「……ずいぶん手広くやっている」

「ええ、どこの星でもコピーライターというのはそういうものでして～」

　分かるような分からないような理屈だな。

「それで私、今回の騒動を密ひそかに撮影してぇ、宇宙の全国ネットで流したんです」

「……テレビで？」

「はい～、宇宙テレビで。いわゆる埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつ番組というやつですか？　みんなで地面を掘って『埋蔵金は出るか？』とハラハラするのはそれだけで面白いですし、歴史関係でもあるからアカデミックな気分にもなれますので～。けっこう視聴率取れそうでしょう？」

　地球の日本でも、スペースじゃない方のイトイシ・ゲサトが昔やってた。

「……それで、人気は？」

「それがもう、予想以上の大ヒット～！　ほら、ほらほら～！　このグラフを見てください！　この宇宙テレビ低迷の時代に、なんと平均視聴率が四〇％を超えました！」

　本当だ。しかし、なぜそんなに大人気に？

　埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつ番組ってのは、そんなにウケるものだったのか。

「おそらくですが～……番組がヒットしたのは『田舎』だからだと思うんです。ほら田舎の大騒動って、みんな大好きじゃないですか。宇宙テレビも映らない田舎で、純朴そうな地元の人たちが泥だらけになって作業している……そういうのって、スペース都会の人たちがゴールデンタイムに家族で観みるのにちょうどいいコンテンツなんですよ。いかにも視聴率すうじ取れそうな」

　……舞台の町に住んでる者としては、なんとも微び妙みような気分だな。宇宙中に田舎扱いされるというのは。

　だが、分からなくもない。俺も都会に住んでるときは家族で観てた。

「その上、この町は可愛かわいい女の子が多いですから～。美少女目当てで見てる人も多いみたいですねぇ。ＪＳ、ＪＣ、ＪＫが嫌いな宇宙人なんていません！　ほら、このグラフ、二五～三五歳独身男性の視聴率がこんなに高いでしょう？」

　宇宙でもダメな視聴者は多いんだな。

「野に咲く花のように純朴で純真で慎つつましやかな〝ど田舎乙女〟たちが、くそだっさい学校指定体操服で泥だらけになってるなんて～！　前も言ったように私はズーレー（宇宙テレビ業界での女性同性愛者の略称）の気けがありまして、もう興奮しっぱなしです。私が最近考案したキャッチコピーでいうところの『萌もえ萌もえキュン』なのですよ！」

　それも地球だと昔から使ってるぞ。お前、さては交流の少ない星のコピーをパクってるだけだろ。──だが、なるほど。

　これが彼女の言うところの『なんかいろいろあって』というわけか。

「しかし、実のところ……今言った要素を考慮しても、この視聴率すうじは説明できません。もちろん大ヒットは嬉うれしいのですが、なぜこれほどまでに人気が出たのか、宇宙テレビ局の人たちも不思議がっている状況で……」

　そうなのか。自分の番組がなぜ売れたのか説明できないというのは、それはそれでプロデューサーとしては頭の痛いところだろうな。

　──と、そこで急に、

「くふふっ。妾わらわは、その秘密を知っておるのじゃ」

　テレビ好きだからか、それとも光線で撃たれたダメージが回復したからか、ポー姫のやつ急に話題に食いついてきた。

「と、言いますと～？」

「一つは、妾わらわの美び貌ぼうじゃな。妾、今日は目立ちまくりじゃったからのう。テレビで妾を見た宇宙の視聴者どもが、テンション上がってホッホッホアーとなるのも当然じゃ」

　お前、いろいろ図ずう々ずうしい。

　まあ、目立っていたのは間違いないな。大宇宙にバカを晒さらしただけな気もするが。

「そして、もう一つ。これが本命なのじゃが……ズバリ、ブルマー効果じゃ！　女子たちが皆、ブルマーを穿はいておったから大人気だったのじゃ。ブルマーの黒い布地に白い砂がついている状態は、まるで星空！　暗黒の宇宙に輝く大星雲！　ブルマーとは宇宙そのものなのじゃ。宇宙でウケてもなんの不思議があろう」

　はいはい、そんなことだろうと思ったよ。

　ポー姫、どうでもいいボケを挟むな。脱線ばかりしてたら、いつまでたっても話が終わらないだろ。

　と、そのタイミングで、ファウ第八皇女が──、

「……撃て」

「「キュピー」」




　──ズビッ




「またもやフンギャーなのじゃー!?」

　再び、光線銃での一斉射撃！

「……今のは、いわゆるテンドン。……宇宙の邪神の名を取って、我らの祖国では繰り返しギャグのことをそう呼ぶ」

　地球の日本でもそう呼ぶぞ。どうでもいいが、その邪神、あとで出てきたりはしないだろうな？

「ま……待つのじゃ、ボケやギャグなどではない。妾は心の底から『番組のヒットはブルマーのおかげ』と考えておる。どうじゃセシミリルよ、それならば論理的に説明がつくじゃろう!?」

　そんなポー姫の言葉に、セシミリルは『う～ん』と数秒考え込んだのち、返事をした。

「う～ん……あんまり関係ないかと。ブルマーって、あの黒いパンツですよねぇ？　あれは宇宙的にはエロスの対象にならなくて……。一応注目はされているのですが、しかし『あのヘンな恰かつ好こうはなんだ』『パンツ丸出し』『やっぱり文明の遅れた星は違う』『埋まい蔵ぞう金きん以上に考古学的な発見なのでは？』というような反応です」

　ジャングルの未開人みたいな扱いを受けてる!?

　田舎扱いされるのは慣れてたが、さすがに未開人扱いは初めてだ。これなら、エロスを感じてもらった方がまだマシな気もするぞ。宇宙ではブルマーというのは、そういう扱いだったのか。

「かく言う私も、ブルマーは正直ピンと来ないというか～……。私は女の子大好きなので、いいものを見れば体の一部がピンと来るんですが、あれはちょっと～。……やっぱり、宇宙じゃ通用しないんじゃないでしょうか」

「な……なんじゃと!?　そんなバカな……!!」

　ポー姫はあまりにも巨大な宇宙の壁を前に、ただ茫ぼう然ぜんとなるばかりであった。

「そんな……。うぇぇ……ひっく、ひっく、ぐすっ……。ブルマーが……妾わらわの好きなものが分かってもらえぬなど……。そんなこと、あっていいはずがないのじゃ……」

　泣くなよ、お前。しかも、そんなマジ泣きで。──セシミリルはそんな姫を気の毒に思ったのか、それともウザいと思ったのか、強引に話題を戻す。

「ええと～、まあ、ブルマーはともかくですねぇ……そのような事情があって、私はもうスコップなんて売ってるヒマはないのです。利権が欲しければお好きにどうぞ」

「……イエーイ」

　よかったなファウ第八皇女。

「本当はテレビ番組を作りつつ、スコップ利権で二重に大おお儲もうけしたい気持ちもあるのですが～……。せっかくだから、ただテレビで流すだけでなく、さらなるビジネスにつなげたいじゃないですか。でも人手も足りないし、ビジネスのアイデアも今のところ思いつかなくて～。皆さん、なにかアイデアはありません？　うまくいけば大儲けですよぉ？」

　ビジネスのアイデアか。

　俺だってお金が嫌いなわけじゃないので一口乗りたい気持ちはあるが──しかし俺はただの一介の高校生。本格的な商売の話になると、さすがについてはいけない。

　たしかにビジネスチャンスの予感はするんだが……。

　──と、そんなとき。




「──話は全すべて聞かせてもらった！」




　突如背後から声をかけられ、俺たちは一斉に振り向いた。

　そこにいたのは──、

「我々は〝平へい家け町ちようむつみ会〟。この町とお金をだれよりも愛する男たちだ！」

　宮ミ籐ヤんちのおじさん!?
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　いきなり背後から現れたのは、一〇人以上の中年男たち。

　しかも、一番前に立っているのは宮ミ籐ヤんちのおじさんだった。さらに、その横にいたのは俺んちの隣の家に居い候そうろうしてる平たいらの景かげ清きよさんだったし、残りのメンバーも見たことのある顔ばかり。

　そして、宮ミ籐ヤのおじさんが代表としてセシミリルと話をする。

「この町で金かね儲もうけをしようというなら、我らも呼んでくれなければ困るのだよ。スペース女騎士セシミリル女史──そのビジネス、我々が全面的に協力しよう！」

　なんなんだ、この展開。

　まさか、宮ミ籐ヤのお父さん──ミヤヤマートの社長にして、あの世代では珍しい大学卒、若いころのあだ名は『メガネ』『学士』『八百屋の子なのにメガネ』であったらしい宮みや籐とう浩こう二じ（五二歳）が出てくるとは思わなかった。

「ひっく、ぐすっ……汝なんじら、どこから話を聞きつけたのじゃ？」

　姫がまだぐすぐす言いながら、おじさんに訊たずねると──、

「実は……わたしが呼んだの」

　と、宮ミ籐ヤがおじさんの後ろからひょっこりと顔を出す。

「なんじゃ、宮籐ミヤが呼んだであるか？　しばらく姿が見当たらぬと思ったが、まさか親を呼びに行っておったとは。……しかし、なぜじゃ？」

「大きな商売の話になりそうだったので、つい……。子供だけでなにかしているときに親を呼ぶなんて、そんなの無粋だと分かっているわ。でも、セシミリルの話の端はし々ばしから大金の匂においがしてきたものだから──つい、お父さんを呼んでしまったの」

　お前、ここしばらく金の話ばっかりだな!?

　そんな宮ミ籐ヤの態度は、どうやらポー姫のツボに入ったらしく、いきなり泣き止やんで、またいつものように笑っていた。

「くふふっ、汝は意外と面白い女だったのじゃな？　テンプレ的な当て馬系幼なじみヒロインかと思いきや、その上、銭ゲバの要素も併せ持っていたとは。金にうるさいキャラはコメディリリーフとしてはもちろん『儲かるんだから、みんなでやろうよ』みたいな感じでストーリーの牽けん引いん役やくにもなるからのう。どうせ幼なじみヒロインは主人公と結ばれることがないのじゃから、そのような役割を追加で持つのはいいことなのじゃ」

「う……うるさいわね！　だから、だれが当て馬よ！」

　ポー姫、いいかげんマンガ脳発言はよせ。そもそも、その『主人公』って、だれを想定してるんだ。宮ミ籐ヤにそんな男がいるのか？

「君たち、話を続けてもいいかね？」

　あっ、すいません、おじさん。続けてください。

「セシミリル女史、君のビジネス、我らが全面的に協力しよう。いや、ぜひとも協力させてくれたまえ」

　そう言って差しのべた宮みや籐とう父の手を、スペース女騎士はがっしと摑つかむ。

「あらあらまあ～！　ありがとうございます、原住民……いえ、地元の皆さん！」

　お前、今一瞬、余計な本音を出しただろ？

「このセシミリル、スペース女騎士として感謝の極みです～。でもぉ……ご協力いただけるのはありがたいのですが、なにをするべきなのか、まだ思いついていなくって……」

　セシミリルの言葉を聞き、宮籐父は自信たっぷりに彼女に言った。

「その心配は無用だ。ちょうど我々の方で進めていたプロジェクトがある。そのプロジェクトと組み合わせることにより、相乗効果で当方試算四〇倍の経済効果を持つビッグビジネスとなるだろう。即すなわち──『町おこし祭り』だ！」






第四章







ポー姫「うむうむ、なんとも田舎情緒たっぷりの話になってきたのじゃ。『町おこし』に『埋まい蔵ぞう金きん』に『ブルマー』と、いずれも田舎にしかないものばかりである」

麟りん一いち郎ろう「いいやポー姫、『田舎にしかないものなら、なんでも田舎情緒あふれてる』ってわけじゃないぞ」

ポー姫「さて、と。そろそろクラウゼラを話の中心にしてやらねばのう」
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　俺は、宮ミ籐ヤのおじさんに訊きいてみた。

「おじさん、こんなインチキ臭いスペース女騎士と組んで大丈夫なんですか？」

「フフフ、問題ないとも。──麟一郎くん、君は東京出身だから『世間知らずの田舎者が、ずる賢い都会者のカモにされかけている』という風に見えているのだろうね」

「い……いえ、そんなことは……」

「だが我々田舎の人間は、こう見えて狡こう猾かつなのだ。バブル期のころから『東京から来たプランナー』とかいう連中を何人も返り討ちにして、身ぐるみを剝はいできたのだよ。ミヤヤマートの駐車場もその金で作った」

　ホントかよ？　すごいな。

「これは日本中のあちこちの田舎で起きていることなのだよ。もちろんプランナー側に出し抜かれる自治体もあるが、我が平へい家け町ちようは全すべての戦いに勝ち抜いてきた。田んぼの下には都会者の屍しかばねが埋まっているというわけだ。麟りん一いち郎ろうくん、君も我が家の婿になる男なら、よく憶おぼえておきたまえ」

「いえ、そんな予定はありません」

　なんで婿なんだよ。宮ミ籐ヤと結婚するってことか？　どうして、そんなことを思ったんだろう？　あと、宮ミ籐ヤが俺とおじさんを真っ赤な顔で睨にらんでいた。お前、なにに怒っているんだ？

　──むつみ会あてに役場から緊急連絡が入ったのは、そんなときのことだった。
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　ニホンの時間で、夜の八時四五分。街灯の少ない平家町を月だけが白く照し出す。

（これは──なんということだ……）

〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟クラウゼラ・ルー・コトヴィックは、埋まい蔵ぞう金きんが発はつ掘くつされたときに備えて、グラウンドすぐ裏の森にひそんでいたのだが──。

「──役場の連中だけで宝を独り占めするつもりか！」

「──そうだそうだ！　俺たちにも発掘させろ！」

「──おいっ、どけ！　そこは俺の場所だ！」

「──なんですって!?　さっきから私たちが掘ってたじゃない！」

　彼女の目の前では暴動が起きていた。夜中にもかかわらず一〇〇名を超える町民たちが、役場の職員たちを蹴け散ちらしてグラウンドへとなだれこみ、互いに争いながら発掘作業をしようとしていた。

　このままでは、いずれ負傷者も──最悪、死者すら出かねない！

（姫殿下のおっしゃった通りだ……。町の皆が、醜い争いを起こしている。私の愛するヘイケ町の住民たちが……）

　本来ならば、クラウゼラはこのまま身を隠し、財宝が発掘されるのを待つべきであるのだろう。それが主あるじたるポーリリファ姫の命めいだ。だが──、

「やはり、私にはできぬ！　皆が傷つけ合うのを見過ごすなど──!!」

　彼女は皆の前へと飛び出し、そして叫んだ。

「やめるのだ、皆の者！　我らは皆、ヘイケ町の仲間であろう！　あるかどうかも分からぬ埋まい蔵ぞう金きんに目が眩くらみ、既に持っている大切な宝を捨てる気か！」

　だが一度火のついた群衆は、言葉だけでは止まらない。暴動はただ拡ひろがっていくばかりだった。

（クッ、やむを得まい……。姫殿下は『いっそ全員叩たたきのめしてはどうか』と言っておられた……。もしかして、最初からこの状況を想定しておられたのだろうか？）

　彼女は迷いながらも、力に訴えることを決意する。即すなわち、戦剣ローゼウムを抜くことを。

「……封印よ、退けブローサム！」

　彼女の剣〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟の輝きは、月より眩まぶしく周囲を包み……。







　時間は、夜の八時五五分。

　俺たちがセシミリルの円えん盤ばんで駆けつけると、グラウンドはまさに死し屍し累るい々るい。百数十名の町民たちが地に倒れ──その中にただ一人、鎧よろい姿のクラウが立っていた。

　スコップで、地面を掘り返しながら。

「ふむ、派手にやったものじゃのう？」

「姫殿下……」

　ちなみにグラウンドに駆けつけたのは、俺とポー姫、ファウ第八皇女、宮ミ籐ヤ、そしてスペース女騎士セシミリル。

　円盤の屋根から顔を出したポー姫に、クラウは恭しく跪ひざまずく。

「姫殿下、この場にいた全員を叩きのめしました」

「うむ。……して、こやつらは死んでおるのか？」

「いえ、剣気による遠当てにて、気を失わせただけでございます……。負傷者が出るのを防ぐためには、こうするしかありませんでした」

「そうか！　うむっ、でかしたのじゃ！」

　姫が喜ぶと同時に、クラウの顔もぱあっと晴れる。

「おお……『でかした』ということは、やはり姫殿下は最初からこの状況を予測しておられたのですか！　町の者たちを傷つけぬよう、あえて『全員叩きのめしてはどうか』などと一見乱暴なことをおっしゃったのですね!?」

「う……うむ？　も、もちろんそうじゃ。妾わらわには最初から全すべてお見通しだったのじゃ」

　ポー姫、テキトーなこと言うな。

　宮ミ籐ヤんちにいたときに役場から助役さんに『暴動が起きそう』と電話があって、それを聞いたセシミリルが、

『──いけない、流血沙ざ汰たは止やめてください！　宇宙都会人の持ってる〝田舎の牧歌的なイメージ〟に反しますし、もし負傷者や死者でも出たら番組が中止になる！』

　と言い出したから、それで慌てて止めに来ただけじゃないか。怪け我が人にんがいなくてクラウを『でかした』と褒めたのもそのためだ。

「よくやったのじゃ、我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ。今後も一見理不尽に思えることを言うやもしれぬが、ちゃんと忠誠を尽くすのじゃぞ？」

「はっ、もちろんでございます」

　クラウ、お前はチョロすぎる。いちいち騙だまされてるんじゃない。

「いずれにせよ、クラウゼラの活躍は見事じゃ。これなら宮みや籐とう父たちむつみ会の者どもも、我ら主従を無視できまい。ウヒャヒヒヒヒヒ……」

　ポー姫は、彼女がよくする『悪そうな笑い』を浮かべていた。

「さて、と……町民どもはそのまま気絶させておいてもよいのじゃが、せっかくじゃ。例の発表をしてしまおう。このままでは目覚めたときに再び騒ぐじゃろうし、事態を収拾するためには仕方あるまい。もちろん妾わらわの存在感をアピールするという理由もあるがのう、ウヒャヒヒヒ。──町民ども、起きるがよい！　起きて妾の話を聞くのじゃ！」

　お前、目立つの大好きだな。

　姫の声は、甲高いので暗くら闇やみの中でよく響く。気を失っていた町民たちは一人また一人と目を覚まし、円えん盤ばんの屋根で仁王立ちするポー姫へと視線を注いだ。地に伏していた状態から目を向けるのだから、自然と見上げる姿勢になる。夜間作業用ハロゲンライトの照明で〝金きん鳳ぽう花げの君〟と呼ばれた姫の金髪はきらきら煌きらめき、皆にはまるで降臨したての天使のように見えただろう。

「聞くがよい！　平へい家け町ちようの有力者たちによって構成される我ら〝平家町むつみ会〟は、グラウンドの私的な発はつ掘くつに反対する！」

『我ら』？　なんで姫、ドサクサに紛れてメンバーに入ってるんだ？

「汝なんじらの中には、むつみ会メンバーの下で働いておる者や、同じ町内の者もいよう。今夜のうちに見事埋まい蔵ぞう金きんを手中にできればよいが、そうでなければ明日から気まずい思いをするかもしれぬぞ？　──よいか、我らは権力で皆を従わせようというのではないのじゃ。本当は汝らとて、このような騒ぎはよくないと分かっていよう。我らは、やめるきっかけを与えてやったにすぎん。よく考えてみることじゃな」

　姫は目立ちたがり屋のバカだが、こんな具合に喋しやべりは上う手まい。気絶から目覚めたばかりのところに理詰めの言葉を聞かされて、ほとんどの者は抵抗の意思を失っていた。

　無論、納得のいっていない者もいたようだが、そこに姫のダメ押しの一言。

「安心せよ、我らは慈悲深い。汝らがお宝を手にするチャンスを用意したのじゃ。皆が公平かつ合法的に、堂々と発掘作業のできるチャンスをな。妾はここに宣言する。──平家町では明日の朝九時より、大々的に埋蔵金の発掘イベントを行うものとする！　名づけて〝町おこし埋まい蔵ぞう金きんフェスティバル（仮）〟じゃ！」

　グラウンド中で、おおーっ、という歓声が沸き上がる。

「おいっ、ポー姫！」

　俺は円えん盤ばんの上で、下にいる皆に聞こえないよう小声で言った。

「なんで、お前主催のイベントみたいに宣言してるんだよ？　これは宮ミ籐ヤのおじさんたち〝平へい家け町ちようむつみ会〟が考えたイベントなんだぞ」

　そもそも、その発表はもう一時間後くらいに町内放送でするって予定だったじゃないか。勝手に手順を変えるのも問題だ。

「くふふっ、リンイチローよ、細かいことを言うでない。宇宙テレビ局の隠しカメラが密ひそかに撮影しておるのじゃぞ。スーパーのおっさんより金髪美少女が発表した方が映えるというものじゃろう」

「それはそうかもしれないが……」

「こうやって、妾わらわの存在感を強めておるのじゃ。これほど目立っては、もはや妾をイベントの中心から外すことはできまい？」

　こいつ、計算高い。相変わらず厄介であなどれない八歳児だ。







　ポーリリファ姫が見事な弁舌で民衆を扇せん動どうしている最さ中なか──、

「うふふっ……ねえ、クラウゼラ～──」

　宇宙から来た女騎士セシミリルは、クラウゼラへと囁ささやきかける。

「セシミリル……？　私になんの用だ？」

　ポーリリファ姫たちは、既にセシミリルとは和解している。それについては説明を受けた。今や敵てき対たいする理由はない。──でありながら、この仮面のスペース女騎士の姿を前にすると、クラウゼラの体は無意識のうちに身構え、手は自然と戦剣ローゼウムに伸びる。

　そんな彼女の警けい戒かいをまったく意に介すことなく、セシミリルは言葉を続けた。

「腕を上げたわねぇ～。こんなにたくさんの人を、傷つけずに鎮ちん圧あつしちゃうだなんて。でもぉ……相変わらず、不器用に生きてるみたいねぇ？」

「──ッ!?　貴様、何者なのだ！　私のなにを知っている!?」

　しかし、セシミリルは答えない。ただ黙したまま、くるりと背を向け去っていく。

（セシミリル……まさか、お前は──!?）

　仮面の陰で、彼女が笑っているのを確かに感じた。
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　余談だが──〝平へい家け町ちようむつみ会〟の面々は、このとき既にフェスティバルの準備に取りかかっていた。

　自分の部下やつきあいのある会社に電話をかけ、必要な物資や人員を手配し、足りないものは手作りで。明朝に間に合わせるべく、徹夜覚悟で働いていた。

　もちろん、自分たちの家や会社が儲もうかるように。

　大きなイベントがあれば、当然大きな金が動く。むつみ会の名士たちはその利権を狙ねらっていたのだ。

　特に宮ミ籐ヤのおじさんはスーパーという商売柄、食材や衣装の材料、飾り用の小物や清掃道具など、メンバー中で一番大きな利益が見込める。銀河帝国ハーストウールのタコ型歩兵を総動員して雑作業をさせ、三脚式歩行戦車ウオーマシーンをトラック代わりにして荷物を大量に運ばせていた。

　むつみ会のメンバーたちは準備が一段落した後、勝手に主催者面でイベント告知をしたポー姫に文句を言おうとしたが、姫が、

「勝手なことをして悪かったのじゃ。ここはひとつ、我ら主従の手柄に免じて大目に見てはくれぬかのう？　ほれ、クラウゼラが暴動を止めなければ、そもそもこの計画自体が頓とん挫ざしておったのじゃし。くふふっ」

　と恩着せがましく言ったため、それ以上は怒られなかった。

　どうやらポー姫のやつ、暴動鎮ちん圧あつの一件を笠かさに着て、しばらく好き勝手する気のようだ。この姫、こういうの本当に上う手まいな。







　姫の弁舌のおかげか、噂うわさは夜のうちに町中へと広まった。

　さらに町の人口の半数近くを占める高齢者たちは、夜は早く寝る分、朝は早起き。早朝ゲートボールや早朝散歩、早朝家庭菜園、早朝山歩きといった老人特有の早朝ネットワークで情報を交換し合う。

　こうして朝食どきには、各家庭の食卓はフェスティバルの話題で持ち切りとなり……。

　そして、朝の九時。

「──それでは、ただ今より第一回〝町おこし埋まい蔵ぞう金きんフェスティバル　～スペース徳とく川がわ埋蔵金の町　平家町～〟を開会します」

　町長（中規模建設会社社長の義理の姪めいで、もと県庁の道路開発課課長（※不必要なリアリティ））による開会宣言と共に、ついに埋蔵金フェスティバルは始まったのだ。
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　見上げれば、いつも以上の澄んだ青空。

　午前の太陽がまぶしく輝く中、グラウンドには大人、子供、老人、全すべて合わせて三〇〇名近くが集まっていた。人口一〇〇〇人に満たないこの町で、これほどの大人数が一か所に集まることは珍しい。

「はーい、それでは場所決めのくじ引きを行いまーす」

　宮ミ籐ヤとファウ第八皇女、それにタコ型歩兵たちは実行委員の腕章をつけて、参加者一同を並ばせる。

「みんな順番に、この〝銀河帝国ハーストウール軍特製くじ引きボックス〟からくじを引いてくださーい」

「……くじ引きボックスには細工なんてない。安心する。……まじでまじで」

「「キュピー」」

　宮ミ籐ヤたちは手際よく、くじを引かせて場所を割り振っていくのだが──。

「くじを引いたら、書いてあるアルファベットのエリアに行ってくださいー。ハイ、貴方あなたはこっち。あんたはあっちね。水神ミナカミさんとキザクラと千チ佳カ先輩は向こうのエリアよ」

「……念を押すが、くじ引きボックスには細工なんてない。……まじでまじで」

「「キュピー」」

　いいや、絶対細工してるだろ？　あっちのエリアＡ、小・中・高の女子ばかりがやたらと集中しているぞ。それも女子の中でも可愛かわいい子ばかりが。明らかな作為が見える！

「……くじ引きは公正。テレビ撮影しやすいように、見栄えのいい女子ばかりのエリアを作ったりしていない。……セシミリルは『ＪＳ、ＪＣ、ＪＫは宇宙的にウケがいい』と言っていたが、べつにそんなの意識していない。ただの偶然」

　なるほど、やはりそういうことだったか。

　周囲をよく見れば、ピンポン玉サイズの球形をした機械があちこちにフワフワ浮いていた。これが宇宙のテレビカメラであったらしい。

「……エリアＡ担当の宇宙テレビカメラのうちの一台、〝Ｒ－12ほんのりアダルトチャンネル（有料）〟と宇宙共通文字で書かれているが、気にしないように」

　いいや、それは気にするだろ。気にしろ。というか、気にさせたくないなら黙ってろ。みんな宇宙共通文字なんて読めないんだから。

　……しかし今気がついたが、俺たちのマドンナ水神ミナカミさんと、『叱しかられたい眼鏡女子』こと地底民族の千チ佳カ先輩と、『不良で怖いがちょっと可愛い』と定評のある河童かつぱのキザクラ、あの三人はエリアＡじゃないんだな？　見栄えのいい子たちを集中させるなら、外せないメンバーだと思うんだが。……ええと、三人はエリアＢか。

「……エリアＢには、宇宙テレビ局から『集中的に写したい』と言われている美人ばかりが固まっている。しかし、もちろんただの偶然。……また、水神ミナカミハイドォラたち三名は昨日喧けん嘩かをしていて、一緒のエリアにするとドラマチックな展開が期待できる。……が、やはりこれも偶然。余計な詮せん索さくをしないように」

　つまり、カメラの前でまた喧けん嘩かするのを期待してるってことか？　やめろよ、そういうアメリカのドキュメンタリー番組みたいなやり口は。

「……エリアＢには〝Ｒ－15なんとなく少しだけアダルトチャンネル（有料）〟のカメラが飛んでいるが、これもただの偶然。……『摑つかみ合あいの喧嘩でポロリするかも』などと期待していない」

　……そのチャンネル、いくらで入会できる？　いや、一応参考までに。

「……話は変わるが、あっちのエリアＣには『いかにも農村』といった、イイ顔のおっちゃんと、イイ顔のおばちゃんと、イイ顔のお爺じいちゃんと、イイ顔のお婆ちゃんが集中している。いかにも宇宙ファミリー層にウケそうな光景になっているが、それも偶然。……あとで、おばちゃんとお婆ちゃんにはモンペの野良着を、おっちゃんとお爺ちゃんには農協の手ぬぐいを支給する」

　急に話題を変えるな。有料チャンネルの話を聞かせろ。──とはいえ、いろいろ考えているんだな。美少女だけに頼らず、ちゃんとファミリー層をターゲットにしたエリアまであるとは。ちょっと感心した。

「……とにかく、くじ引きについて、そういった疑問を持つ者がいるかもしれない。しかし、全すべて偶然。テレビ局に配慮などしていない。……フー、だれかに聞かれる前に、全部先に答えておいた。これで疑う者などいないはず」

「「キュピー、キュピー」」

　どんな論法だ？　どうしてそれで疑いが晴れると？

　しかし……どうやら、こいつら本気だな？　宮ミ籐ヤもファウ第八皇女も──その背後にいる宮ミ籐ヤのおじさんたち〝平へい家け町ちようむつみ会〟や、それと組んでるセシミリルも、本気で視聴者受けを狙ねらっている。遊び半分ではないプロフェッショナルの仕事ぶりだ。

　その本気が伝わったのか、フェスティバル参加者のみんなも、

『──はいはい、分かったよ。もう偶然でいいよ』

　という反応になっていた。とりあえず結果オーライと言えなくもない。

「それでは、場所が決まった人から発はつ掘くつ作業を始めてくださーい」

「……穴掘りには、ミヤヤマートの高級スコップとネコ車がおすすめ」

「「キュピー」」

　こうして宮ミ籐ヤたちは特製くじ引きボックス（インチキ）を使って、手際よく参加者たちに発掘場所を割り振っていった。

　そして、ラストの一人──。

「最後は、私だ……」

　女騎士クラウが、ボックスの前に立つ。

　昨日と同じく、ジャージのズボンを穿はいた姿で。額や首筋からは汗が垂れていた。

「ちょ……ちょっと、クラウゼラ大丈夫なの!?　休んだ方がいいんじゃない？」

　宮ミ籐ヤはテレビカメラを意識して笑顔を絶やさないまま、心配そうにクラウに訊たずねる。

「いいや、体調は問題ない。ただ……暑いのだ。今日は気温が高いから……」

「だったら、もっと薄着すればいいじゃない。ジャージのズボン脱ぎなさいよ」

「い……いや、それは……」

「とにかく、今みたいに汗だらだらで調子悪そうにしてるんじゃ、美人用のエリアに配置できないわね。悪いけど、これは公正な判断よ」

「うむ……」
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　天の川銀河系最大のテレビ局、ギャラクシーチャンネル35。

　銀河中央近くにある緑のケーダス恒星系に本社を構えるテレビ局であり、第六オーバーフォトンを用いた超光速放送網と、無人カメラ群を使った効率的な番組作り、そして高品質なコンテンツを売り物としている局である。ここの番組は、銀河広域軍事帝国ハーストゥールほか七つの宇宙列強国家で視聴が可能だ。

　この〝あるとしか言えない埋まい蔵ぞう金きんスペシャル！　辺境惑星地球でスペース徳とく川がわ埋蔵金を探せ！〟はギャラクシーチャンネル35とその系列の地方局および有料チャンネルで放送されている番組だった。

　そんな宇宙テレビ局のカメラが見守る中、ついに発はつ掘くつ作業は開始される。

　町の人々はスコップで一斉にグラウンドを掘り返していった。グラウンドは昨日から既にあちこち掘り返されていたが、そこにさらに深く、大きな穴を開けていくことになる。

　参加者は皆、土木作業で真っ黒に汚れていく。もちろんエリアＡとエリアＢの『見栄えのいい女子たち』もだ。少女たちは皆、ＪＳ、ＪＣ、ＪＫであることを強調するために学校指定の体操服──上は名札つきの体操シャツ、下はブルマーという宇宙的には『野や蛮ばんな民族衣装』で、土と汗の混じった泥だらけになっていった。

　エリアＡやＢの美少女たちに浮遊カメラが何機も集まっていく、その一方──、

「このへん、カメラあんまり来ないな？」

　クラウと俺は、エリアＺ──広いのにカメラがほとんどいないエリアで穴を掘っていた。どうやら男子の学生や、そんなに『イイ顔』をしてない大人たちは、このエリアに送られることになっているらしい。つまりは『その他』のエリアというわけだ。

「クラウなんて、本来あっちのＡかＢに行くべきなのにな」

　俺がそう言うと、クラウは額の汗を拭ぬぐいつつ、首を小さく横に振る。

「いいや、問題ない……。私は別に、テレビに出たいなどとは思ってなかった。宮みや籐とうミヤたちの指示に従うまでだ」

「それならいいが……。しかし、クラウ──さすがにジャージのズボン、脱いだ方がいいんじゃないか？　今日は昨日以上に気温が高いし」

　エロス的な意味合いを抜きにしてもだ。クラウはまだ作業を始めたばかりというのに汗まみれで、顔は赤く上気していた。息もはぁはぁと荒い。なのに、彼女は──。

「いや……。やはり、恥ずかしい……」

「そ、そうか……。それなら仕方ないな！　うん！」

　恥じらうクラウの顔を見ていると、こっちの顔まで赤くなる。

　このようなときに、こんなことを思うべきではないのだろうが──今のこの子クラウは、ちょっと可愛かわいい。グッときた。

（……もうちょっと、このままでいいか）

　もちろん心配ではあったが、こんなグッとくる顔をされては、なにも言えない。

　それにクラウは最近なにか悩みでもあるらしく、ときどき急に上の空になったり、思いつめた表情になったりもしていた。あまりズボンの話ばかりをするのも気が引ける。

（もしかして、スペース女騎士セシミリルのことで悩んでるのかもな。あの女と戦ってから、どうも様子がおかしい……）

　と、そんなタイミングで──、

「どうしたのじゃ、クラウゼラ？　顔が真っ赤ではないか」

　実行委員の腕章をつけたポー姫が、ひょっこりと顔を出す。

「はっ姫殿下、実は……」

「いや、説明せずともよい。見れば、だいたい事情は分かるのじゃ。短パン姿の男子たちに混じって作業をしておるから、ずっとハァハァしっぱなしなのじゃろう？」

　そんなはずないだろ！　姫、もっとクラウのことを心配してやれ。

「まあよい。クラウゼラはこのまま掘っておれ。そろそろ、このエリアにも宇宙テレビカメラが回ってくるはずじゃ。ジャージズボン女騎士フェチの需要があるかもしれぬ」

「はっ。かしこまりました」

　いろんなフェチがあるものなんだな!?

「リンイチローは妾わらわと来るのじゃ。外の様子を見てくるので同行せよ」







　ポー姫のお供で、俺はグラウンドの外へと向かう。

「そういや姫、お前は発はつ掘くつ作業しないのか？　宇宙テレビに映るかもしれないのに」

「昨晩いっぱい目立ったから、今日は控えめにしてろと言われてるのじゃ。あまり同じ人物ばかりがテレビに出ると不自然じゃからのう」

　ああ、昨夜は演説やったりしてたしな。

「『もしかして、この超絶美少女はデビューを控えた新人大物アイドルで、素人のフリをしてこの子を売り出そうとしてるんじゃないか』と疑われては番組の視聴率に響くかもしれぬ。なので今日は、実行委員として裏方の仕事をするのじゃ」

「また図ずう々ずうしい発言を!?　──けどお前、意外と真面目まじめに働いてるんだな？」

「うむ。妾わらわには目的があるからのう。サボってなどおれぬのじゃ。……ウヒャヒヒヒヒ」

　こいつ、またよからぬたくらみをしているようだ。

　ともあれ俺は歩きながら、気になっていたことを訊きいてみた。

「なあ、お前ら《魔法地平シーズベツド》人にとって、ブルマーはそんなに恥ずかしいものなのか？」

「む？　なにを言っておるのじゃ？　妾は恥ずかしがらずに穿はいていよう」

「お前の羞恥心なんて参考になるか」

「なんじゃと!?」

「現にクラウは、ブルマーを恥ずかしがってるだろ」

「だから、あれはクラウゼラの個人的な嗜し好こうなのじゃ。性癖じゃ。まったく、あやつにも困ったものじゃのう。『ブルマーだから平気だもんっ』という有名な言葉もあるように、ブルマーなら大抵のことは平気じゃというのに……」

　そこまでなんでも平気じゃないぞ。お前のブルマー過大評価は問題がある。

「ブルマーは素晴らしいものなのじゃ。どうやら宇宙ではこの良さが理解されておらぬようじゃが、妾は宇宙テレビでの放送とこのフェスティバルを利用して、この《球面地平スフイア》にあまねくブルマーを広めようと思っておる」

　これが今回の『よからぬたくらみ』か！

「そのためにはまず、ちゃんと放送とフェスティバルを成功させねばのう。宇宙の愚民どもも何度もブルマー女子たちを目にすれば、次第にハマってくるじゃろうから」

「お前にしては、ずいぶん地道な計画なんだな？」

「仕方ないのじゃ。あまり派手に宣伝しては、文部科学省モンブカガクシヨーに目をつけられてしまうかもしれぬ。知っておるか、文部科学省モンブカガクシヨー？　一九九〇年代にブルマーを絶滅させようとした悪の組織じゃ」

　いいや、そんな組織じゃない。

「しかし、なんにせよクラウゼラめ、この暑さでジャージ姿は堪こたえよう。我ら《魔法地平シーズベツド》の人間ヒユームは、チーキュの者どもより暑がりじゃからのう」

　そういえば、クラウもそんなことを言っていた。

「姫も、普段着はかなりの薄着だよな」

「うむ。いつものミニスカドレスは春ものじゃ」

「そうなのか。じゃあ真夏になったらどうする気だ？」

「妾わらわはエアコンとやらの効いた部屋でゴロゴロしておる予定なので、同じ服でも問題ないのじゃが──」

　外に出ろ。ゴロゴロすると予告するな。

「クラウゼラのやつめは、夏ものの鎧よろいを着ることになるじゃろう」

「夏ものの鎧？　それって、どんなんだよ？」

「うむ、あのデザインを上う手まく説明するのは難しいのじゃ。たしかチーキュのニホンにちょうどいい言い回しがあったはずなのじゃが、なんと言ったかのう？　ええと、あれは……そうそう思い出した。『ビキニアーマー』というやつじゃ」

「ビキニアーマー!?　マジでか!?」

　俺、夏が楽しみになってきた！

　しかし……ビキニアーマーを夏服として着るクラウが、どうしてそこまでブルマーを嫌がる？　どう考えてもビキニアーマーの方が恥ずかしいだろうに。ただ文化が違うというだけなのか？

　これは、ちょっとしたミステリーと言えた。
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　さて、俺とポー姫がグラウンドの外へと出ると──、

「ふむ、だいぶ準備は進んでおるようじゃのう」

　学校から町の中心部へと続く道路では、大々的に祭りの準備が行われていた。

　左右には山林か農地しかない、ただ長いだけのなにもない道を、提ちよう灯ちんや横断幕で飾り立て、道の両側には焼きそばや焼きイカ、綿あめ、金魚すくいなどの屋台がずらり設置されつつあった。スピーカーからは機材テストで、トカトントンという祭まつり囃ばや子しが流れている。

「へえ、驚いたな。本格的なお祭りじゃないか」

　俺が目を丸くしていると、ポー姫が得意げに答えた。

「当然じゃ。埋まい蔵ぞう金きん騒動をエサに町の外から客を呼び、縁日で金を使わせるのじゃ」

　そのへんは前回の町おこし祭りと同じというわけか。もちろん規模は、今回の方がずっと大きいが。

「けど、今さらながらに思うんだが、ウソの埋蔵金話でこんなに大規模なイベントやって大丈夫なのか？　町の外の業者（地球人）も来てるじゃないか。あんまり地球人同士で話を大きくすると、埋蔵金話にアカデミックな裏づけがないことがバレるぞ？」

　平へい家け町ちようの住民は熱狂のままにグラウンドに穴を掘っているが、冷静なよそ者には『この埋蔵金話ってインチキなんじゃ？』と感づかれかねない。

「くふふっ、心配無用なのじゃ。ちゃんと手は打っておる」

「手？　どんな手だ？」

　そんな話をしていると──、

「アカデミックな裏づけならありますよ。この町には、昔から埋まい蔵ぞう金きん伝説がありまして」

　見慣れない白髪の男が、急に俺たちの前に現れた。

「？　だれだ!?」

「くふふっ、この人は小説家兼歴史研究家の偉い先生なのじゃ。やはり学術的な裏づけは必要じゃろうからな。妾わらわがわざわざ連れてきたのじゃ」

　小説家兼歴史研究家の偉い先生？　司し馬ば遼りよう太た郎ろうみたいな人か？

「ほれ先生、自己紹介するがよい」

「こんにちは、作家のバナメイ遼太郎です」

　ニセモノじゃねえか！

「私の名前はエビの食品偽装事件をネタにした超面白いギャグです」

　いや、それは分かるよ！　少し分かりにくかったけどギリギリで分かったよ！

「それはともかく、この町の一部では埋蔵金のありかを示すと言われているわらべ歌が室町時代から伝わっているのです。──キズついた月が暗黒の恋を唄うたう、八月の罪を血で嗤わらうようにビリーブ・ロンリーユー、埋蔵金はグラウンドに埋まってる～♪」

「なんでわらべ歌、『うろおぼえでイメージしたビジュアル系ロックバンド』みたいな歌詞なんだよ！　しかも歌詞の一部英語かよ！　スペースとはいえ徳とく川がわ埋蔵金なのに室町時代から伝わってるのかよ！　それとアンタ妙に歌上う手まいな!?」

　一度にたくさんツッコミさせるな。のどが痛くなったらどうする。

「ていうか、カツラで一瞬分からなかったけど、アンタよく見たら宮ミ籐ヤんちのおじさんじゃないですか！」

　ミヤヤマート社長の宮みや籐とう浩こう二じ（五二歳）だ。

「はっはっは、そんなに歌は上手だったかね？　実はちょっと自信があるのだよ。おじさんはこう見えて若いころ──」

「いいえ、どうでもいいです。興味ないんで」

「そうかね、ちぇっ……。ともかく、我々むつみ会の面々がコネクションを駆使して、これだけの数の屋台を集めたのだよ。どうだね、すごいだろう？」

　ああ、それはたしかにすごい。タコ焼き、お好み焼き、綿あめ、焼きイカ、ベビーカステラ、大阪焼き、射的、金魚すくいと一〇〇軒近くも並んでいる。毎年のお寺のお祭りや初詣よりもうんと大規模だ。

「宇宙テレビを見て観かん光こうに来てくれた人たちに、この縁日で買い物してもらう予定なのだ。屋台は焼きそばなどの定番のものだけでなく、この町の特産品も用意してある。『地球の日本の中でも、特に平へい家け町ちようはいいところだ』と思ってもらえるようにね」

「この町の特産品？」

　そんなものあったか？　平へい家け町ちようのある岐ぎ阜ふ県東部といえば、名物らしい名物がないので有名なのに……。おじさん、いったいなにを売るつもりだ？

「まずは、この地方の特産、五ご平へいもち。岐阜県東部から長なが野の県にかけて、高速道路のサービスエリアでよく売っている食べ物だ」

　ああ、それがあったか。五平もちは美う味まいよな。

　ご飯に味み噌そを塗って、田楽や団子みたいに串くしに刺して焼いたもので、この地方の数少ない名物のひとつだ。上う手まく説明するのは難しいが、イメージの湧かない人は『焼きおにぎりを二〇倍くらい美お味いしくしたもの』と思ってくれればいい。

　味噌にはみりんや砂糖、砕いたクルミやピーナツが混ざっているため独特の風味があって香ばしく、たまにしか食べないが俺も好きな食べ物だった。

「それから、これだ。食べたことあるかね？」

「これは……ヤマサキパンのランチバック？」

　玉子サラダやピーナツバターなどを耳のない食パンで包んでふちを封着したサンドウィッチであり、その食べやすさ、おしゃれさ、美味しさから学生やＯＬさんを中心に売れているヤマサキパンの大ヒット商品だ。

「これこそ平家町ゆかりの一品！　平家一門が開発したパン──正式名称〝平家パン〟だ！」

「……はい？　平家パン？」

「うむ。実はランチバックというのは、君の隣の家に住んでいる平たいらの景かげ清きよさんが源氏一門の〝源氏パイ〟に対抗すべく開発したパンなのだよ。彼はその特許収入で生活している」

　知らなかった！　ただの浪人生だと思っていたのに。

「ちなみ、どうして平家パンなのかというと、見たまえ──」

　おじさんは、びしっ、とパンの端はしを指さしながら言った。

「ほらっ！　耳が切ってある！」

　ん……？

　今のってどういう意味だ？　ええと、ええと…………あっ、分かった！

「って、耳なし芳ほう一いちかよ！」

　平家の亡霊が琵び琶わ法師の耳をちぎったという故こ事じに由来しているのかよ！　──って、分かりにくいよ！

「さすがは麟りん一いち郎ろう君。さっきの作家の名前といい、よくぞこの難しいネタにツッコミを入れた」

「うむうむ。やはりリンイチローはツッコミでこそ真価を発はつ揮きする男なのじゃ」

　姫、ほかに取り柄がないみたいな言い方はよせ。

「とにかく、普段このあたりでは見られない大規模な縁日だ。これほどの規模、平へい家け町ちようだけでなく、このへんの地域でも初めてかもしれん。さらに、夜には盆踊りがあるし、三日目の最終日には花火大会も予定されている。盛り上がること確実だ」

　盆踊りって、今はお盆じゃないぞ。まだ六月の前半だ。──というか、もしかして俺たち三日間も穴掘りさせられるのか？　疲れて花火なんか見てられないんじゃ？

「かつて、この町では農のう閑かん期きに、昼は発はつ掘くつ作業をし、夜は埋まい蔵ぞう金きんの発見を願って踊り明かしていたのだ。そう書かれた古文書を、地元の作家兼歴史研究家が発見した。ついさっき。宇宙テレビ局の協力で」

「だから、その作家兼歴史研究家っておじさんじゃないですか！　宇宙テレビ局のヤラセに協力しないでください！」

　そんな俺の反応を見て、ポー姫は高らかに笑う。

「はっはっは、気にすることはないのじゃ、リンイチローよ。テレビなんてどうせウソばっかり言ってるものじゃぞ」

　お前、開き直るんじゃない！　スペース女騎士兼プロデューサーのセシミリルもそうだが、どうやらコイツら、メディアに関かかわらせたらいけないタイプの人間だ。ポー姫は前から分かっていたが、まさか宮ミ籐ヤのおじさんまでそうだったとは。

「さあ、あとは日が暮れるのを待つだけじゃ。祭りの縁日エンニチというのは夕方からが本番じゃからのう。楽しみじゃ」

　そうか？　俺はどんどん不安になってきたぞ。
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　ミヤヤマートの娘でありイベントの実行委員でもある宮みや籐とうみやは、見回りの最中、瀬せ田た麟りん一いち郎ろうの姿を見つけ──、

「あっ、麟一郎リン──」

　と声をかけようとしたが、途中でやめた。横にポー姫の姿を見つけたからだ。

（なにか、騒々しく喋しやべってる……。楽しそう……）

　よく見れば横には変装した彼女の父親もいたが、それは目には入らなかった。

（さっきはクラウゼラと一緒だったし、最近はあの子たちとばっかり……）

　ほんの二〇日前までは、彼と一番よく接していたのは、この自分であったのに。

　しかも、町おこしのお祭りの日にまで、ずっと《魔法地平シーズベツド》の子たちと一緒とは！

（麟一郎リンはもう憶おぼえてないの？　前回の町おこしのお祭りで、わたしたちは……）

　知らぬ間に、時間だけが過ぎていく……。






第五章







麟りん一いち郎ろう「なあ、女騎士の夏服がビキニアーマーって本当か？」

ポー姫「うむ、大マジじゃ。夏を楽しみにしておるがいい。……ちなみに真夏の話はだいたい五巻くらいでする予定じゃ。それまでシリーズが続くよう、皆も応援するがよい」

麟一郎「商売が強引だ!?」
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　おじさんも言っていたが、平へい家け町ちようではこれほど大きなお祭りは初めてになる。

　都会の人間は『田舎の祭りはやたらと大がかり』『田舎では謎なぞの珍祭・奇祭をやっている』『田舎の人は全員祭り好き』などと思っているかもしれないが、そんなのはごく一部の地域に過ぎない。少なくともこの町では、毎年定例のお祭りはひどくショボくて、縁日の屋台はせいぜい一〇軒。そのうちの半分は町内の主婦たちが持ち回りで、おでんだのカレーライスだのを出しているだけだった。ガッカリ祭りと言わざるを得ない。

　ただ、『町おこしのお祭り』は、さすがに町の外に見せるものだけあって、もう少し賑やかなものになる。二年半前も町中が喜んだものだ。

　今回は、あのときよりもさらに大規模！　さすがに興奮を禁じ得ない。

　──ともあれ、時間は過ぎて、もう夕方。

　学校の窓から外を見れば、グラウンドに設置された巨大モニターで宇宙テレビの映像が流れていた。昼間撮影したものだ。




　埋まい蔵ぞう金きんが眠る最有力候補地のエリアＢ。──三人の美少女が担当するこのエリアでは、ちょっとした諍いさかいが起きていた。

「キシャー、シュルル！　キシャーシュルルルルル！」

「だから、アタイは吸ってねえって言ってるだろ！」

　なんと女子トイレに、カッパ巻きの吸い殻が！　メンバーの一人である小島キザクラ（中二）が隠れてキュウリを吸っていたというのだ。もちろん中学生の喫キューは地球でも違法である。

「キシャーッ！」

　彼女の頰ほおに、熱い平手打ちビンタをする水神ミナカミハイドォラ（高二）。これもキザクラの身を案ずるあまりのことだった。キザクラは昨日『キュウリは、もうやめる』と約束したばかりであったのに……。だが──、

「フン……あんたもアタイのこと信じてくれないんだね……」

「キシャー、シュルルル……？」

　このとき、キザクラの目に浮かんだ涙のわけは？

　そして我々は、ついに事件の真相を突き止める……。（──続きは九〇秒後、ＣＭのあとで！）




　なるほど、こういう番組だったのか。悔しいが続きが気になる。あと水神ミナカミさんは、テレビだと一層美人だ。仲間想おもいの熱い一面も見れて嬉うれしい。

　──ともあれ時間は、午後の五時過ぎ。

　町を囲む山々は太陽を遮り、空をオレンジ色に染めていく。東側の空は既に黒い。とかとんちきちき、という祭まつり囃ばや子しは次第にその音ねを大きくしていった。

　本日の発はつ掘くつ作業は、四時ごろにはもう終了している。『──安全上の理由から夕方以降の作業はいたしません。このあとは伝統にのっとり発掘を祈き願がんしての縁日と盆踊りをお楽しみください』と、プロデューサーのセシミリルが自らアナウンスしていた。

　そうして現在──俺たちは学校で、縁日に行く準備をしているところ。

「クラウー、姫ー、着替えはまだかー？」

　俺は廊下で、更衣室代わりの教室で着替える二人を待っていた。

「うむ……今、ハイドォラにやってもらっているところだ」

「妾わらわもじゃ。うむむ、帯が案外キツイのじゃな」

　小・中・高の女子たちは、祭りの雰囲気づくりのために浴衣姿で縁日に行くよう、セシミリルや実行委員から言いつけられている。半強制ではあったものの、女子にとっては浴衣を着る貴重な機会であり、姫やクラウのように自前の浴衣を持っていない子には無料でレンタルしてくれるということから、評判は決して悪くない。

　ちなみに着付けは、水神ミナカミさんの担当だ。さすが家が旅館だけあって、着物の着付けはお触手てのものらしい。

「キシャー、シュルルル」

　おっ、終わったか。

「待たせたな、リンイチロー」

「どうじゃ、なかなかに似合っていよう？」

　そう言って出てきた二人を見て──特にクラウの姿を見て、俺はただ、

「お……おう、まあな……」

　としか言えなかった。もちろん似合っているという意味だ。

　顔見知りの女子がめかしこんでうんと綺き麗れいになっていたとき、男子というのはそういう反応をするものだった。『ドキッとした』という言い方をしてもいい。

　クラウの浴衣は、鮮やかな藍あい色をしたもので、そこに彼女の二つ名でもある白い百ゆ合りの模も様ようが入っていた。青と白というのはいつも着ている鎧よろいと同じ色。借り物でありながら、まるでクラウが着るためだけに仕立てられたもののようだ。

「キシャー」

　そうか、水神ミナカミさんが選んだのか。ナイスチョイスだ。

　髪も浴衣に合わせて後ろでアップにまとめている。よく考えたら、クラウのうなじは初めて見た。よく世間で『うなじが色っぽい』などと言うが──なるほど、こういうことだったのか。初めて理解できた。──それと、ここ一番のおしゃれのつもりなのか、よく見ればいつぞや姫にもらっていた花の髪飾りもつけていた。安物なのは知っていたが、うまくアクセントになっている。由来的にも、姫に仕える騎士のおしゃれだ。

「リ、リンイチローよ、じろじろ見るな！　恥ずかしい……!!」

「ああ、すまない……。けど、よく似合ってるぞ」

「そ、そうか、うむ……。……ありがとう」

　俺とクラウは、互いに顔を赤くしながらうつむいた。

　──と、そこにポー姫。

「リンイチローよ、妾わらわも褒めよ」












「はいはい、お前も似合ってるぞ」

「うむっ」

　姫の浴衣は赤とピンクの派手なもので、実際こいつによく似合っていた。可愛かわいらしい上に華やかでめでたく、姫のキャラクター性とちょうどいい。しかも、よく見れば模も様ように二つ名のキンポウゲも入っており、白しら百ゆ合りのクラウとお揃そろいになっている。

「キシャーシュルル」

　ああ、すごいな。よく、こんなにぴったりの浴衣を見つけたものだ。

「それでは、さっさと縁日に行くのじゃ。我ら主従のカワユイ浴衣姿を見て、リンイチローもこづかいをくれる気になったじゃろう？　ヤキソバとワタアメとセルメンとやらを食べたいので、いっぱいお金をよこすがよいのじゃ」

「そんな強引な催促しなくても平気だぞ。祖ば母あちゃんから金を預かってる」

「さすがは祖母殿。神聖連合王国イース復興の暁には爵位くらいやらねばのう。ほれ、汝なんじら早く行くのじゃ」

　俺とクラウは、姫に手を引っぱられて歩き出すが──、

「キシャー、シュルルル？　キシャー？」

　と、急に宮ミ籐ヤのことを水神ミナカミさんに訊きかれた。

「あいつなら、今ごろ自分の家で着替えてる。俺たちとは現地集合の予定だ」

「キシャー、シュルルル？」

「ああ、うん……。よく分かるな？　たしかに、そんな顔してた」

　怒ってるというか、悲しんでるというか。少なくとも上機嫌でなかったのは確かだ。

　待ち合わせの時間を決めるとき、俺が『クラウとポーの着替えが終わってから行く』という話をしたら、宮ミ籐ヤはそんな顔をした。

　あいつ、まるでクラウたちに来てほしくなかったみたいだ。さすがにそこまで仲が悪いはずないんだが……。

「キシャー、シュルルル？　キシャー、キシャー」

「？　俺は宮ミ籐ヤに冷たくなんてしてないと思うが……。それより水神ミナカミさんも縁日行くんだろ？　一緒に行かないか？」

「キシャー、シュルルル」

　ああ、そうか。まだ他人の着つけがあるんじゃ仕方ない。それに、よく見たらまだ本人が浴衣姿になっていなかった。

「キシャー」

「ああ。それじゃあ、また現地で」

　こうして俺とクラウとポー姫は、現地へと向かう。

　グラウンドの前に作られた、白やオレンジの照明煌きらめく夜店の列へ──。

「ところでクラウ、お前まだ顔赤いな？　暑いのか？」

「い……いや、問題ない。もう日が落ちて涼しいからな。これは、その……慣れない民族衣装で照れているだけだ！」

　そうか、それなら問題ないか。
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　──とかとんとん、ちきちきちき、とかとんとん、ちきちきちき




　夕暮れの薄うす闇やみの中、スピーカーが祭まつり囃ばや子しをエンドレスで流し続ける。

　つい今朝まで、ここはなにもない道路だった。左右には農地か山林か、あるいは斜面があるだけの道。──それが、いつの間にかこの通り。

　祭囃子の音色と、しらじらしいほど温かみのある照明、そしてソースや醬しよう油ゆの焦げる匂におい……そんなものに満みち溢あふれた〝お祭り〟の空間となっていた。

　これらの音、光、匂いは、いずれもこの国の人間を熱狂させるべく長い時間をかけて進化してきたものであり、あらがえる日本人はそう多くない。そして《魔法地平シーズベツド》から来た異世界人も──、

「ほほう、アニメとおんなじじゃのう！」

　やや風情のない表現だったが、気に入ってはくれたらしい。

「昼間、準備している様子は見ておったが、こうして日が暮れてから見ると違うのう。この、ずらりと並んだ屋台！　ヤキソバ、ヤキイカ、ワタアメ、リンゴアメ、タコヤキ、セルメン、キンギョスクイ……なるほど、こういう食べ物であったのじゃな。名前だけでは想像がつかなかったのじゃ。見よ、あのキンギョという魚。色鮮やかで美う味まそうじゃ」

　一応言っておくが、金魚は食べ物じゃないからな。

「よしっ、さっそく食べるのじゃ！　汝なんじら、ついてまいれ！」

「はっ、姫殿下」

　勝手に奥へと行こうとする姫たちを、俺は慌てて引き留める。

「待て、お前ら。宮ミ籐ヤと待ち合わせしてるんだから動くんじゃない」

「～、宮みや籐とうミヤのやつめ。しかし、すぐ近くの屋台で遊ぶのならばよいじゃろう？　ちょうど目の前がキンギョスクイじゃ。遊び方は準備のときに聞いておる。──クラウゼラよ、そのモナカの皮でキンギョを捕まえるのじゃ！」

「はっ、姫殿下。……しかし、モナカの皮では水に溶けてしまうのでは？」

「そういう遊びであるのじゃ。ゲーム性というものじゃ」

　一応、ルールは知っているようだ。

「取ったキンギョは、店主がその場でテンプラにしてくれるのじゃ。いかにもチーキュのニホン的であろう？」

「なるほど」

　いいや、違う。そうじゃない。たしかに地球の日本的な気もするが。クラウも『なるほど』とか適当な受け答えをするな。

　こうしてクラウは命じられるままに、金魚すくいにチャレンジするが──、

「ああっ、モナカの皮が！」

「くふふっクラウゼラよ、早くも失敗したようじゃのう？」

「な……なんという不覚！　〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟とまで呼ばれた私が魚も捕まえられぬとは……クッ、殺せ！」

　はいはい、くっころ。初めてなんだからそんなものだ。

「まったく、我が騎士ローズバドは不器用なのじゃな」

「い……いえ、今のでコツは摑つかめました！　次こそは！　……力づくでは駄目なのだ。スピードと、動きの精度をもっと上げて──それに、動きを読むのだ。魚の鰭ひれの微び妙みような動き……水のわずかな動きも……。目だけでなく、肌と精神で感じ取り……」

「はっはっは、汝なんじの今の台詞せりふ、バトルシーンでヒントにしそうな感じじゃのう？」

　まだ来たばかりだというのに、姫たちは早くも騒々しい。

（でも、まあ……楽しそうだからいいか）

　特にクラウ。

　昼間はなにやら悩んでいるようであったのに、今は姫と一緒にきゃっきゃとはしゃいでいる。そんな姿を見ていると俺は安心できたし──さらに、また別の喜びもあった。

　前にも言った気がするが、町おこしの真髄は『町（と自分たち）の価値を認めてほしい』という気持ちだ。

　異世界から来たクラウやポー姫が、日本式の祭りを楽しんでくれているのは、まさしくその欲求を満たすものだった。田舎も町おこしも好きでない俺だったが、二人を見ると『この町の住人として』つい頰ほおが緩む。

（それに──美人と祭りを歩くのは、それだけで嬉うれしいものだしな）

　こちらは、極めて単純かつ世俗的な喜びだ。

　浴衣姿のクラウを連れているというだけで、なんとも誇らしい気分になる。しかも、このあと学校のマドンナ水神ミナカミさんとも合流するだなんて！

　それから、もちろん宮ミ籐ヤとも──。

（……そういや、あいつ、なかなか来ないな？　約束の時間は過ぎたのに）

　浴衣姿の宮ミ籐ヤが現れたのは、それからさらに五分も後のことだった。

「麟一郎リン、待たせてごめん……」

　相変わらず、上機嫌とは言えない顔だ。





　　３






　宮みや籐とうみやは、正直来るのに気が進まなかった。

　彼女はもともとお祭り好きであったし、それに今日のは『町おこしのお祭り』。彼女と麟りん一いち郎ろうにとっては特別な意味を持つ。少なくともみやはそう信じていた。だが──、

（どうせ麟一郎リンは、クラウゼラたちと一緒だし……）

　そう思うと、ずっと家にいたい気分だった。

　それでも約束したからと行ってみれば案の定、クラウゼラやポー姫と楽しそうに騒いでいた。──自み分やがいなくても関係ない、と言わんばかりに。

「麟一郎リン、待たせてごめん……」

　遅れて合流したとき、みやは自分がどんな顔をしているのか分かっていた。怒っているとも悲しんでいるともつかない、いかにも不機嫌そうな顔だ。お祭りには相応ふさわしくない。

　麟一郎は、みやの白地に金魚の柄が入った浴衣を見ながら、

「お……おう、まあな……」

　とだけの返事。












（やっぱり、来なきゃよかった……。軽くつきあったら、すぐ帰ろう……）

　彼女はそう思っていたのだが──、

「──これ、やるよ」

　そう言って麟りん一いち郎ろうは、焼きイカをみやに差し出した。

「イカ？　……どうして？」

「前の町おこしのとき、お前が俺におごってくれたろ。あのときの礼だ。……宮ミ籐ヤはもう忘れてたか？」

　いいや、忘れるはずがない。

　あの日──自分と麟一郎が、初めて友達になった日のことだ。

「俺はあの夜のことを、ずっと憶おぼえてる……。あのころ俺は今よりも田舎が嫌いだった。いつもイライラしてて、誰にも心を開いていなかった。もちろん、みんなからも煙たがられてて──」

「あのころは麟一郎リン、不良みたいだったもんね」

「ああ……。けど、お前に祭りに誘ってもらって、夜店を回って、イカを食べて……それがすごく楽しかったんだ。宮ミ籐ヤ──お前っていう、この町で初めての友達ができて……」

　あの日以降、麟一郎は水神ミナカミハイドォラや、他の少年少女たちとも打ち解けて、ちゃんとこの平へい家け町ちようの一員になった。

「俺はあのとき初めて、田舎も悪くないって思った。──いや、少なくとも『この町は嫌いじゃない』って。お前やみんながいるから。ここに来てよかったと初めて思えた」

「麟一郎リン……」

「だから、クラウやポー姫もお祭りに連れてきたかったんだ。お前やみんなと一緒に。あの時の俺みたいに……。──もっとも、あいつらは当時の俺より、うんと上う手まくこの町でやってけてるが」

「ふふっ、そうね」

　みやは実は、お祭りの少し前から麟一郎のことが好きだった。それで彼を誘っただけだ。

　初めて仲良くなれたあの日は、もちろん思い出の日ではある。しかし──。

（麟一郎リンにとって、あの日はわたしにとってより、ずっと大事な日になってたのね……）

　嬉うれしくもあり、申し訳なくもあり。みやはつい浴衣の袖そでで顔を隠した。夜店の金魚より真っ赤になっていたことだろう。

『あのお祭りの日が大切だから、今夜はクラウゼラたちを大事にしたい』──その理屈は多少気に食わないものではあったが、納得できるものでもあった。

「……ま、いいわ。仕方ないわね」

　みやは焼きイカを受け取り一口齧かじると、金魚すくいをしていたクラウに歩み寄る。

「クラウ、金魚すくいそれ終わったら一緒に夜店回りましょ」

　クラウゼラたちと仲良くする──これがきっと今一番、麟りん一いち郎ろうが喜ぶことだ。







　クラウは、さすが剣の達人だ。二度目のチャレンジでは次々とモナカの皮で金魚を次々とすくっていく。気がつけば、捕とった金魚を入れる容器は山盛りに溢あふれんばかり。

　だが『食用ではない』とポー姫が知ったため、一匹だけ戦利品として持ち帰り、あとは店に返すことにした。店主も肝を冷やしたことだろう。

「それじゃクラウ、行きましょう」

「う……うむ、そうだなミヤ……」

　宮ミ籐ヤとクラウは手を繫つないで夜店を回る。それはまるで、ずっと前からの親友同士であるかのように。名前もいつの間にか略称だ。

　お前ら、どうした？　ついさっきまで、もっと緊張感のある仲だったろ？

「グフフフ、百ゆ合りじゃのう。いいものを見せてもらっておるのじゃ。まさかアニメ空白地帯であるこの町で、こんな萌もえ深夜アニメのような光景が見れるとは……。うむうむ、眼福眼福」

「ポー姫、そういうことを言うものじゃない」

　百合とか言うな。仲のいい女子ってのは、よくこうして手を繫いでるじゃないか。そりゃあ俺もちょっとはそう思ったが。けど、わざわざ口に出して言うことじゃない。

　宮ミ籐ヤと〝白百合の君ルー・アウラトウム〟は二人でビーズアクセサリーの屋台を覗のぞき込こんでいたが、そのうちに宮ミ籐ヤはなにかに気づいたらしく、首をかしげながらクラウに訊たずねる。

「クラウ、もしかして熱でもあるの？　ずっと顔赤いけど……。まだ暑い？」

「い……いや、そうではない……。ただ、その……照れているのだ」

「照れる？　なにに照れるってのよ？」

　おいおい宮ミ籐ヤ、分からないのか？　お前と急に仲良くなって、手を繫いで歩いてるんだ。顔くらい赤くはなるだろう。なあ、クラウ──。

「この民族衣装……ユカタのせいだ」

　……ん？　違ったか？　じゃあ、どういうことだ？

「ユカタの下には、下着をつけないものなのだろう……？　なのに、こんな大勢の前で歩いて……。だから──」

「はぁ!?　じゃあアンタ、パンツ穿はいてないってわけ!?」

　なんだって！　ノーパンティーだと!?

「そ、そんなに大きな声を出すな……!!　それに、お前だってそうなのだろう？　みんなそうだと、姫殿下が言っていて……水神ミナカミハイドォラも『キシャー』と言っていたぞ？」

「そんなわけないでしょ！　なに騙だまされてんのよ！」

　そうか……。クラウのやつ、ノーパンだったのか……そうか、うむ……。

「こらっ、ポー姫！　いいかげんなこと言って！」

　宮ミ籐ヤは、ポー姫の頭をげんこつで叩たたく。ぽこっ、といい音が鳴り響く。

「ウウウ、痛いのじゃ……。昔読んだマンガでそう言っておったのに……ちなみに妾わらわはブルマー着用じゃが。ブルマーだから平気だもんっ」

　ポー姫、自分は穿はいてるのか。ひどいな。──だが、よくやった！　別に『中身』が見えたわけじゃないが、なんというか『穿いてない』と思うだけで夢が膨らむ。

「このっ！　バカ麟一郎リン！」

　なぜか宮ミ籐ヤのやつ、俺までゴツッ、ボコッと殴りやがった。二発も。とても痛い。

「クラウ、ちょっと来なさい！　学校戻って穿いて来るわよ！」

「う、うむ……」

　宮ミ籐ヤは繫つないでいた手を一いつ旦たん振り払うと、手首を摑つかみ直してクラウを学校へと引きずっていった。──今の手の動作、もしかすると微び妙みような感情の変化が、さりげなく表現されていたのかもしれない。







　さて、残された俺とポー姫だが──。

「うむむ、行ってしまったのじゃ。ノーパンの女騎士とお祭りを回るという妾のドリームが……」

「お前、どんなドリームだよ、まったく……。それはそれとして姫──なんでも好きなもの買ってやるぞ」

　お前のドリーム、俺はたしかに受け取った！

「くふふっ、汝なんじならそう言ってくれると思ったのじゃ。それではクラウゼラがパンティーを穿いて戻ってくるまで、リンイチローと二人で遊ぶとしよう。──とは言っても……」

　と、ここでポー姫は、芝居がかった、もったいぶった間を入れつつ言った。

「二人っきりというわけにはいかんようじゃな。そこの物もの陰かげを見よ。我らを尾行しておる者がおる」

「なんだと!?」

　俺が、姫の指さす方向を見ると……、

「あらあらうふふ～、見つかっちゃいましたぁ？　私、昔から尾行はヘタで……」

　そこにいたのは、スペース女騎士セシミリル。

　お祭りらしく、浴衣にいつもの仮面という姿だ。

「ノーパンティーのクラウゼラの後を追おうか、貴方あなたがたと接触しようか悩んでいたのですが……こうなると選択肢はないようですねぇ～」

　その口調は相変わらずのんびりとしてはいたものの、いつもより少しだけ真剣なもののようにも聞こえた。

「お二人はクラウゼラのお友達ですよねぇ？　実は、彼女のことで相談が……」

　クラウのことで相談だと？
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「目立つところではなんですので、そこの裏に……」

「うむ、いいじゃろう」

　ソースの香り漂ただよう焼きそば屋の裏で、俺、ポー姫、仮面のスペース女騎士セシミリルの三人は声を潜ひそめて会話する。

「しかし、意外じゃのう？　汝なんじがクラウゼラを気にかけておったとは」

　姫の言う通りだ。──いや、そもそもセシミリルが俺たちに接触してきたこと自体が意外だった。

　このセシミリルは基本的に『偉い人としか話したくない』と思っていたらしく、俺やポー姫のような下したっ端ぱ実行委員には声をかけるどころかロクに目線も向けようとしていなかったのに。そのあたり、いかにも怪しいテレビ業界人らしいのだが。

　その彼女が、クラウのことで俺たちと密みつ談だんだなんて。

「ははあ、さてはズーレーだからアスリー乳にゆう女騎士のことが気になるのじゃな？」

　いいや姫、そんな雰囲気じゃなさそうだぞ。セシミリルはいつになく大おお真面目まじめだ。これはきっと、ただごとではあるまい。

　俺は、改めて彼女に訊たずねた。

「なあ、セシミリル……宇宙から来たスペース女騎士が、なんでクラウのことを気にしているんだ？」

「はい……それには深いわけがあるのです。実は……」

　そしてセシミリルは、俺たちの目の前で、その仮面を──バイザーつきの兜かぶとを脱ぐ。

　中から現れた素顔は、なんと──!!

「そんな、まさか……!!　クラウに似てる！」

　くすんだ金髪に、ギリシャ彫刻のように整った顔立ち。──三つか四つほど歳とし上うえに見えるものの、その顔はクラウにそっくり。まるで成長したクラウそのものだった。

「私の本当の名は、セシミリル・ジルー・コトヴィック、一九歳……。クラウゼラの姉にあたります」

　クラウの姉さんだって!?　そんな、まさか！

　だが言われてみれば、なぜか初めて会ったときからクラウのことを知っていたようだったし、微び妙みように不自然な態度を取っていたし、そもそも騎士を名乗っていたし、使う剣術も少し似ている気はしていたが……。しかし、まさか姉妹とは思わなかった！

「む？　なんじゃリンイチロー、なにをそんなに驚いておる？」

「？　ポー姫、なんでお前は驚いてないんだよ？」

「だいたい想像ついておったからじゃ。前後の流れからして、いかにもありそうなパターンじゃろうに。マンガやアニメでは定番じゃ」

　だから、マンガ脳はよせ。普通はあり得ない話だろ。

「ま、そうでなくとも妾わらわはセシミリルのことは知っておったからのう。クラウゼラにセシミリルという名の姉がおり、我が母に仕えておったと聞いておる。しかし、三年前に出奔したと聞いておるが……。ちなみに、こやつの名の『ジルー』は『家督相続権を持たぬ自由騎士』の意味じゃ」

　出奔？　家出してたってことか？　三年前にいったいなにが……。

「っていうか、セシミリルって本名なのか!?　じゃあ、なんでクラウは気づいてない!?」

「それはほれ、クラウゼラはニブチンじゃから」

　ああ、それは納得だ……。とはいえ、さすがに鈍すぎるだろ。

「あらあらまあ～……この幼女はずいぶんと事情にお詳しい。いったい貴方あなたは何者でしょう？　我が妹たるクラウゼラを『我が騎士ローズバド』と呼び、今また女王陛下を母と呼ぶ貴方はいったい……？　以前から少し気になってはいたのですが、お金の匂においがしないのでほったらかしにしていました」

　いや、そこはもっと気にしろ。いかにも重要そうなことなんだから。怪しいテレビ業界人だからって、さすがにそれは適当すぎる。

「くふふっ、知らずとあらば教えてやろう！　妾こそはイース神聖連合王国王位継承権第二位、ポーリリファ・ルーカ・アデルベーン・ジャッセン八歳。王都に名高き〝金きん鳳ぽう花げの君〟とは妾のことじゃ。驚いたか？」

　姫、なにカッコつけて名乗ってる。

　だが、その名を聞き、セシミリルは目を丸くした。

「はい～……？　ポーリリファ殿下のことは私も存じていますが、姫殿下は愛くるしくも聡そう明めいな美幼女……。貴方のような『ずる賢くてこすっからいタイプの悪ガキ』ではないですよぉ。どなたかとお間違えでは～？」

「本人が自分を間違えるわけがなかろう！」

　期待したのとは違う驚き方をされ、姫は少しムッとした顔になる。

「でも、そうですよねぇ～。三年も経たてば、人は変わるのかもしれません。……ううっ」

「セシミリルよ、その『ううっ』はなんじゃ？　なぜ、いきなりホロリと涙ぐむ？」

　そりゃあ『あの可愛かわいい姫がこんなになってしまって』のホロリだろ。俺はセシミリルの気持ち分かるぞ。昔の姫は知らないが。

「そもそも変わり果てた姿というなら、汝なんじの方がそうじゃろう？　もと神聖連合王国イースの騎士ローズバドたる汝が、なにゆえスペース女騎士などをしておる？」

「はい、実は～……」

　そしてセシミリルは、身の上話を語りだす──。

「幼いころから私は、神聖連合王国イースの騎士ローズバドとして、またコトヴィック家の跡取りとして剣の修行に励み、一〇歳のころには天才少女として《魔法地平シーズベツド》に名を知らしめておりました。ついでに言えば、一六歳のころには巨乳としても名を知らしめておりました」

「最後の情報は不要なのじゃ」

　いいや、ぜひその話も聞かせてくれ。

「背が高かったこともあり、昔から胸は大きかったのです～。地球の規格で言うところのＦカップでした」

　ほほう……。うむうむ。そうか、一六のころからそんなに……。

「ちなみに昨夜クラウゼラの着ていたミスリル銀の鎧よろい、あれはもともと私が使っていたものですよぉ～。胸の部分を打ち直さずに着ていたようですが、サイズは合っているのでしょうか？　心配です」

「だから、そんな話はどうでもいいのじゃ」

　いや、どうでもよくない！　なるほど、アスリー乳にゆうのクラウがどうして、あんな上げ底の胸甲をつけているのかと疑問だったが……。そうか、巨乳の姉がいるという伏線だったのか！　なんというか、いろいろ深い話だな。おそれいった。うん。

「リンイチローよ、いいかげんにするのじゃ。汝がツッコミ役に徹してくれぬと、妾わらわがダイナミックにボケられぬ。会話のフォーメーションが崩れるのじゃ」

　ああ、そりゃ悪かったよ。

「ではセシミリルよ、話を続けるのじゃ」

「はい～。とにかく、天才的な剣技を持つ騎士ローズバドだった私は、幼いころから先祖伝来の戦剣ローゼウム〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟と共に戦場を駆け巡ってました。イース神聖連合王国はしょっちゅう周辺諸国や亜人間デミヒユームに対して侵略戦争を仕掛けてましたから、戦場には事欠きません」

　ポー姫たちの国、ホントに問題ある国だな？

「ですが、ある日～……急に、なにもかも虚むなしくなったのです。戦いも、国も、名誉も。血に塗まみれた生き方そのものが。今まで大切にしていたもの全すべてが空虚に思えてきて……。そして三年前、もうすぐ大きな戦いくさの始まるという、ある日の夜──気がつくと私は剣も鎧も置いたまま、王都から逃げ出していたのです」

　セシミリル、そんな過去が……。

　その後、置いていった戦剣ローゼウムと鎧はクラウに引き継がれたというわけか。

「戦いくさから逃げ出した私は、いろいろあってスペース女騎士兼宇宙スペースイトイシ・ゲサトをするようになり、こうして現在に至ります～……」

　いや、ちょっと待て。

　どう『いろいろ』あれば、異世界の宇宙でイトイシ・ゲサトになるんだよ？

「〝大扉ゲート〟の術ソ法ウでこの《球面地平スフイア》に来て、それからいろいろあって～……」

　だから、その『いろいろ』ってなんだよ！

「こうして全すべてを捨てた私ですが、まさかこんなところで妹の姿を見れようとは……。こんな宇宙ジャスコもない辺境惑星で……」

　辺境惑星のそのまた田舎で悪かったな。

「神聖連合王国イースは滅亡したと聞いていましたが、あの子が生きていてくれたとは～！　故郷を捨てた私でも、愛する妹のことを忘れたことはありません。ああ、我が妹クラウゼラ、もう一度貴方あなたに会って抱きしめたい……」

　強引にいい話に戻したな？　そんなセシミリルに俺は言ってやった。

「会えばいいじゃないか。クラウだって喜ぶかもしれないぞ」

「いいえ、それは無理です。姉だと名乗り出ることなんて……。クラウゼラは私のことを憎んでいるはず。武門の誇りを捨てて逃げた私を、きっと許ゆるしはしないでしょう」

「そんなことは……」

「いいや、セシミリルの言う通りじゃろう」

　ポー姫が、気のせいか普段よりも少しだけ真面目まじめな顔で口を挟んだ。

「三年前にこやつが逃亡した後、我が神聖連合王国イースは戦いくさで大敗してのう。そのため領土も一部失い、クラウゼラたちコトヴィック家の名誉は深く傷ついたのじゃ。周りから白い目で見られ、当時一三歳じゃったロリクラウゼラもいろいろ苦労したと聞く。きっと、まだ姉を許してはいまい」

　そうだったのか……。もしかして、クラウの生真面目な騎士ぶりは、その影響であるのだろうか？　自分は姉と違うと周囲に示したいがあまり、あのような『いかにもな女騎士』になってしまったのかも──そう考えれば、いろいろなことに納得がいった。

　セシミリルは妹を思い出して、さめざめと涙を流す。

　彼女は怪しいテレビ業界人で、いかにもインチキ臭い女だったが──、

「ああ、クラウゼラ～……私の愛いとしい妹……」

　こんな姿を見せられると、さすがに気の毒になってきた。

　彼女たちの母国、イース神聖連合王国の価値観からすれば、セシミリルの犯した罪は決して許されることではないのだろう。──だが俺たちの価値観からすれば、実の家族が引き裂かれたままというのも見過ごすべきではないことだ。

　それに、もしかするとクラウが最近悩んでいたのも……。

　セシミリルが姉だと察して、それであんな風に元気がなかったのかもしれない。

「姫、どうだろう？　二人が仲直りできるよう、俺たちで──」

　途中まで言ったところで、セシミリルは『そう言ってくれるのを待っていた』と言わんばかりのタイミングで──、

「あらあらまあまあまあ～、なんという親切な人でしょう！　私たち美人姉妹の仲を取り持ってくれるだなんて～！」

　と俺に抱きつき、感激の涙を流した！

　微び妙みように台詞せりふ、わざとらしいな？　まさか、さっきのがっかりした態度は演技か。

　とはいえ──彼女が抱きついた拍子に、九七センチのＧカップが俺の顔に当たる。いや、押し付けられる。

　いわゆる『胸ムニュ』。

　鎧よろいの上からなので『胸ガシッ！』とか『胸ズガッ！』という言葉の方がそれっぽいかもしれないが……しかし、おっぱいだから痛くない！　これっぽっちも痛くないぞ！　むしろ柔らかくさえ感じる（錯覚）！

　ああ……今なら分かる。時間と空間……そして生命の進化の全すべてが……。この虚虚実実ないまぜの宇宙で、今この瞬間のこの感触だけは真実だった。ありがとう巨乳！　ありがとう巨乳力コスモ！












「こんな幸せそうなリンイチローの顔は初めて見たのじゃ」

　そうだろう、姫、そうだろう。

　そんな俺とポー姫に、セシミリル（巨乳）は改めて頭を下げる。

「とにかく、お二人ともお願いします～。お礼はなんでもしますので……」

　このセシミリルの『お礼』という言葉に、ポー姫がピクッと反応した。

「ほほう、礼じゃと……？　今の言葉に偽りはないじゃろうな？」

「ええ……。相手が美少女限定でしたら、エロスな『お礼はなんでもします』も受け付けますけれどぉ～……」

「いいや、それも多少気になるのじゃが、今回はもっと別のものを貰もらうのじゃ。よかろう、我が母のもと騎士ローズバドセシミリル・ジルー・コトヴィックよ！　汝なんじら姉妹の仲、妾わらわがなんとかしてやろう！」

　ポー姫、なにやら自信ありげだな？

「くふふっ、妾によい考えがあるのじゃ。セシミリルよ、すぐに妾の言うのものを用意するがよい」






第六章







ポー姫「ところで、ファウっちのやつが見当たらぬのう？」

宮みや籐とうみや「ファウなら、クラスメイトのヤマダくんと一緒のはずよ」

ポー姫「なんと!?　あやつめ、男子と二人きりでお祭りとは、なんというエロス小学生。しかも相手は、いつもファウっち限定でスカートめくりをしておるヤマダとは……」

ファウ皇女「……ミヤちゃん、なぜ余計なことをバラす」
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　その後、俺とポー姫は、戻って来たクラウと宮ミ籐ヤ、それに浴衣姿の水神ミナカミさんと合流。夜更けまで祭りを楽しんだ。

　そして、翌朝──。

　高校の二年生用教室に設置された実行委員会本部では、朝の会議が行われる。俺は委員じゃないはずだったが、うやむやのうちにポー姫に連れてこられた。

　スペース女騎士のセシミリルが、プロデューサーとして委員一同の前で挨あい拶さつをする。

「は～い、皆さんおはようございます～。本日でフェスティバルも二日目となります。みんな、張り切っていきましょう～」

　実のところ、俺はずっと『このフェスティバル、本当に成功するのだろうか』と心配をしていた。埋まい蔵ぞう金きんなんかで町おこしになるのだろうかと。しかし結論から言うと……、

「皆さんのおかげで、現段階ではフェスティバルは順調に進んでいます～。こちらのグラフをご覧ください。ほら、ほらほら！　既に『大成功』と言っていい数字です！」

　全然問題なく成功していた！

　昨日は初日にもかかわらず、宇宙テレビを見た宇宙観かん光こう客だけでなく『平へい家け町ちようでなにかやっているらしい』と聞きつけた近隣市町村の住民までも集まっていたらしい。

「これまでの実質的経済効果は早くも、なんと二億スペースジンバブエ円～！　実質的動員数は二〇スペース万人となります～。ちなみに『実質的経済効果』とは、このイベントがきっかけで動いたと想定されるお金の合計、『実質的動員数』はイベントに影響を受けたと思われる人の数です」

　──って、インチキ臭い指標の数字を持ってきた!?　『二億スペースジンバブエ円』とやらが日本円でいくらなのかも不明だし！

　さっきのは前言撤回だ。もしかすると成功していないかもしれない。

「しかも、これは全三日の日程のうち、まだ初日～！　急きゆう遽きよ開催したフェスティバルだけあって初日は準備不足なところもありましたが、今日からはさらに規模も拡大していきましょう。宣伝もバンバン打っていますので、昨日の倍以上のお客が見込めるはずです～」

　委員たちから、おおっ、という歓声が上がる。

　実行委員のほとんどは〝平家町むつみ会〟メンバーやその家族、社員といった関係者たちで、フェスティバルの成功が直接利害に繫つながる者ばかり。一般の町民以上に、客の入りは気になるのだろう。

「それでは、各自お仕事に取り掛かってくださいな。それから～……ポー姫殿下とリンイチローくんは一緒に来てください。例の計画を始めましょう」
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　俺とポー姫とセシミリルは、校舎裏の人目につかないあたりに移動する。

『例の計画』というのは、もちろんクラウとの仲を取り持つ計画のことだ。

「さて、コホンなのじゃ」

　ポー姫は、わざとらしい咳せき払ばらい。どうやら『改まった話をするぞ』という芝居がかったサインのつもりらしい。

「計画を実行する前に確認しておくことがある。つまりは妾わらわの報酬のことじゃ」

「あらあらうふふ～、やっぱりエロス行為がお望みですか？　仕方ありませんねぇ……」

「鎧よろいを脱ごうとするななのじゃ。そんな話はしておらぬ」

　姫、なぜ脱ぐのを止めた！　なぜ止めた！

「妾の望むもの……それはブルマー利権じゃ！　汝なんじは宇宙メディアの力を使って『ブルマーはいいもの』とスペース世論を誘導するがよい。そして、この町をブルマーの聖地とし、妾はその利権を一手に担う女王となるのじゃ」

　そんなこと狙ねらってたのか!?　デカいのかそうでもないのか、よく分からない野望だな？

「まあブルマーですか～？」

「そうじゃ。ちなみに、この町をブルマーの聖地にする準備はもうできておる。ちょうど、そのへんに小さな石せき碑ひがあるじゃろう？」

　ああ、本当だ。高さ三〇センチほどの小さなやつで、だいぶ古いものらしく、碑文は擦すり切きれて読めなくなっている。こんなものがあったとは知らなかった。

「それは実は、ブルマーの発明者であるアメリア・ジェンクス・ブルマー夫人（１８１８～１８９４・アメリカ）の墓だったのじゃ。母国で処刑されたと言われておったが、実はひそかに日本に渡り、この町で余生を過ごしたらしい。郷土の偉人というやつじゃな。昨夜、小説家兼歴史研究家の先生が急に発見してのう」

「お前、もっとよく考えてからウソをつけ！」

　またバナメイか！　宮み籐やんちのおじさん、つきあいいいな！

「碑文が擦り切れてるのをいいことに、内容をでっち上げるんじゃない！　そもそもブルマー夫人なんて偉人がいるか！　勝手な偉人を創作するな！」

「ほほう？　リンイチローよ、もしおったらどうするつもりじゃ？　もしブルマー夫人が実在したら、汝は鼻からスパゲティ食べるか目でピーナッツ嚙かむかするのじゃぞ？」

　なんなんだ、その交換条件は。

「とにかく、そういったわけでこの町はブルマーの聖地ということにするのじゃ。グラウンドの埋まい蔵ぞう金きんも『その正体は、ブルマー夫人の遺のこした黄金のブルマーだった』みたいな感じにせよ。──いや、むしろ『ブルマーを愛する気持ちこそが宝』とかで構わぬ。どうじゃ、セシミリルよ？」

　さすがに、そんなの適当すぎるだろ。

　だが、セシミリルは姫の言葉に大きく頷うなずく。

「なんというアイデア～！　本当は『町のみんなが団結する心こそが埋蔵金だったのだ』とお茶をにごす予定でしたが、そっちの方がキレイにまとまりそう！」

　お前、なにを感心してるんだよ。

「それに～……私は正直、ブルマーって好きではなかったのですが、姫殿下の熱い心に打たれて、だんだん『けっこうアリなんじゃ』って気がしてきました。やはり情熱は大切なんですねぇ」

「くふふっ、そういうことじゃ。ブルマーは人の心を打つものなのじゃ」

　お前ら、やっぱりメディアに関かかわっちゃいけない人間だ。

「分かりました、ブルマー利権はなんとかしましょう。ですが、その前に～」

「うむ、分かっておる。例の者たちは手配できておるか？」

「は～い、そろそろ来るころかと……」

　と、まさそのタイミングで──。




　──ポワワワワワワ……




　浮遊音を鳴らしながら、空から宇宙船が降りてきた。セシミリルが乗ってきたのより少し大きな、一五メートルサイズのアダムスキー型円えん盤ばんが。

「ああ、やっと来てくれました。皆さ～ん、こっちです～」

　円盤が着陸を済ますと、中から一〇名ほどの宇宙人たちが現れる。

　種族はばらばらだが皆、身長二メートル以上ある大男で、そのうち一人は手に光線銃を持っていた。それと、全員顔が怖い。

「くふふっ、皆なかなかの面構えじゃのう？　怖くて強そうな顔をしておる」

「でしょう～？　宇宙の悪役専門の芸能プロから派遣してもらいましたので」

　宇宙の芸能プロダクション？　役者なんか呼んでどういうつもりだ？

「ちなみに、そこの人は私の昔の知り合いで、『顔は特に怖いがイイ声を出す』と評判の役者なんですよぉ」

「──どうも、こんにちは」

　ホントだ、イイ声してる！

「隣で銃を持ってる人は、そのまたお仲間で～……とにかく、みんなもと軍人や宇宙武道の有段者ばかり。顔だけでなく腕にも自信のある人たちです」

「うむうむ、注文通りなのじゃ。よいか、スペース役者どもよ！　汝なんじらの役は、このあたりを縄張りとする宇宙暴力団じゃ。グラウンドに乱入し、『おうおうテメエら、だれに断って埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつなんてやってやがるんでえ』と暴れるがよい」

　あー、そういうことか。

　姫がなにをしたいのか、もうだいたい分かったぞ。

「汝らが暴れていると、当然クラウゼラが出てくるじゃろう。そして乱闘になるわけじゃが、そんな中で、そこの汝──そう、銃を持っている汝じゃ。役名で言うと〝子分Ｂ〟。汝が銃でクラウゼラを撃つ！　──しかし、そこでセシミリル！」

「私ですか～？」

「うむっ。汝なんじはクラウゼラをかばい身代わりに撃たれる！」

「まあ～？　撃たれたら、さすがのスペース女騎士でも死んじゃいますよぉ？」

「いやいや、銃は芝居用の小道具なので痛くはないから安心せよ。とにかく汝は撃たれてバタッと倒れるのじゃ。その姿を見て、クラウゼラは『なぜ、この私をかばったのだ？』と訊たずねるじゃろう。そこで汝は自分の正体を明かすのじゃ。『実は私は、お前の姉であったのです！』とな。あとは感動の再会というわけじゃ」

「あらあらまあまあまあ～！　なるほど、なんて頭いい！　聞いたこともないような斬新な方法です！」

　いいや、ものすごく古典的な手口だ。そんなことだろうと思ってたぞ。

　お前、さては土曜の昼にテレビで新喜劇を観みたな？　平へい家け町ちようは一応中部・東海地方なので、テレビ番組は関西の影響が強いんだ。

「くふふっ、すごかろう？　もっと褒めるのじゃ。しかし、クラウゼラも意外と素直でないところがあるからのう……。戸惑うばかりで、すぐには姉を許ゆるさぬかもしれぬ」

「まあ、そんな……。そうなったら、どうすれば～？」

「もちろん、ちゃんと考えておる。そんなときはスペース役者ども、汝らの出番じゃ。〝兄貴分Ａ（役名）〟よ、この台本の台詞せりふを読むがよい」

　そして、さっきのセシミリルの昔の知り合いとやらが『イイ声』で言った。

「──自分の命を捨ててまで妹を助けようたァ、なんと見上げた心意気。この世知辛ぇご時世に、こんな妹想おもいの姉がいようとは……。オウ野郎ども、引上げだ！　鬼と呼ばれたこの俺も、敵かなわねェのが──ア、海より深き姉の愛」

「うむっ、よしっ！　カッコいいのじゃ！」

　……今の、なに風だ？　昔の芝居？

　ポー姫、ときどき妙なものが好きだよな。

「こんなにカッコいい台詞を言えば『許してもいいかなあ』という空気ができあがることじゃろう。こうして周囲から盛り上げてやることで、仲直りせざるを得ないようにするのじゃ。クラウゼラはああ見えても押しに弱いからのう」

　相変わらず、そういうズルい計算はしてやがる。

「どうじゃ、見事な作戦であろう？」

「はは～っ、さすがは姫殿下！　このセシミリル、感服いたしました。その作戦ならば完璧でしょう！」

　そうかあ？

　いろいろ言いたいことはあるが……しかし、どこからツッコめばいいものやら。

　そもそも、その手の『荒っぽい手段』が、あのクラウに通用するのか？　あいつ、滅め茶ちや苦く茶ちやに強いのに。一瞬で全員やられて終わりじゃないか？

「それでは作戦開始じゃ。全員、クラウゼラのいるエリアＺへ向かうのじゃ」
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　さて、エリアＺ。

『男子学生』や『見た目が面白くない大人』そして『美少女ではない女子』たちの集まるエリアだ。なんというか、いろいろと失礼極まりない。

　クラウは美少女でありながら、今日も『汗をだらだらかいてて、見てると不安になるから』という理由でこのエリアＺの、そのまた隅っこに送られていた。姫曰いわく、

「クラウゼラには、今日はエリアの隅にて一人で作業するよう言ってあるのじゃ」

　とのことだ。

　俺たち一同が、物もの陰かげに潜ひそんでエリアＺの端はしっこを覗うかがうと──そこでは、クラウ（？）が一人きりで地面を掘っていた。

　謎なぞの着ぐるみに身を包んで！

「？　ポー姫、あの着ぐるみはなんだ？」

　あの余ったシーツで適当に作ったみたいな、丸っこくて、黄色くて、モチーフ不明の謎のキャラクターはなんなんだ？　デザインといい造形といい、ひどく雑な出来なんだが。

　ただ、この場所にいるということは、中身はクラウで間違いないのだろう。よく見れば腰に戦剣ローゼウムも下げている。

　俺の疑問に、姫は得意げに答えてくれた。

「あれこそは妾わらわが考案した平へい家け町ちようのゆるキャラじゃ」

　ゆるキャラだと？　お前、いつの間にそんなものを。

「じゃあ、あれは有名な〝ふなっしー〟のパクリのつもりか？」

「うむっ。昨晩突然思いついたので、宇宙テレビの衣装部に大急ぎで作らせたのじゃ。我が騎士ローズバドクラウゼラが中に入っておるから──名付けて〝おんなきっしー〟じゃ！」

「クオリティ低っ!?」

　着ぐるみの出来も悪いが、それ以上にダジャレのクオリティがひどすぎる！　『しー』だけで上う手まいこと言えたつもりか!?

「あれは、あやつの戦闘能力を弱める効果を狙ねらっておるのじゃ。クラウゼラは今日もジャージズボン姿であったため汗だくで、さらに今朝は早起きして祖母殿に家事をさせられておった。──こうして、ただでさえ疲労しておるところに、ダメ押しの着ぐるみじゃ！　着ぐるみ内はひどく蒸し暑く、さらには動きも視界も制限される。これだけ弱体化させれば、スペース役者どもも仕事がやりやすかろう」

　なるほど。ちゃんといろいろ考えていたんだな。

「ちなみにデザインは、お隣のカゲキヨに頼んだのじゃ。あやつはああ見えて、ゆるキャラ作りは手慣れたもので『平へい家けガニ』『あんとくさま』など平家関連のゆるキャラにはだいたい一枚嚙かんでおる」

　平たいらの景かげ清きよさん、多芸だな!?

「妾わらわの計算によれば、この着ぐるみのおかげでクラウゼラの戦闘能力は半分になっておるはずじゃ。──さあ、それではスペース役者どもよ、ショータイムなのじゃ！」

　こうして智ち将しようポー姫の計画が、ついに実行される。

「──おうおうテメエら、だれに断ってこんな埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつなんてやってやがるんでえ」

　兄貴分Ａがおなじみのイイ声で〝おんなきっしークラウ〟に因縁をつけ、そして……。







　二秒後──。

『着ぐるみでクラウの戦闘能力を半分にする』というポー姫の目もく論ろ見みは成功したと言っていい。本来なら『一瞬』で全滅するはずだったスペース役者たちは──その倍の『二瞬』。約二秒もの間、持ちこたえた。

「──すいません、カンベンしてください。この通りです。あと、顔はぶたないで。役者なので」

　スペース役者たちの死し屍し累るい々るいの中、兄貴分Ａが土下座する。持って回った言い方をしてしまったが、要は二秒で全滅したということだ。

　ちなみにクラウは戦剣ローゼウムを抜いていない。着ぐるみを着たまま、見事な身のこなしで動き回り、パンチとキックと投げ技だけで全員まとめて叩たたきのめした。一騎当千なのだから半分でも五〇〇人力ということらしい。

「思い知ったか、ごろつきの悪党どもめ！　我こそは《魔法地平シーズベツド》全土に名を知らしめた〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟──もとい〝おんなきっしー〟である！」

　クラウ、その姿のままカッコつけるな。それと、普通に名乗っていい。もしかして気に入ってるのか？

　ちなみに銃担当の子分Ｂは一番初めに倒していた。飛び道具を持つ敵てきを真っ先に狙ねらうところが、さすがはプロの女騎士だ。

　そしてクラウは、兄貴分Ａの前でスコップを振り上げる。

「悪党どもよ、私は人を傷つけることを好まない。だが、私のいないときに皆に危害を加えられては困るのだ。なので──悪いが、何日か意識を失ってもらうぞ」

「──ひいいっ!?」

　どうやら『しばらく意識が戻らない程度の強さで、スコップでぶん殴る』というつもりらしい。それを見たセシミリルは、とっさに──、

「ああ～っ、いけませんクラウゼラ～！　彼に怪け我がをさせてはいけない！」

　と、物もの陰かげから飛び出した！

　振り下ろされるスコップの前へと、兄貴分Ａをかばう形で。

「お前は、スペース女騎士セシミリル……!?　なぜ、その男をかばうのだ？」

　そうだ、なぜこんなことを？　もしかして『妹に他人を傷つけてほしくない』という想おもいからか？　だとすれば俺は、セシミリルに対する見識を改めなければなるまい──。

「その人は、同じ宇宙テレビ局の新番組でレギュラー出演をする予定なんです！　ここで大怪我をされては私の責任問題になっちゃいます！」

　……どうやら違ったらしい。やっぱりな。

　だが、セシミリルはとっさのことであったからか、はたまた相手が剣でないため油断したのか。クラウの振り下ろしたスコップを避けきれずに、そのまま額に命中──金属の仮面を縦真っ二つに叩たたき割る！

「あらあらまあ……。どうしましょう、仮面バイザーが……」

　中からは、妹とよく似た白い素顔が……。

「お前は──!!　その顔、まさか……!?」

「まあ……どうやら、バレてしまったようですね……。我が妹クラウゼラ──実は私は、お前の姉であったのです！」

　かばう相手も逆であったし、手順もすっかり違っていたが──皮肉なことにセシミリルの台詞せりふは、途中から台本と同じものだった。

「やはり、セシミリル……!!　貴様、よくも私の前に！」

　残念ながら台本と違い、『感動の再会』というわけにはいかなかったが。
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「あのぉ、僕ら帰っていいでしょうか？　ギャラはプロダクションの方に振り込んどいてください」

　兄貴分Ａ、いいから黙って帰れ。わざわざ断らなくていい。

「それでは皆さん、来週月曜から始まる新番組『人相は悪いがイイ声の人ぶらりスペース下町グルメ旅』をどうぞよろしく」

　番宣もいいから！　ちょっと番組気になるが！

　スペース役者たちが退散していく間も、クラウとセシミリルのやりとりは続いていた。クラウはこれまで俺が見たこともないような怒りの瞳ひとみで、姉の素顔を睨にらみつける。

「貴様、あのセシミリルだったとは……!!　たしかに名前も同じで、声や見た目も似た感じだとは思っていたが──まさか本人だったとは！」

　……クラウ、さすがにそれはマヌケすぎやしないか？　鈍いにもほどがあるだろ。

「あの顔も仮面だったとは……。《魔法地平シーズベツド》にああいう顔の亜人間デミヒユームがいるから、てっきり素顔なのかとばかり……」

　そうなのか……。マヌケなのは間違いないが、多少情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はある。

　ともあれ、だ──。

　剣の達人でありながら、セシミリルは仮面にスコップの一撃を受けた。

　この一撃はただの偶然のはず。なのにクラウのスコップは素顔に傷をつけることなく、仮面だけを真二つに割った。

　これらは、彼女たちの『本当は正体を明かしたい』『本当は正体を知りたい』という心理によるもの……と考えるのは、少々ロマンチックすぎるだろうか？

　こうして姉妹は、運命の──しかし望まぬ形での再会を果たしてしまった。

「クラウゼラ……三年ぶり、ということになるかしら？」

　仮面と共に、セシミリルの言葉から敬語が取れた。これが彼女本来の、妹に対する話し方であったのだろう。

「私の妹……姉さんにお顔を見せてちょうだい」

「セシミリル……!!」

　仮面を外したセシミリルと、着ぐるみのクラウ。この姉妹の姿の対比は、まるで運命の女神が二人に悪質ないたずらを仕掛けているようでもあった。

「あのね、クラウゼラ、私はね……」

「いいや、聞く耳は持たぬ！　逃亡騎士ローズバドセシミリルよ、貴様は生かしておかぬ！　コトヴィックの家名と騎士ローズバドの誇りを汚した罪、その首にて償うがいい！」

　クラウは着ぐるみ姿のまま、腰の戦剣ローゼウムに手をかける──。

「……封印よ、退けブローサム」

（いけない！　このままでは、クラウは──!!）

　クラウは本気で、自分の姉を殺す気だ。着ぐるみ姿でも気迫で分かる。

　でありながらセシミリルは身構えることなく、また逃げようとする様子もない。目の前で戦剣ローゼウムが抜かれようとしているのにだ。この武器の強さを、彼女はよく知っているはずだったのに。

（セシミリル……まさか、死のうとしているのか!?　罪を償うために、自分の妹に斬きられようと？　──駄目だ、クラウゼラ！　殺してはいけない！）

　憎しみに囚とらわれ、家族の命を奪おうだなんて！　もし、そんなことをすれば、きっとお前は一生後悔する。

（そんなお前の姿、俺は見たくない！　人を殺す姿も──後悔しながら生きる姿も！）

　我ながら、なんという無謀さだろう。俺は隠れていた物もの陰かげから飛び出し、走っていた。

　クラウの前へと──抜き身の戦剣ローゼウムの刃へと向かって！

『──やめろ、クラウ！　その人は戦いが嫌で逃げたんだ！　今のお前なら、その気持ちが分かるはずだ！』

　俺は走りながら、そう叫ぼうとしていたが──実際には最初の『やめ』あたりで、クラウの声に遮られた。

「セシミリル！　貴様が同僚の女騎士・女性士官・女性兵士に対して行った、覗のぞき、下着泥棒、行軍中の痴ち漢かん行為、その他セクハラの数々、決して許ゆるされることではない！　挙句に女王陛下の下着を盗もうとして捕えられ、軍法会議にかけられる前日に営倉の鉄格子を壊して脱走するとは！　その罪、万死に値する！」

　……ん？　今の話、セシミリルから聞いていたのと少し違うぞ？

　セシミリルは、クラウの言葉に反論する。

「ううん、そうじゃないのよ～。セクハラはともかく、脱走は仕方ないじゃない。だって軍法会議なのよ？　あのままじゃ私、将軍たちに滅め茶ちや苦く茶ちや叱しかられてたもの！」

『滅茶苦茶叱られる』くらいで済むのか。軍法会議なのに。

「将軍の娘にもいろいろセクハラしてたし、どんな怒られ方するか分かったもんじゃなかったんだもの～。逃げるのは当然じゃない！　それにね、私は嫌になったの。軍が──それに、戦いくさというものが……」

　そうそう、その話。俺が聞いたのは、その話だ。

「だって私は、一〇〇年に一度と言われた天才騎士ローズバドなのよ？　戦場であれほど活躍し、殺さつ戮りくをほしいままにしたというのに、セクハラくらいで怒られるなんて～。そんな軍や戦が嫌になったの！」

　……やっぱり、俺の聞いた話とはニュアンスが違うな。

　さすがに俺は言ってやった。

「おいっ、セシミリル！　俺たちのこと騙だましたのか!?」

「あらあら～、私は別にウソなんか吐ついていませんよぉ？　ただ、あったことを言っただけです。皆さん、なにか勝手に勘違いをしただけなのでは？」

　いや、そう言われてみれば、たしかにウソはなかったが……。

「はっはっは、リンイチローよ、これは一本取られたようじゃのう」

「うるさい、ポー姫！　お前も一緒に騙されてただろ！」

　──と思ったが、もしかしてコイツ、最初から知っていたのか？　謝礼目当てで、わざとセシミリルのデタラメに乗っかっていただけか？

「そうして軍を脱走した私は〝大扉ゲート〟でこの《球面地平スフイア》にやってきて、セクハラに寛容な宇宙テレビ業界で働くことにしたの～。──これがスペース女騎士セシミリル誕生の物語というわけ」

　ひどいな。宇宙テレビ業界、最低だ。

「こちらでの生活は毎日が夢のようで、故郷のことなど完全に忘れていたわ……。でもねクラウゼラ～、こうして再会できたのもなにかの縁。また昔のように一緒に暮らしましょう？　昔のようにお風呂やトイレを覗のぞいたり洗濯物をクンクンしたり、ウソの性知識の話をして怖がらせたりさせてちょうだい。ううん、さらに小さいころのように一緒にお風呂に入って触りっこしても構わないわ！　さあ、今からでもやりましょう～！」

「ええい、寄るな！　一族と騎士ローズバドの恥さらしめ！」

　うん。これは本当に『一族と騎士ローズバドの恥さらし』だ。そうか、こういうタイプのクズだったのか。

　クラウは着ぐるみ姿のまま、戦剣ローゼウムの切っ先をセシミリルへと向けるが、

「……クッ！　こんな女、殺す価値もない！」

　剣を鞘さやに収めると、そのままいずこかへと走り去る──。

　着ぐるみごしだが、クラウは泣いているようにも見えた。
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　その後、俺はクラウを探して、さんざんあちこち駆け回り──、

「クラウ……。こんなところにいたのか」

　グラウンドからだいぶ離れた土手の上で、やっと彼女の姿を見つけた。

　着ぐるみのまま、草の上に体育座りをしているクラウを。

「……リンイチローか、どうした？」

「いや……心配だったから──」

「心配？　なぜ心配など？」

「そりゃ、急に走って逃げたからだ。お前が、その……泣いていたみたいだから……」

　なにかショックを受けたからこそ、あんな風に走り出した──そう思ったからこそ追ったのだ。

　だが、俺の言葉を聞き、クラウは着ぐるみの中で笑う。

「ふふっ、泣くなどと……。ひどい勘違いだ」

「そうなのか？」

「ああ、そうとも。……そうだな、人によっては泣くかもしれない。三年ぶりに会った生き別れの姉が、あんなではな。再会することで『姉が心底、屑くずのような女だ』とはっきり分かってしまったのだ。心の弱い女なら、心が傷つくこともあろう。だが私は違う」

「そうか……。じゃあ、俺の早とちりか」

「当然だ。私は神聖連合王国イースの騎士ローズバドだぞ。たしかに私はこの三年、『今ごろ反省しているかも』『故郷が忘れられず、戻ってきて謝るかも』『いや、そもそも脱走には深い理由があったのかも』と、いろいろ姉のことを想おもっていた。それが今日の再会で、希望を打ち砕かれたとも言える……。だが、騎士ローズバドたるもの、この程度で泣いたり傷ついたりはしない！　そんな脆ぜい弱じやくな精神は持ち合わせてはいないのだ！」

「それならよかった。勘違いして恥ずかしいよ」

「ああ、そうだともリンイチロー」

　自分で言う通り、クラウは強い心の持ち主らしい。俺は心底ほっとした。

　この子が泣いている姿など、俺は見たくなかったから──。

「ところでクラウ──その着ぐるみ脱いだらどうだ？　熱射病で倒れちまうぞ。ただでさえ暑さに弱いんだからさ」

　中では相変わらず体操シャツにジャージズボンという姿のはずだ。今日は昨日よりもさらに気温が高い。その恰かつ好こうでは地球人でも堪こたえるだろう。

「そ……そうだな、確かに暑い……。リンイチローよ、背中を開けてくれ」

「分かった」

　俺が背中のチャックを開けると、中からはジャージズボン姿のクラウが出てきた。

　着ぐるみの中ですっかり蒸されて、髪も服も汗まみれ。全身ぐっしょりずぶ濡ぬれで、特に顔は……。

「！　クラウ、その顔は……!!」

「こ……これは汗だ！　汗で顔が濡れているのだ！」

「あ、ああ……そうだな、汗だ。分かってる……」

『汗』で頰ほおは濡れ、両目は真っ赤に腫はれていた。

「騎士ローズバドは傷つかぬ……。騎士ローズバドは泣かぬ……」

「クラウ……」

　俺が手を伸ばして肩に触れると、クラウは俺に抱きつき──そのまま目の汗を流し続けた。抱きついたのは、顔を見られないためでもあったのだろう。騎士ローズバドの怪力だから俺の肋ろつ骨こつはぎしぎし軋きしむ。だがクラウの心ほど痛くはあるまい。

「あの女は……どうして、今ごろ戻ってきた……。どうして、あのとき去ったのだ……。私になんの別れも言わず……どうして……」

　過去を知らない俺でも分かる。クラウとセシミリル、この姉妹の間には深い絆きずながあったのだろう。そして、さっきの再会は、その絆を砕くものだったのだ。

　俺はなんの言葉もかけられず、ただ肋骨の痛みに耐えるのみだった……。







　俺がクラウを連れてグラウンドへと戻ったのは三〇分も後のこと。『汗』で腫はれた目が戻るまで、だいぶ時間がかかったせいだ。

　そんな俺たちの姿を見つけて──、

「あー、いたいた！　大変よ！　あんたたち、すぐ実行本部に集まって！」

　と宮ミ籐ヤがぶんぶん手を振りながら、俺たちを呼んだ。

「どうした、宮ミ籐ヤ？　なにかあったのか？」

「いいから早く！　〝敵てき〟よ、〝敵〟が現れたのよ！」
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　実行委員会本部では、むつみ会メンバーほか主だった実行委員、それとセシミリルがコの字型に並べた机を囲み、皆一様に眉根を寄せながら資料のコピー用紙を睨にらんでいた。

　一番奥に座っていたセシミリルは、妹のクラウが入ってきたのに気がつき一いち瞥べつを投げかけるが──しかし、なにも言わぬまま、すぐに手元の資料へと目線を戻す。どうやら、かなり事態は深刻らしい。

「おお、クラウゼラにリンイチローよ、やっと来おったか」

　唯一緊張感のない顔のポー姫が、俺たちの姿を見つけて声をかけた。

「汝なんじら、どこに行っておった？　なかなか戻ってこなかったではないか」

「い、いや、べつに……。それより〝敵〟って何者なんだ？」

「知らぬ。妾わらわも今来たばかりで資料もまだもらっておらぬ。リンイチローよ、だれかに聞いてみるのじゃ」

　はいはい、分かったよ。

　みんな、どうにも声をかけにくい雰囲気ではあったが、近くに宮ミ籐ヤんちのおじさんの姿を見つけ、俺は思い切って訊きいてみた。

「おじさん、どうなっているんです？　敵ってどういうことですか？」

「ああ、君たちか……。実は恐ろしい敵が現れたのだよ。このままではフェスティバルもテレビ放送も中止になってしまうかもしれん……」

　フェスティバルが中止だって!?

　しかも宇宙テレビまで中止とは、いったいどんな敵なんだ？

「それはつまり、埋まい蔵ぞう金きん発はつ掘くつを邪魔しようとする勢力があるということですか？　たとえばスペース徳とく川がわ家とかが？」

「いいや、そうではない。もともと埋蔵金なんてないのだし。だいたいスペース徳川家ってなんなのかね？」

　そんなの、今さら改めて訊かれても困る！　俺が言い出したことじゃない！

　しかし、だとすれば何者なんだ？　この平へい家け町ちようは八つの亡命政府を始めとする亡命者たちのおかげで全国屈くつ指しの武力を有する地方自治体。さらにプロデューサーのセシミリルは一騎当千のクラウに匹ひつ敵てきする強さ。──でありながら、これほど皆を悩ませる〝敵〟とはいったい？

「おじさん、敵はいったい誰なんです？」

「それが、実は──」

　──と、そこでポー姫が口を挟む。

「ははあ、妾わらわは分かったのじゃ」

　本当か、ポー姫!?　……って、どうせバカなこと言うだけなんだろ。今はお前のボケにつきあってる場合じゃないんだ。

「さては、文部科学省モンブカガクシヨーじゃな？　あやつらは一九九〇年代からブルマーを根絶しようと活動しておる。このヘイケ町にまだブルマーが生き残っておると知り、ブルマー狩り部隊を差し向けてきたのじゃ！　そうじゃろう？」

　ほら、やっぱりバカなこと言った。お前、話の邪魔するな。なにがブルマー狩り部隊だ。前にも言ったが、文科省はそんな組織じゃねえよ。

　おじさん、この緊張感のないバカになにか言ってやってくれ。

「うむ……実は、そうなのだよ。文部科学省の攻撃なのだ」

　…………なんだと？

　同名の秘密結社やスペース文部科学省などではなく、日本の文科省──教育と科学技術を司つかさどる省庁が〝敵〟だというのか？

「どうやら我々は派手にやりすぎたらしい。町おこしフェスティバルや宇宙テレビの番組のせいで、この町の学校がまだブルマーを採用していると気づかれてしまったのだ」

　じゃあ姫のボケで正しかったってことなのかよ!?

「リンイチローよ、妾に謝るがよい」

　はいはい、悪かった、ポー姫！　お前が正解だったよ！

「彼らはブルマーの即時撤てつ廃ぱいを求めてきている。──それと、宇宙テレビの放送と町おこしフェスティバルの中止も」

「そんな……!!　なぜです？　ブルマーだけならともかく、どうしてテレビ放送やフェスティバルまで！」

「彼らが言うには『ブルマー少女を見世物にするような番組やイベントは、青少年保護の観点から問題がある』とのことだ」

「でも、宇宙的にはブルマーは性的な目で見られていないんですよ？　それなのに、なにもかも中止だなんて、ひどすぎる……」

「それが官公庁のやり方というものなのだよ。ふふ……これはＪＳ、ＪＣ、ＪＫで人気を集めようとしたツケかもしれん……」

「おじさん……」

　……って、ちょっと待てよ。

　ついそれっぽいやりとりをしてしまったが、冷静に考えたら、これって実際に『ツケ』だよな？　おじさんの言う通り『ＪＳ、ＪＣ、ＪＫで人気を集めようとしたツケ』だ。ブルマーは見世物にしていなかったが、似たようなことはやってたわけだし。あんまり擁よう護ごできない気がしてきた。

「いずれにせよ、フェスティバルをここで中止にするわけにはいかない！　全三日の日程のうち、まだ一日しか終わっていないのだ。ここでやめては大赤字になる。それは我々平へい家け町ちようだけでなく、宇宙テレビ局も同じだろう」

　そういう現実的な事情があったのか……。俺も親に食わせてもらってる身だ。お金の話をされるとなにも言えない。

　特に宮ミ籐ヤなどは、話を聞いて明らかな狼ろう狽ばいの表情を浮かべていた。ミヤヤマートはこの町おこしフェスティバルに深く関かかわっている。中止になったら店は大打撃を受けるに違いない。彼女の動揺は当然だろう。その一方──、

「うぬぬぬ、ブルマー禁止じゃと!?　許ゆるせん！　そんなこと許してはならぬのじゃ！」

　こんな風に、微び妙みようにズレた憤りを見せる者もいた。

　落ち着けポー姫、今大事なのはそこじゃない。

「徹底抗戦じゃ！　ブルマー禁止などという横おう暴ぼう、許してなるか！　文部科学省モンブカガクシヨーを返り討ちにし、逆に征服してやるのじゃ。妾わらわが文部科学省モンブカガクシヨーを手中に収めた暁には、全国の学校は制服をブルマーかスク水に変更。さらにエロマンガは全面解禁、アニメの乳首はむしろ推すい薦せんしてくれよう。皆の者、武器を取れ！」

　んー……意外と悪くない提案かもな。

　だが、そんなバカ発言を抜きにしても、この場の一同はポー姫の『徹底抗戦』の意見に賛同はしていないようだった。

「どうじゃ、ミヤ父よ？　武力でカタをつけるのじゃ」

「いいや、ことはそう簡単ではないのだよ。あまり正面から官公庁と揉もめると、いろいろ困ったことが……。本当に徹底抗戦したら、おまわりさんに捕まってしまう」

「いきなり現実的なことを言うのじゃな？」

　当然だ。いつも無む茶ちやをしている平家町だからこそ、政府機関との直接的な対立は避けなければならない。こちらは叩たたけば埃ほこりがいくらでも出る身だった。

「セシミリル女史も宇宙テレビ業界人という立場上、現地の政府と争うことはできないというし、どうしたものか……」

「ぐぬぬ……それでは、どうにもならぬというのか？　──おっ、そうじゃ！　子供ならばどうであろう？　我ら小・中・高の子供たちだけで撃退するのなら『若さゆえの暴動』とか『盗んだバイクで走りたかった』とか『長年親しんだブルマーを手放したくなかった』とか、そんな感じで誤ご魔ま化かせるのではないか？　その上で『町の大人たちが説得して暴動を鎮静化させた』という形で終わらせれば、教師どもや町役場の役人どもも顔が立とう？　どうじゃ？」

「まあ、それなら大丈夫だろうが……」

「くふふっ、悩んで損をしたのじゃ。それならば簡単ではないか」

　たしかにそうだ。学校にはクラウもいるし銀河帝国ハーストウール軍もいる。大抵の軍隊には負けないほどの戦力だった。

「うむ……。しかし、子供たちだけを大人の都合で戦わせていいものなのだろうか？」

　さすがは人の親。常識人だ。もし子供たちだけで戦わせれば、娘の宮ミ籐ヤや居い候そうろうのファウ第八皇女たちが危険な目に合うかもしれない。それを心配したのだろう。

「ええい、ミヤ父よ！　前回オークと戦わせようとしておったくせに、今さら常識人ぶるでない！」

「いや、まあ、あのときはノリもあったので……」

「とにかく構わぬ。我ら子供だけで戦うのじゃ。──しかし、そう心配しておるということは、今回の敵てきは意外と手て強ごわそうということなのじゃな？　相手の戦力はどのようなものなのじゃ？　文部科学省モンブカガクシヨーのブルマー狩り部隊の戦力は」

　だから、さっきからブルマー狩り部隊ってなんなんだよ？　そんなのいないって。

「うむ……。それなのだが、さっき届いた資料によると──」





　　文部科学省ブルマー狩り部隊。

　　一九九〇年代、当時の日本では若者の風紀が乱れ、ブルセラ、コギャル、ルーズソックス、チョベリバ、一四一〇六アイシテルなどが蔓まん延えんしていた。ことにブルセラ犯罪による都市部の被害は深刻で、事態を重く見た文部省（現、文部科学省）は、それら全すべての元凶がブルマーにあると判断。全国の学校法人にブルマー廃止の指導をする一方、陸上自衛隊や警視庁の機動隊から派遣された精せい鋭えいによる『ブルマー狩り部隊』を組織する。

　　二〇〇一年に文部省と科学技術庁が統合され文部科学省になって以後は、この部隊には常に最先端の科学兵器が配備されており（そのために科学技術庁を吸収した、という説もある）陸自・機動隊の新兵器実験部隊としての一面も持つ。

　　戦力は、前線部隊だけで二〇〇名。戦車ほか戦闘車両多数保有。






「……とのことだ。この部隊が、ブルマーを廃止させるために──そしてフェスティバルとテレビ放送を中止させるために、もうすぐ平へい家け町ちようへと侵しん攻こうしてくる。平たいらの景かげ清きよさんが、平へい家けのネットワークを駆使して調べてくれた」

　ブルマー狩り部隊、あるのかよ!?

　あと景かげ清きよさん、よく調べたな？　平家ネットワークの無駄使いだ。

　だが、その報告を聞いてポー姫は笑った。

「くふふっ、なんじゃ精せい鋭えいとはいえ、たったの二〇〇人しかおらぬのか？　ならば、クラウゼラ一人だけでも平気なくらいじゃ。──クラウゼラよ、出撃じゃ！　学校の皆を集めて、ブルマー狩り部隊を迎え撃つ！」

「はっ、姫殿下」

　クラウはポーにつき従ってプレハブの本部を出ていこうとする。

　そんな彼女の背に向かって──、

「ありがとう、クラウゼラ……」

　それまで黙っていたセシミリルが、ぽつり、と声をかけた。

「私のことがあったから、手を貸してくれないかと思っていたわ……」

「──ッ！　勘違いするな、貴様のために戦うのではない！　姫殿下と町の皆のために戦うのだ！　大義のためならば貴様が一枚嚙かんでいようと我慢する。そのような理由で戦いを選ばぬのが騎士ローズバドだ。……誇りを忘れた貴様には分からぬかもしれないがな」

「ええ……そうね、もっともだわ。でも──それでも貴方あなたには感謝します。ありがとう、クラウゼラ……」

「クッ……!!　姫殿下、行きましょう！　リンイチローも行くぞ！」

　そう言い捨てて、彼女は姉に背を向け、本部の教室から去っていく──。

　だが、次の瞬間！

「…………ううッ」




　──ばたり




　突然、クラウは倒れた。

　廊下の床に、身を投げ出すように。

「クラウ……？　おいっ、クラウ！」

　俺が慌てて駆け寄ると、彼女は暑さのためか、それとも心労のためなのか、額からおびただしい量の汗を流していた。













第七章







ポー姫「さあ、おなじみの伏線回収タイムじゃ！　ちなみに文部科学省モンブカガクシヨーがブルマー弾圧をしているという話は、ちゃんと妾わらわが前から伏線を敷いておった。妾、偉い」

麟りん一いち郎ろう「そんな話どうでもいい！　クラウ！　おいっ、クラウ！　しっかりしろ！」
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「クラウ!?　おいっ、しっかりしろ！　クラウ！」

　クラウを抱き起こすと、俺の両手にじっとりとした感触。彼女のジャージは汗で重く濡ぬれていた。額に触れると、熱もある。

「リンイチロー……心配はいらない。ただ……これは、暑いだけだ……」

「こんなの『暑いだけ』で済むか！　待ってろ、今保健室連れてってやるから！」

「いいや、ただの熱射病だ……。これから戦いくさというのに休んでなどいられない」

「ただの、って……。お前、そんな体で──」

　俺が止めるのも聞かずに立ち上がろうとするクラウ。

　そんな彼女を制したのは、主あるじであるポー姫だった。

「リンイチローの言う通りじゃ。クラウゼラよ、しばらく休んでいるがよい」

「いいえ姫殿下、出撃できます……!!」

「言う通りにせよ。こんな戦いくさで汝なんじを失っては、あとあと不便じゃ」

「はっ……もったいなきお言葉でございます。ですが……」

「リンイチローよ、我が騎士ローズバドにしばらくついてやっておれ。団扇うちわでも借りてきてパタパタしてやるがよい」

「お、おう……。姫、意外といいところあるんだな？」

「仕方ないのじゃ。暑さだけでなく、昼間は発はつ掘くつの穴掘り、夜は家事をしておったからのう。おまけに今朝はゆるキャラの着ぐるみじゃ。倒れるのも無理はあるまい」

　そう考えると人使い荒すぎだ。というか、お前と祖ば母あちゃんが原因だ。二人がかりでコキ使っていたから。そう考えると姫、べつにいいところがあるわけでもない。

　それにクラウが倒れた理由は、たぶん今ので全部じゃない。もう一つ、精神的なものがあるはずだった。即すなわち、セシミリルの件での心労ストレスが……。

「しかし……姫殿下、お気遣いは無用です……。戦に私が行かないわけには……」

　クラウは、主であるポー姫の言葉も聞かず、ふらふらと立ち上がる。だが──、

「クラウ！　あんた、いいかげんにしなさい！」

　今度は宮ミ籐ヤがクラウを止めた。いや、叱しかりつけた。

「調子悪いくせに来るんじゃないわよ！　あんたみたいにお祭りでパンツ穿はき忘れるような女は足手まといなの。戦場にいられちゃ邪魔なんだってば」

「あ……あれはべつに、穿き忘れたわけでは……」

「とにかく！　一人きりで戦うんじゃないんだし、わたしたちのことも信頼してもらうわよ。あんた一人くらいいなくったって、ちゃんとなんとかするんだから。だから……いい子にして休んでなさい」

「そうか……。ミヤ、すまん……」

「ふん……あんたのためじゃなくって、フェスティバルとミヤヤマートのためなんだから！　勘違いしないでよ！」

　もちろん、これは照れ隠しで言っているに過ぎない。本当に祭りや店のためならば、クラウに無理をさせた方がいいに決まっていたのだから。──と、そこにポー姫が余計な茶々を入れる。

「うむうむ、百ゆ合りじゃのう。町おこしのお祭りというのは意外な効能があるものなのじゃな。いがみ合っていた二人をこんな百合ん百合んした仲にするとは」

　いいや、宮ミ籐ヤはもともといいやつだから、多少仲悪くてもこのくらい言うぞ？　とはいえ姫の言いたいことも分かる。こいつら、ずいぶん仲良くなった。

「さあ、やるわよ！　学校の子たちに今すぐ戦う準備させなきゃ！」

　やはり照れのためか、宮ミ籐ヤは勢いよく廊下を駆け出す──。





　　２






　一時間後。

　文科省のブルマー狩り部隊が、町に姿を現した。




　──がかかかかかかかっ




　キャタピラーがアスファルトを嚙かむ音は、遠くからだとこのように聞こえる。町の西側にある国道を、戦車や装甲車といった車両が隊列を組んで進軍していた。

　今回平へい家け町ちように向けられた戦力は、最新鋭の一〇式戦車が六両と、中が歩兵七名で満員になっている八九式装甲戦闘車が四両、機動隊用の放水車が一両。さらに、すぐ後方を走るバス型の人員輸送車四両には、陸自の歩兵と盾を持った機動隊員が計一〇〇名近く、フル装備で詰まっている。

　そんな陸上自衛隊と機動隊の混成部隊が、発はつ掘くつ現場であるグラウンドへと向かって突き進んでいたが──しかし、町に入って約二キロメートル。先頭を行く装甲戦闘車は、道路に『障害物』があるのを発見した。

　学校の机を積んで作ったバリケードだ。

「よしっ、来たわよ！　全員、戦闘準備！」

　バリケードの内側で待ち構えるのは、平家町の小・中・高等学校生徒の約七〇名。全校生徒のうち卵や蛹さなぎ、病気による欠席者などを除く、ほぼ全員だった。

　指揮を執るのは、宮みや籐とうみや。

　平家町では小中高全体でなにかをする際には、高二の学級委員が伝統的に指導者となる。

　もちろん宮ミ籐ヤは普通の地球人で、高い戦闘能力もなければ軍事的な教育を受けていたわけでもなかったが、その指揮下で戦うことに異論のある者はいない。それだけ強いリーダーシップを持っているということだ。

　宮ミ籐ヤは拡声器を使い、ブルマー狩り部隊を怒鳴りつける。

「──全軍、停止なさい！　我々は平家町の生徒・児童による有志である！　停止しなければ、我々は武力を行使する用意がある！」

　そんな彼女の姿を、クラウと俺、そしてポー姫はやや離れた場所──五〇メートルほど後方にある雑木林の中から眺めていた。木の陰に身をひそめながら。俺はクラウの世話兼護衛役、姫はおまけというわけだ。

　宮ミ籐ヤたちの声は役場から借りた防災用のトランシーバーで聞いていたが、そんなものなくとも、あの大声なら余裕で聞こえていたに違いない。

「うむうむ、宮みや籐とうミヤのやつノリノリじゃのう。あやつ、指揮官に向いておる」

　身を乗り出そうとするポー姫の頭を、俺は慌てて押さえつける。

「姫、もっと姿勢を低くして見てろ。見つかったらどうする」

　クラウの看病のために離れた場所にいたのだから、俺としては本当なら保健室か、せめてもっと後方にいたかった。しかし『少しでも前線近くに』という彼女たっての頼みで、こんなすぐ近くに隠れていたのだ。

　レジャーシートの上で横になるクラウを、俺はぱたぱたと団扇うちわであおぎ続ける。クラウは未いまだハァハァと息が荒い。顔も紅潮したままだ。こんなことを思うべきではないが……クラウのやつ、相変わらず無意味に少しエロかった。

「クラウ、つらいか？」

「平気だ……リンイチローよ、世話をかける……。私も、早く戦いくさに──」

「いいから、まだ寝てろ。それに、お前抜きでも大丈夫そうだぞ？」

　宮ミ籐ヤの率いる平へい家け町ちよう陣営は、人数では劣るものの士気は高い。

　特に女子の士気は高かった。平家町の学校は小・中・高とも男子より女子の方がだいぶ人数が多いのだが、その女子たちから、ひっきりなしに勇ましい声が上がる。

「──わたしたちからブルマーを奪うなんて許ゆるさない！」

「──そうだ、そうだー!!　ブルマーを守れー!!」

　意外だな？　フェスティバル継続が目的とはいえ『ブルマーを守るための戦い』なんて、女子は乗り気にならないと思ったのに。

　逆に、どちらかといえば男子たちの方が、

「──俺たちは別に、ブルマーなんてどうでもいいんだけどさ……」

「──そうそう、女子がどんなカッコしてようが興味ないぜ。なあ？」

「──お……おうっ！　もちろんだとも！」

　と、テンション低めだった。

　しかし、女子たちはなんであんなに張り切っているんだ？

「──ブルマー廃止反対─!!　ブルマーなしで体育ができるかー!!」

「──そうよ！　パンツ丸出しになっちゃうじゃないの！」

「──ただでさえ、うちの男子たちは目がいやらしいのに！」

「──そうだ、そうだー!!」

「──ピポポポポポポ！」

　……ん？　もしかして、みんな勘違いをしているのか？

『ブルマー禁止』というのを『下半身パンツだけで体育をやれ』という意味だと？　だから、こんなに張り切ってブルマーを守ろうとしていたのか？　どういう勘違いだ。

　それと、男子のテンションが低い理由も分かった。あいつら『負けてもいいや、パンツ見れるし』と考えてやがったのか。

　こうして両軍は、バリケードを挟んで睨にらみ合あっていたが──戦端は、平へい家け町ちよう側から開かれた。

「ファウ、お願い！」

「……分かった、ミヤちゃん。……多脚型歩兵種マーシアン、総員射撃用意。三脚式歩行戦車ウオーマシーンも三両とも前へ。光線銃デラメーターの光線は『戦車だけ壊れて人間は死なない光線』を選択。……まずは、前の方にいる戦車どもを壊しておく」

「「キュピー、キュピー!!」」

　平家町側の戦力約七〇名のうち四〇名を占める銀河帝国ハーストウール軍のタコ型歩兵たちが、ファウ第八皇女の命令一下、一斉に戦闘態勢に入る。

　バリケードの隙すき間まから、光線銃デラメーターの銃口が覗のぞく。狙ねらうは敵てきの戦車六両。いずれも国内最新鋭の一〇式戦車で、分厚い複合装甲と四四口径一二〇ミリの滑腔砲を備えていたが、第八皇女たちには気にする必要もない情報だった。

「……最初の一撃で戦車は全部壊す。……バリヤーデフレクター技術のない原始的戦車など、我々の敵ではない。超余裕。……撃て」

「「キュピーッ！」」

　号令と共に、幾条もの光線が敵戦車へと発射される。そして、次の瞬間……、




　──ぱきんっ、ぱきんぱきんっ




　光線は、甲高い音と共に弾はじかれた。

　突如、戦車正面に張られたバリヤーによって！

「……おや？」

「「キュピー？」」

　予想外の展開だった。まさか戦車がバリヤーを張るだなんて。

　どうして自衛隊と文部科学省が、こんな技術を持っている？

「……なぜ地球の戦車がバリヤーデフレクターを？　……しかも、今のバリヤーデフレクターはハーストゥール式であったような？」

「「キュピー、キュピー？」」

　ファウ第八皇女たちの疑問に答えたのは、敵陣の奥から現れた一人の男だった。

「お答えしましょう第八皇女殿下。この私が提供したからです」

　俺たちは、この男を知っていた。以前に見たときとは異なりパワードスーツらしき装甲服を着ていたが──しかし、その恐ろしげな顔、そのイイ声。間違いない。

　こいつは、イイ声の兄貴分Ａ（役名）！　悪役専門のスペース役者だ！

「我が名はメタルーナＫＬ９５７。傭よう兵へい専門の宇宙騎士であり、現在は銀河広域軍事帝国ハーストゥールの諜ちよう報ほう工作員としても活動しております」

　銀河帝国ハーストウールの工作員だと!?





　　３






　一六時間前、アメリカ合衆国──。

　北緯三七度西経一一五・五度、ネバダ州〝エリア51〟。

　四方を砂漠に囲まれたこの施設は『世界一有名な秘密基地』だ。アメリカが宇宙人の技術を研究するための場所だと世界的に噂うわさされており、一説によれば宇宙人が常駐する大使館的な役割も担っているとか。

　その日、突然この施設に招かれた日本の駐米大使は、無論そのような都市伝説を信じてはいなかったのだが──、

「──ワ・レ・ワ・レ・ハ、宇宙人ウ・チュー・ジンダ」

　胸をトントンしながら話すその相手を前にして、考えを改めた。

「失礼、以後は普通に喋しやべらせていただきます。今のは最近宇宙で流は行やっている冗談です。──私はメタルーナＫＬ９５７。銀河広域軍事帝国ハーストゥール第六宇宙艦隊（オリオン腕方面軍）大だい都と督とくヰィ＝タクァ卿きようの使者であり、この星域の風紀について大きな関心を持つ者です」

　ファウ第八皇女たちの亡命政府ではない。銀河の六七・五％を支配する本国の方だ。

　宇宙列強国家の使者は、日本の大使に対して言った。

「宇宙テレビ局の放送により、貴方あなたの国の一部で〝ブルマー〟と呼ばれる卑ひ猥わいな民族衣装が使われていることを知りました。この衣装は地球人をはじめとする一部民族の劣情を刺激する可能性があるものです。──天の川銀河と宇宙全域の風紀を守るため、あの下品な服を今すぐにでも根絶していただきたい」

　ハーストゥール本国は『すでに銀河は自分たちのもの』と考えているためか、風紀というものに非常に厳しい。まだ版図に組み入れていない文明にまで、こうして口を出すことがたびたびあった。ただし、口を出される側としても──、

「我々ハーストゥールには、そのための装備を提供する用意があります」

　このように、うまみがないわけでもない。

　こうして日本はブルマー根絶と引き換えに、まだ地球にはないバリヤーデフレクター発生機（戦車用）を六基、供与されることとなった。

　文部科学省は、外務省とは別ルート（旧科学技術庁ルート）で既に宇宙人についての知識があったため、事態をすぐに受け入れる。その日のうちに保有する戦車への発生機の搭載は完了。そのまま平へい家け町ちようへと進軍を開始した。

　──そして、現在に至る。







「全軍、前へ。──敵てき軍を制圧せよ」

　イイ声での号令一下、ブルマー狩り部隊の反撃が始まる。

　バリヤーデフレクターつき戦車による砲火が降り注ぐのかと思ったが──しかし意外なことに、そうではなかった。

　戦車の陰に隠れるように配置された機動隊の放水車。そこからの放水が、敵の第一撃目であったのだ。

　おびただしい量の水が、平家町陣営側に降り注ぐ。

　ただの水だ。濃硫酸でも火のついた油でもない。暴徒の鎮ちん圧あつなのだから、最初に放水するのは当然だろう。むしろ一般人相手なら、これでも厳しすぎる攻撃だ。

　だが、一般人ならざる平家町の学生たちがこの程度でひるむはずはない。こんな攻撃が通用するものか。──俺は、そう考えていた。

　実際には違った。

「──ああっ……そんな！　これじゃ動けない……!!」

「──キシャー、シュルル……」

「──どうしよう……。だれかキュウリ持ってない!?」

　水を浴びた者たちのうち女子ばかりが次々と、そのまま地面にへたりこむ！

　どういうことだ？　人類の女子だけならともかく、海底民族の女神である水神ミナカミさんや、普段は川に棲すむ河童かつぱのキザクラまでもが放水でやられるだなんて！

　まさか、あの水はただの水ではないというのか？　毒入りか、それとも、なにかの薬品なのか？

　水を浴びた宮ミ籐ヤは、地べたにうずくまりつつ呻うめき声ごえを上げる──。

「うう……体操着が濡ぬれて力が出せない……」

　アンパンマンか！

　なんで濡れると力が出ないんだよ!?　俺の知らない女体の神秘でもあるのか？　それとも『ブルマーが濡れる』とか下ネタ言いたいだけなのか！

「体操シャツが濡れると、ブラジャーが透けるから……」

　……なるほど、そういうことか。

　それで地面にうずくまっていたんだな。なんというか宮ミ籐ヤ、すまなかった。

　こうして士気の高かった女子たちは、次々と地面にうずくまっていく。ちなみにブラジャーをつけていないであろう小学校低学年生も、真ま似ねをして同様の動作をしていた。まあ、ブラジャーがない分、乳首が透けるかもしれないからな。仕方あるまい。

　ファウ第八皇女も地面に伏せながら、配下の兵に指示を出す。

「……よく分からないが、全軍ミヤちゃんたちと同じようにする」

「「キュピー」」

　いいやタコ型歩兵、お前らは関係ない。起きて戦え。

　いずれにせよ、平へい家け町ちよう側は絶体絶命の危機に陥っていた。

　今の放水で女子たちは身動きが取れず、残ったのは男子のみ。だが男子は、もともと数が少ない上に士気も低い。その上、ずぶ濡ぬれでうずくまる女子たちに囲まれ、明らかに気が散っていた。というか、俺も近くで見たいんだが！

　だが、そんなとき──。

「リン……イチロー……」

　レジャーシートに伏していたクラウが、がっしと俺の腕を摑つかむ。

「どうしたクラウ？」

「リンイチロー……起こしてくれ……。私も戦う……」

「──っ!?　お前、なにを言ってる！」

「仲間がやられていくのを黙って見ているわけにはいかない……!!　このままでは我らヘイケ町は敗北するぞ！　リンイチローはそれでもいいのか!?」

「けど、今のお前が行ってどうする？　自分で立つこともできないくせに！」

「クッ……!!」

　クラウは戦えぬ自分に歯は嚙がみする。強さを取り得として生きてきた彼女だ。この大事な戦いに参加できない口くち惜おしさは想像に難かたくない。──目の前で仲間たちが倒れていくのを、ただ隠れて見ているしかないとは。

　そんなクラウに、主あるじであるポー姫が声をかける。

「クラウゼラよ、リンイチローの言う通りであろう。そのまま言っても無駄に命を散らすだけじゃ」

「し……しかし、姫殿下……」

　そうだクラウ。ポー姫もこう言っているぞ。お前を気遣う人間なら、だれでも同じように言うはずだ。さあ姫、もっと言ってやれ。

「だから、我が騎士ローズバドにして親愛なる友クラウよ──汝なんじ、ブルマーになるがよい！」

　……はい？　お前、なに言ってる？

「は？　ブルマー……ですか？」

「そうじゃ。そもそも汝なんじ、なぜ未いまだにジャージズボンなのじゃ？　暑さでヘロヘロになっておるのなら薄着になればいいだけのことであろうに。汝が最初からブルマーじゃったら熱射病で倒れたりはしなかった。ブルマーならば平気だもんっじゃ」

　ポー姫、こんなときにとトンチキなこと言うな。状況が分かってるのか？

「で、ですが……やはり、恥ずかしいので……」

「ええい、こんなときまでなにを言っておるのじゃ！　ははあ……さては汝、なにか秘密を抱えていよう？　汝のジャージズボンは心の壁じゃ。心に閉ざした扉があるから、開放的なブルマー姿になれぬのじゃ！」

「い……いえ、私は──」

　俺は、さすがに姫を止めた。

「ポー姫、よせ。そもそも、クラウがこんな状態なのは暑さのせいだけじゃない。ブルマーになってもたぶん無意味だ」

「なんじゃと？　それではリンイチローは、なにが原因と思っておるのじゃ？」

「もちろん暑さのせいもあるだろうが……それ以上に、姉のセシミリルと再会してしまったから──」

　あれほどのストレスに晒さらされれば当然だ。特にクラウは、こう見えて繊細な人間だった。倒れてなんの不思議があろう。

　そんな俺の言葉を遮るように、クラウが声を荒げて反論する。

「リンイチローよ、でたらめな推論を姫殿下に吹き込むな！　確かに、あの女と再会したのは苦痛だった。今も憎ぞう悪おで臓ぞう腑ふが煮えたぎりそうになっている。……だが、そのせいで私が倒れたと？」

「いいや、憎しみだけじゃない。俺が思うに、お前は──本当は姉さんセシミリルと仲直りをしたいんだ」

　着ぐるみの中で流した汗なみだは、そういうことなんだろう？

　もしも万が一さっきのポー姫の説が正しく、クラウが秘密を持っていて、心に閉ざした扉があるというのなら──扉の中の秘密とは、きっと『姉と仲直りをしたい』という気持ちだ。自分のその気持ちを、クラウは受け入れられずにいたのだから。

　ブルマーとジャージズボンがその象徴というのは、さすがに同意し難がたいが……。

「──ッ！　馬鹿なことを！　なぜ、私があの女と仲直りしたいなどと！」

「違うのか？」

「違う！　私が倒れたのは、その……単純に暑さのせいだ！　私は昼間の発はつ掘くつ作業に加え、夜中や朝には家事もしていた！　どうしても毎日欲しいものがあったから〝ご褒ほう美びチケット〟を稼ごうと……ただそれだけだ！　──とにかく、私がセシミリルを許ゆるすことなどあり得ない！　あやつが犯したのは決して許されざる罪なのだからな！」

「そうか……。だが──」

　──と、そのときだ。

「クラウゼラ……許ゆるされようとは思ってないわ……」

　いつの間にやら俺たちの背後に、渦中の人物であるスペース女騎士セシミリル──いや、クラウの姉セシミリル・ジルー・コトヴィックが立っていた。一切の気配を感じさせぬまま背後を取るとは、さすが一流の女騎士。クラウの瞳ひとみが憎ぞう悪おで染まる。

「──ッ！　セシミリル、なにをしに私の前に！」

「貴方あなたを戦いくさに行かせないためよ……」

「なにっ？」

「我が妹クラウゼラ……貴方は私を軽蔑していることでしょう。でも、そんな私でも貴方に一つだけ教えてあげられることがあるわ。……戦なんて、おやめなさい」

「なんだと……!!　貴様、もと騎士ローズバドの言うことか！」

「戦うなら、せめて自分のために戦いなさい。戦争なんて馬鹿げてる……命令されて、他人のために戦うなんて……。人の心は自由よ！　この広い多元宇宙にはね、人の命令で傷つけ合う騎士ローズバドなんかよりも、もっと素す敵てきな生き方があるの！」

「セシミリル……。それが貴様の逃げた本当の理由か」

　それは、掟おきてで縛られながら戦場で生きる騎士ローズバドの悲痛な叫びでもあった。

　と同時に──比喩でない悲痛な叫びも、戦場の方から聞こえた。

「──待ちなさい！　私が相手よ！」

　宮ミ籐ヤの声だ。

　彼女は下着が透けるのも構わず、メタルーナＫＬ９５７の前に立ちはだかる。恐ろしい顔をした、パワードスーツの宇宙騎士の前に。──宮ミ籐ヤは普通の人間で、戦う力なんて持っていないというのに！

「少女よ、やめておけ。無益な殺生は作戦ミツシヨンの趣旨に反する。──大人しく第八皇女殿下を渡すがいい。亡命した殿下をブルマー弾圧に乗じて拉ら致ちすることこそが、私の真の目的なのだ」

「うるさいっ、だれが渡すか！　さっさと勝負しなさいよ！」

　今ので俺も理解した。宮ミ籐ヤはファウ第八皇女を庇かばって、こんな危険な真ま似ねをしていたのだ。よく見ればメタルーナＫＬ９５７の足元には、護衛のタコ型歩兵たちが蹴け散ちらされている。第八皇女は、うずくまったまま宮ミ籐ヤに言った。

「……ミヤちゃん、やめる。……無意味な怪け我がをする必要はない」

「いいから、あんたは逃げなさい！」

　宮ミ籐ヤは無謀にも、素手で宇宙騎士に摑つかみかかる。ファウ皇女が逃げる、ほんのわずかな時間を稼ぐために。メタルーナＫＬ９５７はレーザー剣を抜き、目の前の無力な高校生へと赤い光の刃を向けた──。

（──いけない！　このままじゃ宮ミ籐ヤが！）

　俺は宮ミ籐ヤを助けようと、思わず雑木林から飛び出そうとするが……、

「大丈夫だ、私がやる……」

　そう言って俺を押おし留とどめたのは、クラウだった。

　彼女は、ふらつく足で地を這はうように駆けながら、腰の戦剣ローゼウムに手をかける。




「──封印よ、退けブローサム！」




　短い呪じゆ文もんを詠となえると、光の線で描かれた魔法陣が浮かび上がった。

　クラウの額に。手の甲に。足元に。なにもない空中に。

　と同時に、剣を鞘さやから抜き放つ。刃やいばはまばゆい閃せん光こうをまとっていた。

　これこそが戦剣ローゼウム。《魔法地平シーズベツド》の魔道工学が生んだ芸術にして最強の戦術兵器。天をも斬きり裂く魔法の剣つるぎだ。

「セシミリルよ！　私はもう、貴様の言うような迷いは乗り越えた！　私の心はとっくに自由だ。戦うのも自分自身のために過ぎん。大切な人たちのために、自分の持つ力を使う──これこそが私の悦よろこびなのだ！　私は騎士ローズバドとして生まれたことを、以前とは異なる意味で誇りに思う！」

　剣の輝きの中で、彼女は名乗った。

「我こそはイース神聖連合王国が王都アデルベーンの生まれにして、〝金きん鳳ぽう花げの君〟と名高きポーリリファ姫に仕えし騎士ローズバド──そして平へい家け町ちよう住民、クラウゼラ・ルー・コトヴィック一六歳！　人呼んで〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟なり！」

　威風堂々たる名乗りと共に、クラウは地を蹴けり、一直線に走り出す。

　窮地に陥った宮ミ籐ヤのもとへと。

　相変わらず足元はふらつき、息も荒く、額からは汗がとめどなく流れていた。しかし、それでもその速度は疾しつ風ぷうのごとく。

　途中、二両の戦車が彼女の行く手を遮ったが──、

「我が〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟は、多元宇宙に斬れぬものなし」

　輝く剣を横に薙なぎ、斬った。

　戦車を。二両いっぺんに。無論バリヤーデフレクターは張ってあったが、戦剣ローゼウムにかかってはそのようなもの障子紙も同然。エネルギービームの障壁バリヤーを戦車本来の装甲ごと、いともたやすく引き裂いた。──さらに、その後ろにいた放水車も。浴びれば身動きが取れなくなる放水攻撃を仕掛けてきたが、剣はその水ごと叩たたき斬る。あとには横一文字に両断された鉄塊が、計三両分転がるのみだ。

　この間、わずか一秒足らず。

　クラウは自ら作った鉄てつ屑くずの山を踏みつけながら、宮ミ籐ヤのもとへと駆けつける。と同時に、振り下ろされようとしていたレーザー剣を、自らの戦剣ローゼウムで弾はじき飛とばした。

「異星の騎士よ、剣を引け！　我が友人たちを傷つけることは許ゆるさん！」

「ほう……。女騎士よ、さすがの腕だな」

　宇宙騎士メタルーナＫＬ９５７は感嘆の息を漏らし、その一方、

「クラウ……？　あんた、体は平気なの!?」

　未いまだ危機的状況でありながら、宮ミ籐ヤはまずは他人の身を案じた。そんな態度にクラウの頰ほおは自然と緩む。

「ふふ、問題ない……」

　そう笑う彼女の口元は、ぜえぜえと荒い呼吸を繰り返していたが……。







　俺はそんなクラウの戦いを、ただ見つめていた。ポー姫やセシミリルと共に、安全な物もの陰かげに隠れたまま。

　姫は、自分の騎士ローズバドの奮闘を見ながら、あきれたように声を漏らす。

「なんじゃクラウゼラのやつめ、全然問題なく戦っておるではないか。こんなことなら休ませる必要などなかったのじゃ。最初から戦わせれば、すぐ決着がついたであろうに」

　だが、姫の感想をセシミリルは否定した。

「いいえ、そうではないのです……。今のは最後に残された力をふりしぼっただけ。あんな命を削るような戦い方では、すぐに力尽きてしまうでしょう。──それに戦車を斬きったのも、自分の技量ではなく戦剣ローゼウムの力に頼っていただけにすぎません。あんな戦い方では、あのメタルーナＫＬ９５７には……」

「じゃが、あの兄貴分Ａはそれほど強くなかったはずじゃぞ？　今朝はクラウゼラに一瞬でやられておったではないか」

「彼を甘く見てはいけません。動力装甲服ホールドマンやレーザー剣の力に頼りすぎな面があるため、素手での喧けん嘩かは今一つですが……その分、武器を持たせたときの強さはかなりのもの。私でも一〇戦すれば、二回か三回は負けるでしょう」

「なんと？」

「そもそも〝二足歩行型重装歩兵種メタルーナ〟というのは銀河全域で使われている量産型のクローン歩兵種のことで、個体ごとの品質差が大きすぎるため評判の悪い兵種タイプなのですが──あのＫＬ９５７は、その全個体中最強の一体であり、同型式の重装歩兵の中でただ一人〝宇宙騎士〟の称号を得た男。つまりは、一つの種族で最強の地位にまで上り詰めた男なのです。そのような者が弱いはずありません」

　その宇宙騎士メタルーナＫＬ９５７は、予備のレーザー剣をその手に構えた。

　左右の手に、一振りずつ。右手には赤い剣、左手には青い剣を。

　そしてクラウに対し、改めて騎士としての名乗りを上げる。

「フフ、役者の方の仕事では世話になったな？　我が名は、騎士メタルーナＫＬ９５７。──現在、政治的な意図にてこの星に派遣されている身なれども、闘争と勝利を求める意レ識ムにわずかたりとも陰りはない。美しき異界の女騎士よ、いざ尋じん常じように勝負せよ」

「いいだろう、異星の騎士よ！　この〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟、挑まれた勝負は決して拒まぬ！」

　二人は剣を構えて、向かい合う。

　達人同士の真剣勝負である以上、お互いすぐには打ち込めない。これは全宇宙、全次元での共通ルールと言っていい。異界と異星、二人の騎士は間合いを取りつつもじりじりと距離を詰めていき──、

「──喰くらえい！」

　先に仕掛けたのは、二刀流の宇宙騎士の方だった。

　二本のレーザー剣が、左右同時にクラウを襲う。

　左の剣は巨体の大上段から振り下ろし、右の剣は斜め下から跳ね上げるように。

「これぞ銀河無双流、天地二重星アルビレオの太刀。片方の剣を受ければ、もう片方が貴様を刻むぞ」

「ク……ッ！　この程度！」

　クラウは真後ろに跳び退のき、剣をかわす。──その跳躍の隙すきを、ＫＬ９５７は見逃さなかった。

「フハハ、女騎士よ迂う闊かつなり！　レーザー剣を相手に、後ろに跳ぶとは！」

　彼はその巨体からは想像もつかぬ身軽さで、クラウを追うように前に跳び、同時に右手の剣で突きを放つ。

　その鋭い突きは、まるで雷光。たとえレーザー剣でなかったとしても、閃ひらめくように見えただろう。しかもＫＬ９５７の腕が伸び切った瞬間──光の刃は、倍の長さにまで伸びた！

「しまった!?　なんという不覚！」

　これが『レーザー剣を相手に、後ろに跳んではいけない理由』だ。クラウはその必殺の突きを、どうにか戦剣ローゼウムで受け止める。

　だが、次の瞬間、左の剣が真横から襲い掛かった。やはり、倍まで伸びた光の刃で。

　クラウは身をよじって必死にかわす。メタルーナＫＬ９５７としても左は利き手でないらしく、先ほどの突きほど気合いの乗ったものではない。クラウの右腹部を掠かすめるだけの空振りとなった。

「フン、かわしたか。……だが、次はない」

「クッ……!!」

　クラウは服の一部を斬きられたが、傷は負っていないようだ。体操シャツから、白い脇腹の肌が覗のぞく。

　そんなクラウの姿を見ながら、セシミリルはぎりりと唇を嚙かんだ。

「クラウゼラの動きがわずかに鈍い……それに、判断力も低下しています。──ああ、このままでは妹が負けてしまう……。いったい私は、どうすれば……」

　セシミリルにしてみれば、もどかしい限りであろう。

　妹を救う力を持っていながら『宇宙テレビの関係者』という立場上、助けに入ることができないでいるとは。

　いや、そうでなくとも騎士同士の一騎討ちに、割って入ることなどできはしまい。クラウは誇り高い女だ。二対一で勝つよりは、一対一での死を選ぶ。

　ましてや助けに入るのが、憎きセシミリルなら尚なお更さらだ。

「クラウゼラ……私の妹……」

　クラウとメタルーナＫＬ９５７の戦いは続く。閃ひらめく二本のレーザー剣の前に、クラウはただ防戦一方。次第に追い込まれていく。

　本来、この一騎討ちはクラウが優位のはずだった。

　武器の差だ。戦剣ローゼウムによる本気の一撃は、レーザー剣では受けられない。光の刃二本ごと、敵てきの巨体を真っ二つにできる。それだけの威力を、あの魔法の剣は持っていた。──そうならないのはメタルーナＫＬ９５７の剣技と、それ以上にクラウ自身の疲労によるもの。クラウの攻撃は全すべてかわされ、刃先が届くことはない。

　しかし、それでもクラウは必死に剣を振るうのだが、そんな激しい斬きり合いの中──。

　きらり、と遠くでなにかが光った。

　俺たちがいるのと道を挟んで反対側の雑木林で。

　その光を見て、あっ、とセシミリルは息を飲む。

「あれは……いけない！　あいつがいます！」

　そうだ。メタルーナＫＬ９５７には仲間がいた。

　銃担当のスペース役者〝子分Ｂ（役名）〟が。

「あそこに隠れているのはメタルーナＤＵ０２１！　ＫＬ９５７と同型の相棒で、重装歩兵種として製造されながら狙そ撃げき兵として名を馳はせた男です！」

　きらりと光ったのは、光線銃デラメーターの銃口。狙ねらいはもちろんクラウの背中だ。

「クラウゼラ……クラウ、危ない！」

　咄とつ嗟さにセシミリルは、隠れていた雑木林から走り出す。




　──ぱちゅん




　この距離では、狙撃用光線銃デラメーターの銃声はこのように聞こえた。ややコミカルですらある死の音だ。

　銃弾は、クラウへと向けて発射されたが──、

「──ううッ！」

　と呻うめきを上げながら地に伏したのは、その姉のセシミリルであった。

「セシ……ミリル……？　なぜ……？」

「ふふ……クラウゼラ、無事でよかった……」





　　４






　地べたに倒れた姉を、クラウは両手で抱き起こす。

　奇くしくもそれは、今朝の芝居で見せるはずだった光景だ。

「なぜだ、セシミリル……!?　なぜ、この私をかばったのだ？」

「うふふ……なぜかしら……。そうね、どうしても理由をつけるというなら……ひさびさに会った妹に、かっこいいところを見せたくなったというだけかも……。ずっと迷惑をかけていたから──ううん、ずっと寂さみしい思いをさせていたから……。なんて馬鹿馬鹿しい最後……でも、そこまで悪い気分じゃないわ……」

「セシミリル……」












「ふふ……でも、貴方あなたはいいお友達がたくさんいるから、もう寂さみしくはないでしょうね……。私も騎士ローズバドでいればよかった……貴方みたいな、素す敵てきな騎士ローズバドに……」

　セシミリルの声は、次第に小さく、か細いものになっていった。

　俺は半ば無意識のうちに雑木林から出て、二人のもとへと歩み寄る。

「クラウ……最後だ。この人を、姉さんと呼んでやれ」

「し……しかし、リンイチロー──」

　クラウは戸惑っていたが──やがて、こくりと小さく頷うなずいた。

「姉上……。ううん──お姉ちゃん！　お姉ちゃん、死んじゃ嫌だ！　いなくなっちゃやだ！　死なないで！」

「あらあら、まあ……。クラウゼラ……私の妹、愛いとしのクラウ……」

　クラウは、泣いていた。当然のことだ。

　一方、セシミリルは笑っていた。これもまた、当然のことだ。

「ふふ……。クラウ、貴方こそ……しんでは、いけない……」

「おねえちゃん───っ！」

　やがて糸の切れた操り人形のように、がくりとセシミリルはこと切れる。

　そんな姉の亡きがらにすがるクラウは、まるで子供のように見えた。三年前、セシミリル逃亡の報を受けたとき、彼女は同じ顔で泣いていたのだろう。

　クラウはうつむき、『姉の死を悼む妹として』涙を流れるままにしていたが──ほんの数秒後、『戦う騎士ローズバドとして』顔を上げた。

「リンイチロー……姉を頼む」

「お……おう、分かった」

　姉の遺体を俺に預けるや否いなや、クラウは剣を縦に一いつ閃せんする。

　姉の仇かたきである狙そ撃げき手しゆへと向けて。

〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟ほどの戦剣ローゼウムならば、距離というものは意味を持たない。剣気とでも呼ぶべきエネルギー波が放たれて、そのまま隠れていた樫かしの木ごと斬きり伏せる。相手は『ぎゃっ』と短い悲鳴を上げながら倒れた。びくびく動いているところを見ると死んではいないようだが、しばらく戦線復帰はできまい。

　そしてクラウは改めて、本来の敵メタルーナＫＬ９５７に視線を向ける。

　その瞳ひとみは怒りに燃えているかと思いきや、既にそのような感情は超越していたとでも言うのだろうか。彼女の目はあまりにも涼やかに澄み切って、まるで青空に吹くそよ風のよう。もちろん涙も引いていた。

「……待たせたな」

「ああ、待った。──だが、礼には及ばん。我が相棒は騎士道に反する行動をした。その詫わびだ。この程度の時間は待とう」

　つまり、今まで攻撃してこなかったのは、クラウに筋を通していたからか。

「それに──我が優位は、揺らがない。多少の時間的猶予は与えよう」

「否いな！　貴様の優位は既に消えた！　見るがいい、この私──先代〝白百合の騎士ルー・アウラトウム〟が妹、クラウゼラ・ルー・コトヴィックの本当の力を！」

　そう言い放つと、クラウは──脱いだ！

　これまで決して脱ぐことのなかった、あの鉄壁のジャージズボンを。

　ブルマー姿になったのだ。

「貴様、なぜズボンを脱ぐ!?」

「全すべての力を出し切るためだ。貴様ほどの騎士相手ならば、ほんのわずかな差が生死を分かつ。暑さに耐えながら勝てる敵てきではない。──我が主あるじは言っておられた。ジャージズボンは心の壁であり、閉ざした心の扉なのだと。だが……今！　私は全てを解き放つ！」

　蒸れた匂においが漂ただよう中、クラウの火照った太ふと腿ももは、次第に白さを取り戻していく。

　いや、脚だけではない。上気して赤らんだ顔も戻り、額からは汗が引いた。荒かった息も整っている。──これこそが一〇〇％のクラウ。彼女の真の姿であった。

「風を感じる……流れる空気が肌に触れ、滾たぎった熱を冷ましてくれる……。ブルマーとなった私は、貴様の力を上回る！」

「ふん……くだらぬハッタリを！　我が意レ識ムの渇き、貴様の血で潤うるおしてくれる」

　メタルーナＫＬ９５７は、二本のレーザー剣で同時に打ち込む。

「銀河無双流、天地二重星アルビレオの太刀！」

　この二刀流の騎士、必殺の剣技だ。

　左の剣は大上段から振り下ろし、右の剣は斜め下から跳ね上げる。避けるためには大きく後ろに跳び退のくしかあるまい。だが、その瞬間を突きで狙ねらうことこそが、この剣技の狙いであったのだ。

　逃げても死。受けても死。

　迫り来る二振りの刃に、クラウはいかに立ち向かうのか。

「否いなッ！　神聖連合王国イースの騎士ローズバドに同じ技は二度効かぬ！」

　下側から迫るの右手の赤いレーザー剣を、クラウは戦剣ローゼウムで受け止めた。魔力とレーザーが衝突し、ばちり、と青い火花を閃ひらめかせる。

　そして、左手の青い剣は──。

「セシミリルは……姉上は、通常武器で戦剣ローゼウムを受け止めていた。優れた技量があれば、それは不可能なことではないのだ。素手での白刃取り同様、曲芸にも等しい荒業だが──」

　振り下ろされる光の刃は、今この瞬間にも迫り来る。

「コツは既に摑つかんでいる……。力づくでは駄目なのだ。スピードと、動きの精度をもっと上げて──そして、動きを読む。相手キンギヨの微び妙みような動き……空気のわずかな動きさえも……。目だけでなく、肌と精神で感じ取れば……」

　それさえできれば、相手が戦剣ローゼウムであっても、ただの武器で受け止めることができる。戦剣ローゼウムより弱いレーザー剣であるならば、ましてや利き手でない左手での一撃ならば──、

「武器すら使わず、受け止められる！」

　頭上からのレーザー剣を、クラウは受けた。

　なんと、足で。

　バレリーナのように高く真上に足を上げ、青い光の刃を蹴けって。

「──まさか!?　これは、いかなる視覚妨害まやかしか？」

　いいや、これは現実。クラウの技量が生んだ奇跡だ。

　無論、レーザー剣をただ正面から蹴れば、足を切断されるだけだろう。だが、クラウの身には傷一つない。運動靴が片方、使い物にならなくなったのみ。

　彼女は迫り来る刃のベクトルに対して、蹴りで斜め方向の力を与えたのだ。音速以上の超スピードを以もつて、ほんの一瞬だけ、最小限の運動エネルギーを加えることで。これで力の向きは逸それ、足が斬きられることはない。

　あとはレーザーの熱が伝わる前に、足を素早く引っ込めればいい。靴の裏は溶けて蒸気となるが、それが空気の膜となり、皮ひ膚ふを火傷やけどから守ってくれる。

　──以上の動作を〇・〇〇八秒以内で行えば理論上、運動靴でレーザー剣を受けることは可能であった。もちろん騎士ローズバドの超人的な身体能力あってこそであるのは言うまでもあるまい。

「馬鹿な……!!」

「ああ、確かに賢い方法ではない。──だが今の私には唯一の手だ」

　そのままクラウは反撃に転じる。両手の剣を受け止められ、メタルーナＫＬ９５７の胴体はがら空きの無防備となっていた。その胴を狙ねらって、横薙なぎの一撃。

　ＫＬ９５７はその一撃をかわすため、真後ろへと跳躍するが──、

「異星の騎士よ、迂う闊かつなり！　戦剣ローゼウムを相手に、後ろに跳ぶとは！」

〝灼光の星百合リル・ゼ・アウラトウムス〟ほどの戦剣ローゼウムならば、距離というものは意味を持たない。

　クラウが剣を縦一文字に一いつ閃せんすると、剣気のエネルギー波が放たれ、三日月状の光の塊となってＫＬ９５７へと襲い掛かる。

　思えばこの二刀流の宇宙騎士は、天地二重星アルビレオの太刀を破られた時点で、既に精神的には敗北していたのだろう。二本のレーザー剣を十字に合わせ、エネルギー波を受け止めようとするが──しかし、迫っていたのは、全すべてを斬り伏せる実体なき刃。純粋な破壊力そのものであり、同レベルの戦剣ローゼウムでなくば受けることもできない必殺の剣であった。気合いの乗らぬ今の彼に、防げる道理はどこにもない。

　クラウ渾こん身しんの一撃は、メタルーナＫＬ９５７を装甲服ごと斬り伏せる。

　装甲服を着た騎士の体は、地面に向かって大きく崩れた。

「クッ……我の負けだ。とどめを刺せ……」

「いいや、命は奪わぬ。……姉上もそう望んでいよう」

　こうして二人の騎士の戦いは、クラウの勝利という形で決着となる。

　代償は、小さなものではなかったが……。






エピローグ







子分Ｂ「実を言えば、もともと殺そうなんて思ってません。さっき撃ったのは光線ツッコミ用の〝ただ痛いだけ光線〟です」

ポー姫「うむうむ、今回もロングパス伏線が冴さえておったのう」










　　１






　クラウの一騎討ちが終わったころ、やっと女子たちのシャツも乾いた。

「──キシャー、シュルルル！」

「──モグー!!」

「──ガルルルル……!!」

「──キュウリ持ってない!?」

　それまでうずくまっていた女子たちは各々勝手な鬨ときの声こえを上げつつ、一斉に敵てきへと襲いかかる。

　こうして戦況は逆転。戦いの趨すう勢せいは、大きく平へい家け町ちよう側へと傾いた。文科省のブルマー狩り部隊は次々と自慢の戦闘車両を撃破されていく。虎の子の宇宙騎士と宇宙狙そ撃げき兵も失って、彼らは戦意を失いつつあったが、そこに駄目押し──。

「──ブルマー狩り部隊の者どもよ、そろそろ終わりにしてはどうじゃ！」

　ポー姫の降伏勧告が、甲高い声で戦場に響き渡った。

「聞くがよい。戦いくさには勝ちどき負けどきというものがあるのじゃ。汝なんじら、これ以上やられれば、部隊の存続が不可能になるぞ？　それよりは屈辱に耐えて降伏すべきじゃろう。

　それに、考えてもみよ。完全にブルマーを根絶すれば、ブルマー狩り部隊は無用の存在となってしまう。しかし、ここであえて敗北し、我らという強きよう敵てきを世に残してみよ。汝らは今後も必要とされ続けよう。毎年の予算も取り放題じゃ。どちらが得か、よく考えてみるがよい」

　ブルマー狩り部隊の兵士たちは、明らかな狼ろう狽ばいの色を見せていた。

　ポー姫、こういうのホントに上う手まいな？

　敵は、もうじき降伏するだろう。平家町側の勝利で戦いは終わる。──だが、その勝利が犠牲の上に成り立っていることを、俺たちは忘れてはならない。セシミリルは決して善良な人間ではなかったが、妹と再会したばかりで死ぬなんて……。

　クラウはさっきから、ずっと黙ってうつむいていた。この姉妹の運命に、俺は同情を禁じ得ない。

「セシミリル、気の毒に……。銃で狙撃されるだなんて……」

　俺はクラウから任されて、セシミリルの遺体を抱きかかえていたのだが──、

「はい～、いきなり撃たれてびっくりしましたぁ」

　──って、セシミリルの遺体が喋しやべった!?

「ええと、リンイチローさんでしたっけ～。貴方あなたさっきから私のおっぱい触ってません？　美少女でもないのに、軽々しく触ってもらっちゃ困ります」

「い……いや、触ってない！　触っててもわざとじゃない！　というか、なんでセシミリル無事なんだよ!?」

「あらあらまあ、ちっとも無事じゃありませんよぉ？　ほら～、鎧よろいに穴が開いちゃってますし、すっごく痛かったんですから～」

　ほぼ無事じゃねえか！　痛いだけなんだから！

「それと、びっくりしたと言えば──リンイチローさんが、なぜか私を死んだみたいに扱っていたので、びっくりするやら困ったやらです。痛くて動けなかっただけだったのに」

　そうだったのか……。あんな風に撃たれて倒れたものだから、てっきり死んだとばかり思っていた。

　そんな俺を見て、ポー姫が一言。

「はっはっは、リンイチローはバカじゃのう」

　お前、うるさいよ！　だいたい、あんなのだれだって勘違いするだろ。俺だけが頭悪いみたいに言うんじゃない。

「なんなんだ、まったく。じゃあ、俺とクラウが死んだと思い込んでただけなのか……。けど──まあ、よかったなクラウ。お前もセシミリルが生きてて驚いたろ？」

「う……うむ、そうだな……。ええと、その……うむむ……」

　ん？　なんだ、その微び妙みような反応は？

　ひょっとして、まさか──。

「すまぬ、リンイチロー!!　実は私も生きていると知っていたのだ！　脈も呼吸も問題なかったし、血色も良かったので！」

　お前もか！

「私は戦場慣れしているので、死体かどうかはすぐ分かるのだ」

「そうだったのか……。じゃあクラウ、さっきの死に際のやりとりは？」

「あれは、その……リンイチローが『最後だ。この人を、姉さんと呼んでやれ』などと言うものだから……。それで、つい空気を読んで……」

　なんだか俺、クラウに気を遣わせていたらしい。

　ええと……。どうしたものか？　俺、もう帰りたい。いたたまれない。

「くふふっ、クラウゼラに空気を読ませるとは。リンイチローよ、汝なんじも大したものじゃのう？」

　だから、ポー姫うるさいぞ。

「しかしセシミリルよ、どうして狙そ撃げきされたのに生きておるのじゃ？　鎧よろいの穴からして、心臓を撃たれているように見えるのじゃが」

「はい～、それなのですが、こんなこともあろうかと──」

　そう言って、セシミリルが懐ふところから取り出したのは……、

「盗んだブルマーを懐に入れていたのです～！　これが銃弾を防いでくれました！」

　昔の映画かよ！　そんなことだと思ったよ！

「ほほう？　これが有名な『ブルマーだから平気だもんっ』という現象じゃったか」

　いいや、そうじゃないと思うね！　そこまでなんでもかんでも平気じゃねえよ！

「いえいえ姫殿下、ブルマーといってもただの布です。普通はそんなもので宇宙ライフルの弾は防げません。これには秘密があるのです～」

　だよな？　よかった、俺の方がおかしいのかと思った。そうとも、ブルマーなんかで銃弾が防げるはずがない。セシミリルの語る秘密とは、なんと──。

「実は……ほら～、二枚重なっています！　一枚では当然無理でも、二枚なら宇宙ライフル弾を防げて、なんの不思議がありましょう！」

　って、おいっ！

「やはり、ブルマーは多めに盗んでおくに限ります～」

「ふむ？　今のはちょっとした名キャッチコピーじゃな？」

　いいや、そうでもない。そんなコピーたぶん一生使う機会ないし。

「姫殿下、これも貴方あなたのおかげです～。ポー姫殿下があまりに熱くブルマーの良さを語るので、私も目覚めてしまってぇ……。それで、つい盗んでしまったのです！　学校の少女たちのブルマーを！」

　そんなもの『つい』で盗むんじゃない。性犯罪だ。

「ちなみに懐ふところに入れていたのが二枚というだけで、本当はもっとたくさん盗んであるんですよ～。みんな発はつ掘くつ作業で泥んこになるので、予備のブルマーを持ってきてる子が多かったのです。おかげで、簡単に盗むことができました。──ほら～、こんなにたくさん！」

「ほほう大漁じゃのう」

　セシミリルは服のあちこちから大量のブルマーをどさどさと出していく。もしかして、これって学校の女子全員分盗んでないか？

　気がつけば──彼女の後ろで、女子たちが怖い顔をして睨にらんでいた。

　宮ミ籐ヤを代表とする女子たちは、ぐるりとセシミリルを包囲する──。

「ちょっとセシミリル、一緒に来てくれるかしら？」

「キシャー、シュルルルル！」

「モグー!!」

「ガルルルル……!!」

「キュウリ持ってない？」

「あらあらまあ……ちょっと待ってくださいな～。これはほんの出来心でして……それに戦争はいいのですか？　降伏勧告中とはいえ、まだ戦闘が終わったわけでは……」

「いいから来る！」

「キシャーッ！」

　こうしてセシミリルは女子たちに連れていかれる。ブルマー狩り部隊としては今が反撃のチャンスであったのかもしれないが──しかし、その出鼻をくじくタイミングで、ポー姫は敵てき兵たちに向かってまた演説をぶった。

「見たか、ブルマー狩り部隊の者どもよ。この町の少女たちが、どれほどブルマーを大切にしておるかを。盗まれようとすれば、このように怒りを露あらわにする」

　さすがに論法が強引だぞ。

「ブルマーは、このヘイケ町が田舎だからこそ残されていた宝なのじゃ。汝なんじらは──いや、汝らをよこした権力者どもはいつもそうじゃ。ヘイケ町のような田舎には、都会なら当然のようにあるものがなにもない。スマホもコンビニもエイガ館も。権力者あやつらはそれを知っていながら、決して与えようとはしてくれぬ。──なのに、田舎者われらが持つ数少ない宝物を、平気で取り上げようとするのじゃ！　キレイな空気や美お味いしい水も、美しい自然の景色も、若者も金も、そして此こ度たびはブルマーまでも。我らが大切にしていたものを涼しい顔で奪っていく。彼奴あいつらは、そんなに偉いというのか？　都会のビルに住んでおるというだけで、どうしてそこまで傲慢になれる!?」

　そうだな、ポー姫……。なんだかんだで、なかなかいいことを言っていた。

　これは、権力者──というより都会者の傲慢さだ。彼らは都会の便利さを進んで与えようとはしないくせに、田舎に対しては勝手に自分たちのルールを押し付けようとする。それは正しいことではあるまい。

「都会から来た兵士たちよ、もし汝なんじらがそのまま帰っていくならば、我らは追撃せぬと約束するのじゃ。……手を差し伸べぬというのなら、せめて触れずにそっとしておいてくれぬじゃろうか？」

　姫の熱い言葉に心打たれたのだろう。

　一人の若い兵士が地面に銃を捨てたのを皮切りに、ブルマー狩り部隊の兵士たちは次々と武器を捨て、来た国道を引き返していく。もはや戦意のある者は一人もいない。中には姫に敬礼をしていく者さえもいたほどだった。

「くふふっ、どうじゃ？　名演説じゃったろう？」

　まあな。やはりポー姫、こういうの上う手まい。それは認めざるを得ない。

　ただ、お前はこないだまで『王都とかいの権力者』だったんだけどな！　なんで自分が『姫』って呼ばれているのか忘れてるだろ？

　──ともあれ、こうして〝ブルマー防衛戦争〟の名で町史に記されることになる戦いは、平へい家け町ちようの勝利で幕を閉じるのだった。

「やはりブルマーとは戦いの火種ではなく、平和の象徴となるべき存在なのじゃ。想像してみるがよい。皆がブルマーを穿はく世の中を。そこには民族もなく宗教もなく、だれも争うことなく平和に暮らしていよう。黒ブルマー派と赤ブルマー派の争い以外は」

　なにやら、もっと醜い争いを繰り広げそうだぞ。

「なんにせよ、これにて一件落着というわけじゃな」

「ああ、そうだな」

　それには同意だ。これで一段落なのは間違いあるまい。よし──。

「よし、それじゃあ…………俺、さっきから我慢していたこと言うぞ！　さっきの戦闘の途中から、ずっと言いたくて仕方ないことがあったんだ！」

「む？　リンイチローよ、なんじゃ突然？」

　突然じゃない。今まで深刻な状況だったから水を差しては悪いと思い、ずっと待っていただけだ。

　俺が言いたくて仕方なかったこと、それは──、

「クラウ！」

「む……っ？　私か？」

「そうだ、お前だ。俺がなに言いたいのか分かってるだろ？　このまま黙ってれば誤ご魔ま化かせると思ってるのか」

「う……うむ……」

　俺は、クラウに向かって言った。いや、怒鳴った。喉のども張り裂けんばかりの大声で。

「クラウ──なんなんだよ、そのブルマーは！」

　クラウはずっと、ブルマー姿になるのを拒んでいた。

　ジャージのズボンを決して脱ごうとはしなかった。俺はその理由を『恥ずかしいから』だと考えていたのだが──しかし、本当はそうではなかったようだ。

（おかしいとは思ってたんだ……。クラウのやつ、普段着がミニスカノースリーブで、真夏にはビキニアーマーを着るというに、ブルマーごときを恥ずかしがるなんて──）

　いや、恥ずかしいのは間違いないのだろうが、しかし、その『恥ずかしさ』は想像と少々異なるものだった。

　ブルマーというのはご存ぞん知じの通り、女性用のパンツと同じ形をしている。だからこそ、動きやすいよう布が最小限でありつつも、パンツをぎりぎりで隠せ、衣服としての実用的な役割を保つことができたのだ。












　だが、もし、そうではなかったら？

　ブルマーの下の下着が、もしブルマーとは全く異なる形状をしていたら？　穿はいていたのが、普通の女性用のパンツとは全然違うものであったら？

　その答えが、今見えている光景だ。

　クラウのブルマーの裾すそからは、その下に穿いている下着の布地が大きくはみ出ていた。ブルー地に、黒いラインの入った布が。

　一般的な女性用パンツよりうんと大きいものを着用していたから、このようになっていたのだろう。それ自体は、別にいい。──とはいえ、この色と模も様よう。俺は、この布をよく知っていた。それは……、

「クラウ、なんでお前──ブルマーの下に、俺のパンツ穿いてるんだよ！」

　そうっ！　それは男性用のトランクス！

　しかも、俺が昨日穿いてたやつだ！

「ち……違うのだ、リンイチローよ！」

「なにが違う？」

「これは、その……ただ穿き心地がいいから！　《魔法地平シーズベツド》の女性用下着よりも肌触りがよくて穿き心地がよかったから、それでここ数日、リンイチローが洗濯に出したものを穿いていたのだ！　祖母殿にチケット五枚払って！　……どうせ穿くなら、同い年の男子が穿いていたものがいい。これは多元宇宙を通じての人間心理というものであろう？」

「うるせえよ！」

　クラウのやつ、ブルマー姿を見られるのが恥ずかしかったんじゃない。

　ブルマーの下に男性ものの下着を穿いてると知られるのが恥ずかしかったんだ。

　この衝撃の展開に、なぜか宮ミ籐ヤが食いついていた。

「ちょっと、麟一郎リン！　今の、どういうこと!?　あんたんちで家事をしたら、そのチケットとやらが貰もらえるってこと!?　今日、何時から行けばいい!?」

「……ミヤちゃん、落ち着く。よだれを拭ふく」

「「キュピー」」

　そうだぞ落ち着け。ファウ第八皇女たちの言う通りだ。

　そんなやりとりを横目に、クラウの主あるじであるポー姫は笑う。

「くふふっ、なんとも見事なオチじゃのう？　ブルマーの形状という特性が、上う手まく活用されておる。──しかし、さすがは我が騎士ローズバドクラウゼラ。女騎士というのはエロいのじゃ」

　だから、違う。これは世間一般でイメージされる女騎士のエロさとは関係ない。

　こうして女騎士クラウは皆の前で秘密を暴露され、うつむきながら顔を耳まで赤く染めていた。

　そして、おなじみの決め台詞ぜりふ──。

「クッ……殺せ！」

　まあ今回は、死にたくなる気持ちもよく分かる。





　　２






　その後、第一回〝町おこし埋まい蔵ぞう金きんフェスティバル〟は大成功のうちに幕を下ろす。

　そして、さらに数日後──。

「こんにちは～、また遊びに来ましたよぉ。はい、これお土産です～」

「おおセシミリル、よく来たのじゃ。うむうむ、今日の土産は塩せんべいじゃな。最近は汝なんじとジョニーのおかげでおやつが充実してうれしいのじゃ」

　スペース女騎士のセシミリルは、埋蔵金番組の撮影が終わったあともそのまま平へい家け町ちように居残り、こうして毎日のように俺の家に遊びにきていた。

　もちろん妹のクラウに会いにだが、当のクラウはセシミリルが来ると、常に微び妙みような顔になる。

「今日はいいお報しらせを持ってきたのです。スペース徳とく川がわ埋蔵金スペシャルですが、高視聴率につき、なんとぉ……四半期ごとに番組を放送することになりました～！　これはもちろん、宇宙でブルマーの人気がじわじわ上昇してきているためでもあります」

「うむうむ、つまりは妾わらわのおかげというわけじゃな。二代目ブルマー夫人と呼ばれる日も遠くないかもしれぬのう」

　だから、そんな偉人はいない。

「それとねクラウゼラ～、実は私たち姉妹に『宇宙アイドルとしてデビューしないか』って話が来ているの。今度、宇宙ジャスコの偉い人が来る予定なので、二人で会いに行きましょう。仲良し美人姉妹アイドルデュオの誕生よ～」

「なぁ……っ！　だれとだれが仲良しだと!?　そもそも貴様、いつまでこの町にいる気なのだ？　仕事が終わったのだから、さっさとチーキュのニホンから立ち去るがいい！」

「あらあらまあ～。クラウゼラったら、つれないことを言うものじゃないわ。だいたい、姉に向かって『貴様』とはなんですか。ちゃんと『姉上』あるいは、あのときみたいに『お姉ちゃん』と呼びなさい」

「なんだと！」

　この話が出るたびに、クラウはチラッと恨めしそうな目で俺を見る。なんというか多少は申し訳なく思う。

「セシミリルよ、勘違いするな！　いつぞやは勢いで許ゆるすようなことを言ったが、あれは雰囲気に飲まれただけだ！　貴様が死んでない以上、許す理由はなにもない！」

「そうなの～？　ちぇっ……。だったら、もう一度『お姉ちゃん』と呼んでもらえるまで、ずっとこの近所でぶらぶらしてるとしましょうか～」

「クッ……絶対に言わぬ！」

　やはり姉のセシミリルの方が一枚上手だ。

　似たようなやり取りを、この女騎士姉妹は何度も繰り返していたのだが、そのたびにクラウは言い負かされて、毎回ぐぬぬと歯は嚙がみした。

（──けどクラウ、セシミリル相手には『クッ殺せ』と言わないんだな？）

『クッ』とは言っても、決して『殺せ』とは言わなかった。

　もしかすると、クラウなりに心を開いているということだろうか？　だとすれば、あまりに不器用でクラウらしい感情表現ではあったが、彼女が再びセシミリルを姉と呼ぶ日は意外と遠くないのかもしれない。

　──と、そんなことを考えていると、

「ちょいと麟りん一いち郎ろう、そこにお座り。アンタに大事な話があるんだよ。クラウとポー助も一緒にお聞き」

「ん？　祖ば母あちゃん、なんだよ急に？」

　俺の祖母である瀬せ田たトメ子（七二歳）が突然話に割り込んできて──そして、とんでもないことを言い出した。

「お前たち、新しいお祖じ父いちゃんは欲しくないかい？」

　……まさしく驚天動地の一言だ。






エピローグ２







ポー姫「ちなみにアメリア・Ｊ・ブルマー夫人（１８１８～１８９４）は実在の人物じゃ」

麟りん一いち郎ろう「マジか？」

ポー姫「大マジじゃ。アメリカの女性解放運動家で、ブルマーの発明者として名を残しておる。こやつ、ブルマー姿でなにを解放する気だったのじゃろうな？　ゲヒヒヒヒ」










　　１






　同日、夜の一〇時半。

「うむむむむ……」

　宮みや籐とう家のリビングでは、ミヤヤマート社長の宮籐浩こう二じ（五二歳）がソファに腰かけ、帳簿らしきノートを睨にらみながら唸うなっていた。

　娘のみやは不安げな顔で、父の背後からノートを覗のぞく。

「お父さん……もしかして、まだ赤字なの？　町おこしのおかげで大おお儲もうけしたって言ってたのに…………って、なによこれ!?」

「こらっ、みや！　見るんじゃない！」

　父は慌ててノートを閉じたが──しかし、みやは見てしまった。帳簿だと思っていたノートの中身を。





　　キズついた月が暗黒の恋を唄うたう

　　八月の罪を血で嗤わらうように

　　ビリーブ・ロンリーユー




　　※埋まい蔵ぞう金きんはグラウンドに埋まってる

　　　埋蔵金はグラウンドに埋まってる




　　（※繰り返し）






「歌の歌詞……？　これって、店の帳簿じゃなくて自作の歌詞ノート!?」

「ついに知られてしまったか……。だが、おそらくは私の深層心理に『知られたい』という気持ちがあったのだろう。だからこそ家族の前でノートを広げて作詞にいそしんでいたに違いない。実はな、みや──」

「あー……やっぱり聞きたくない。その話、今度でいい？」

「いいから聞きなさい。実は──」

　そして語られる衝撃的事実！

「父さんな、歌手になろうと思うんだ。それもビジュアル系バンドのボーカルに」

「アーアーアー、聞こえない！　聞こえない！」





　　２






「ふふ……。ねえ〝埋まい蔵ぞう金きん〟さん、そろそろ目覚めてはいかがです？」

　同日、同時刻。高校の校舎裏に、一人の男が立っていた。

　彼の名は、平たいらの景かげ清きよ。

　この平へい家け町ちようは『なにかを失った者たちが、再起を夢見て暮らす町』であったが、彼はそんな〝失った者〟の一人だった。

「起きないと……このままじゃ、あの子が貴方あなたの〝後継者〟になっちゃいますよ？」

　景清が話しかけていたのは、足元にあった小さな石せき碑ひ。

　高さは三〇センチほどで、苔こけ生むし、表面は擦すり切きれ、もはや刻まれていた文字も読めないが──長年この地に住む景清は、この碑になんと書かれていたかを知っていた。

　即すなわち──、




　──アメリア・ジェンクス・ブルマー（１８１８～１８９４）




　同じく〝失った者〟の一人。

　この者が目覚めしとき、天は黒ブルマーのような闇やみで覆おおわれ、地は赤ブルマーのように血で染まる。──そう予言された〝魔女〟の名だ。





あとがき







　皆の者、おなじみ超次元美少女伝説ポー姫である。一巻に引き続き、今回も『キャラが挨あい拶さつするタイプのあとがき』をお送りするじゃ。

　ちなみに──この作品、なんとマンガ化決定なのじゃ！　コミカライズじゃぞ、コミカライズ！　詳しい話はまた後日発表する予定じゃ。

　これも全すべて、妾わらわの美び貌ぼうと知性の賜たま物ものと言えよう。他の登場人物どもは妾に感謝するのじゃぞ？

「……すいません」

　む？　だれじゃ汝なんじ？　見かけぬ顔じゃのう？

「いつもはな●つぼしなんだけど、今夜はゆ●ぴりかの気分。ふたまた（はぁと）」

　どうやら迷子（？）のようじゃな。メタ的なことを言うと別の作品のキャラのようじゃが──それにしてもデカいのう……。

「メタじゃなくてバーターよ。アンタがうちのあとがきに出てもいいから、代わりにアタシがこっちに出張っていう、ね。具体的にいうとアタシはＭＦ文庫Ｊから発売中『盟約のリヴァイアサン』のスーパーヒロインＭ……そしてアタシを演じられる役者は米●涼子だけ。これは作者の丈月城も認める絶対的事実」

　その者、最近はマ●コ・デラ●クスと名乗っておるそうじゃぞ。

　とにかく同じ日に発売されるよしみで互いの本にキャラを出張させるというわけじゃな？　よく来たのじゃ。ここはヘイケ町、国やら故郷やらを失った者が辿り着く田舎町である。

「つまり吹きだまりね」

　そう本当のことを言うでない。ほれ、パーティーで貰もらった骨盤矯正座椅子に座るがよい。

　この座椅子はいわくつきで、なんと汝の作者から貰ったものなのじゃ。あやつ、出版社のパーティーに出たとき、用事でプレゼント大会の途中に帰ってしまってのう。そのとき置いていった券で、妾が当てたものなのじゃぞ。

「気にせず取っときなさいよ。あいつ、偶然だけど同じの持ってるし」

　ほほう。で、効くのかの？

「ふつうのイスの上に置くタイプは意外と邪魔になるって封印中」

　せっかくの景品なのにときめかぬ情報じゃのう。

「そんなことよりお茶はまだ？　あとお茶菓子」

　ヨソの作品なのになかなかエンリョのないやつじゃのう？　ならば、この地方の名物である五ご平へいもちをくれてやるのじゃ。

「（一瞬でぺろり）まあまあね。ご飯に味み噌そを塗って焼いただけなのに」

　そうじゃろう。かつて、かの有名なオダノブナガが遠乗りの帰りに、腹を空かせながらこのへんを通ったことがあってのう。そのとき五平ゴヘーという農民が家にあった有り合わせの食材で作って献上したのが、この五平もちであるのじゃ。店の看板に書いてあった。

「ウっソくさい話ねー」

　ウソなものか。五平ゴヘー本人も本当じゃと言っておったぞ。

「なんでコメント取ってこられるのよ」

　さっき、店番をしておったから聞いたのじゃ。当時はまだこんなに小さな竜だったそうじゃぞ。

　ほれ、いいからもっと食べるがよい。この五平もちの真しん骨こつ頂ちようは、一本一〇〇円前後というそのコストパフォーマンスにあるのじゃ！　とはいえ汝なんじのデラックスな体型に果たして、ここにある量で足りるかどうか……。

「バカね。これでも最近はすっかり小食になってるのよ（もぐもぐもぐもぐ）」

　大ウソつきは放っておいて、普通のあとがきをやっておくとしよう。初めての人は初めまして、おひさしぶりの人はおひさしぶり。それから関係者各位ありがとうなのじゃ。

　イラストの霜しも月つき先生、今回は浴衣を描いたりスペース女騎士のデザインをしたりと、難しい注文ばかりですいません！　デザイナーさん、今回もいい感じです！　担当編集者さんもありがとうございます！　それとジャスコ関係者の皆様、前回に引き続き、ありがとうございました！　もちろん読者の皆様にも感謝です！

　そうそう、ついでに本編の補足もしておかねば。スペース女騎士のセシミリルはスペース勇者やスペース僧侶といった仲間と共に宇宙を旅し、宇宙の邪神を倒したらしい。それからブルマーの廃止は、本当は文部科学省モンブカガクシヨーではなく、各県や市町村の方針によるだそうじゃ。校正さんが調べてくれた。いつもテキトーなこと書いてて、校正さんすいませんなのじゃ。

　さて、次の巻ではダイナマイトジョニーや祖母殿の話をしつつ、業界内部で驚くほど評判のよい水神ミナカミハイドォラの出番を増やし、さらには田舎の闇やみ──地方行政と環境問題についてズバッと斬きり込む予定じゃ。実は河童かつぱのキザクラはそのために出したキャラである。一巻、二巻を超える田舎情緒（悪い意味でも）を汝らにお届けしよう！

　フー、今回のあとがきはこんなものかのう？

　皆の者、次は三巻でまた会うのじゃ！

　それでは、妾はちょっとリヴァイアサンのあとがきに出てくるのじゃ。









　著者

　伊藤ヒロ（いとう・ひろ）

　　ライトノベルにゲームにアニメと、マルチに活躍中の小説家兼フリーライター。




　　最近は山奥の田舎でもスマホや携帯が使えるところが多いようで、うらやましいかぎりです。ぐぬぬ、いいなあ。伊藤が住んでいたころは、携帯なんて……。




　イラストレーター

　霜月えいと（しもつき・えいと）

　　主にライトノベルを中心に活動するイラストレーター。

　　締め切りが近づくと何か得体のしれないものに追われ必死に逃げ回る夢を高確率で見る哀れな生き物。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

　　装丁／AFTERGLOW
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